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片倉 異文 化環境 のア ラブムス リム

異 文 化 環 境 の ア ラ ブ ム ス リ ム

ヴ ァンクー ヴ ァーの エ ジプ ト人 ムス リムの事例 研究

片 倉 も と こ*

           Muslims in a Non-Islamic Environment 

—A Case Study of Egyptian Community in Vancouver , Canada—

Motoko KATAKURA

   The present paper is based on my field research, carried out 
from June to September 1984, and June 1985 to February 
1986.  I have already published reports on Arabs and Muslims 
in Canada, the actualities of whom are yet little known and who, 
I observe, suffer more often than not from the prejudice  against, 
them [KATAKURA  1986: 206-215,  1988a  :  681-726]  . 

   In this paper, I intend to focus on Egyptian Muslims in 
Vancouver, describing and analising the process and the 
characteristics of their adaptation to a non-Islamic environment. 
The materials were collected through personal interviews and 
observations of 50 household members living in Vancouver. 

   After introductory chapters on outline of the fieldwork 

(Chapter 1) and on the social and historical background of 
immigrants of Egyptian Muslims, presenting data on the socio-
demographic features of 50 households (Chapter 2), the pattern 
of their social networks are discussed in Chapter 3. I examine 
1) the social relationships based on Egyptians' encounters with 
other Egyptians, non-Egyptian Arabs, other Muslims from Africa, 
Europe, Asia etc., Canadians of French or British origin, and 

Jews in Vancouver; and 2) the blood-related network in Canada, 
Egypt, the USA, and other Arab countries. 

   In Chapter 4 I examine whether the Egyptian Muslims in 
Vancouver change or not their traditional behavioral patterns or 
values in everyday life. For this analysis, three aspects of their life 
are  used  : 1) language and education; 2) life habits such as food, 
drinking, marriage and funerals; and 3) religious consciousness
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and practices revealed in fasting, praying, alms giving and 
attitudes towards Christmas celebrations, in Canada. 

   Through the observation and the analysis above, we can 
summarize the result of this research as  follows 

   In terms of the way of adaptation to non-Islamic society, 
Egyptian muslims are categorized into three groups, 1) secular 
assimilatists, who intend to identify themselves as Canadians, 
by adapting Western values and behavior. 2) cultural nation-
alists, who cherish Egyptian culture, including Islam as a part 
of Egyptian  culture; and 3) Islamic transnationalists who identify 

themselves as Muslims, neither as Egyptians, nor as Canadians. 
   The approximate ratio of the present population of each 

group is 25 %, 45 % and  30  %, respectively. However, the 
number of Islamic transnationalists is increasing these years, 
because fairly good numbers of secular assimilatists and 
cultural nationalists tend to shift to the Islamic transnationalist 

group. 
   Thus there is a trend of further Islamization of Egyptian 
muslims in Vancouver because of their becoming more conscious 
of being muslims in non-Islamic environment and because of 
world-wide Islamization which is presently prevailing in and 
out of Canada.
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は じ め に

　 この報 告 は,カ ナダ 西 部,ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州 ヴ ァン ク ー ヴ ァーの エ ジ

プ ト人 ム ス リム を調 査 対 象 と して,非 イス ラ ーム 的環 境 に お け る適 応 の問 題 につ いて

考 察 し,彼 らの イ ス ラー ム的 生 活 様 式 か ら くる価 値 観 が どの よ うに変 化 して い るの か,

あ るい は変 化 して い な いの か を 分 析 す る もの で あ る。

　 筆 者 は すで に,カ ナダ に お け るア ラ ブム ス リム の移 民 の歴 史 を カ ナダ の移 民 対 策 と

の 関連 で と らえ,西 欧社 会 一 般 と 同様,カ ナ ダ 社会 に お い て も顕著 に み られ る ア ラ ブ

あ るい はム ス リム に対 す る偏 見 と無 知,そ れ に ムス リム はど の よ うに対 応 して い るか,

イス ラ ー ム的生 活 環 境 を ど う作 りあ げて い るか,新 世 代 の 動 向 は ど の よ うな もので あ

るか に つ い て 報告 した[片 倉 　 1986:206-215,1988a:681-726]。 そ こで は,カ ナダ

政府 が 「望 ま し くな い」「同化 不 可 能 」 と した,ア ラブ を含 め た 「ア ジ ア人 」 に対 す る

排 斥 的移 民 対 策,1962年 の 「点 数 制 度 」(point　system)導 入 に よ る移 民法 の改 正,移

民 対策 の変 化 に と もな うア ラ ブや ムス リム 移 民 の 数 と質 の変 化 につ い て詳 述 した。 差

別 と偏 見 が未 だ に存 在 す る カ ナダ 社 会 の 現 状 を 明 らか に し,そ う した環 境 に対 す る ム

ス リム を,類 型 別 に考 察 した 。 さ らに,カ ナ ダ生 ま れ の新 世 代 が,実 用 言 語 と して の

ア ラ ビア語 能力 は低 下 して も,「 価 値 言 語 」[片 倉 　 1988a:721,1988b:136-・137]と

して の ア ラ ビア語 は保 持 して お り,今 後,カ ナ ダ 社会 の 中 で,ア ラブ と して よ り も,

ムス リム と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを 求 め て い く可 能 性 に つ い て指 摘 した。

　 本 稿 で は,ア ラブ ム ス リム移 民 の うち,ヴ ァン ク ーヴ ァー 在 住 の エ ジプ ト人 ム ス リ

ムの コ ミュニ テ ィに焦 点 を あて,そ の 社 会 的 ネ ッ トワー クや言 語,教 育,食 生 活,結

婚 や 葬儀,礼 拝 ・断食 な どの イ ス ラー ム的 生 活 様 式,宗 教 意 識 な ど の面 か ら,よ り詳

細 な 具 体 的 事 例 を報 告 す る もので あ る。

　 この調 査 の結 果,エ ジ プ ト人 ムス リムは,カ ナ ダ 的異 文 化 環 境 へ の対 応 の 仕方 に よ

って,① 同 化 型(西 欧主 義型Asグ ル ープ),② 文 化 主 張 型(エ ジプ ト主 義 型Cuグ
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ル ー プ),③ トラ ンス ナ シ ョナル 型(イ ス ラー ム普 遍 主 義 型Trグ ル ー プ)の3つ の

類 型 に分 類 し得 る こ とが 明 らか に な った。

　 Asグ ル ー プ は,カ ナダ 社 会 へ の 同化 要 求 が 強 く,自 分 の エ ジ プ ト的,ム ス リム 的

要 素 を 抹 殺 しよ う とす る人 々 で あ る。Cuグ ル ー プ は,カ ナダ へ の 同 化 を も考慮 しつ

つ,エ ジ プ ト本 国 の 文 化 を 中心 と した ア ラブ の伝 統 文 化 を 大 切 に す る。Trグ ル ー プ

は,エ ジ プ ト人 や ア ラブ人 と して よ り も,ム ス リム と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを 重 視

す る人 々で あ る。 具 体 的 に 詳述 して い く本 報 告 の 過 程 で,記 述 上,As,　 Cu,　Trグ ル

ー プ とい う呼 称 を 用 い る こ とと す る
。

　 な お,「 コ ミュニ テ ィ」 とい う言 葉 は,地 域 性 と社 会 的 ・文化 的 同質 性 を そ な えた 共

同体 を さす こ とが 多 いが,こ こで は,地 域 社 会 を 形成 して い る とい う空 間 的 な意 味 合 い

で はな く,伝 統 を共 有 し,社 会 的 きず なを 分 か ち合 って い る人 々 の集 団 を 指 して い る。

　 被 調 査 者 の 固 有 名 詞 は,す べ て仮 名 の 頭文 字 で表 記 した。

1。 調 査 の 概 要

1.　 調査対象の選定

　 調 査 対 象 に ヴ ァ ンク ー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ム ス リム を選 ん だ の は,以 下 の 理 由 に よ

る。 まず 第 一 に,エ ジ プ ト人 移 民 が,カ ナダ に お け る ア ラブ移 民 の 中で,主 要 な 位 置

を 占 めて い る こ とで あ る。 エ ジプ ト人 の カ ナ ダへ の移 民 に は曲 折 はあ った が,1962年

の移 民政 策 の改 正 に よ り,点 数 制 度 が と られ る よ うに な って か ら,エ ジプ ト人 コ ミュ

ニ テ ィは ア ラブ ム ス リム ・コ ミュニ テ ィの カ ナ ダ に お け る動 向 を 知 る うえ で,重 要 な

存 在 に な って きて い る[片 倉 　 1988a:702-703]。 数 の 上で も,現 在,エ ジプ ト人 は,

カ ナ ダ に お け る ア ラ ブ移 民 中,レ バ ノ ン人 に次 ぐ割 合 を しめて い る。 そ の 大 部 分 は ケ

ベ ック州,オ ンタ リオ州 に 住 む が,ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州 の エ ジプ ト移 民

は,次 いで 多 い。 ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州 内 の エ ジプ ト移 民 に お いて は,ム ス

リム人 口 が最 も多 く,コ プ ト[片 倉 　 1988a:702,註28],バ ハ ーイ[片 倉 　 1988a:703

註29]な どの エ ジプ ト人 の数 を,は るか に上 ま わ って い る1)。

　 第 二 に,エ ジ プ ト人 の 移 民 コ ミュニ テ ィにつ いて の研 究 が,こ れ ま で ほ とん ど な さ

れ て い な い こと が あ げ られ る。 ア ラ ブ移 民 の 中で も,ア ル ジ ェ リア,チ ュニ ジァ,モ

ロ ッコ,リ ビァ系 の移 民 は,フ ラ ンス,イ タ リァ な ど ヨー ロ ッパ の 旧宗 主 国 に多 数 が

移 住 し,彼 らに つ いて の調 査 研 究 も お こな わ れて い る。 レバ ノ ン ・シ リア系 の移 民 に

1>ム ス リム家族 に対 して コプ トは約15～20%,バ ハーイはごく少数。
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つ い て は,商 人 と して,ア フ リカ 大 陸 は も ちろ ん,中 南 米,北 米 大 陸 に も,広 範 囲 に,

深 く根 を 下 して い る こ とが,よ く 知 られ て い る。 カ ナダ の エ ジプ ト人 コ ミュ ニ テ ィ

を調 査 す る こと に よ って,レ バ ノ ン ・シ リア系 移 民 な ど に比 べ,研 究 の す すん で い な

い エ ジプ ト系 移 民 の実 態 を 多 少 な り と も明 らか に で きる と考 え た。

　 第 三 に,筆 者 が彼 らの祖 国 で あ るエ ジプ トの ム ス リム た ちの生 活 や,一 般 の 社会 事

情 に通 じて い る こ とで あ る。 筆 者 は1962年 か ら1965年 に か け て の ナ セ ル 時 代 に エ ジプ

トの カ イ ロ大 学 に留 学 して い た。 現 在 カナ ダ に 在 住 して い る エ ジプ ト人 ム ス リム に は,

この ナ セル 時 代 に 国を 出た とい う者 が 多 い 。 イ ンフ ォ ーマ ン トと調 査 者 の間 で,時 間

的 に も空 間 的 に も,「 同 じエ ジ プ ト」 を知 って い る こ と は,話 を聴 い た り,調 査 を す

す め る うえで,ラ ポ ール を 成 立 させ や す か った 。 第 四 に,集 中 調 査 を す るの に適 した

コ ミュニ テ ィで あ った こ と。 筆 者 が ヴ ァ ンク ー ヴ ァーで ムス リム の 調 査 を は じめ る に

あ た って,ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ ン ビア大 学 の教 授,そ の 他 多 くの 人 々か ら,イ ス マ

ー イー リー ・ム ス リム を研 究 して は ど うか と い う助 言 を う けた 。 た しか に,イ ス マ ー

イ ー リーの人 口数 は多 く,組 織 力 もあ り,カ ナダ 社 会 に か な り うま く適 応 して い る と

い わ れ,調 査 対象 と して は お も しろい と考 え られ た 。 そ こで 予備 調 査 を,多 少 す す め

て み た。 しか し,本 調 査 に あ た って は ま ず パ リの イ ス マ ー イ ール 派 本 部 の許 可 を 得 な

けれ ば な らな い,礼 拝 中 は部 外 者 が モス クの 中に 入 つて は い け な い な ど,さ ま ざ ま な

制 約 が課 せ られ る ことが わ か った 。 調 査 結 果 を 活 字 に す る こと に も問 題 が あ り,予 想

以 上 に 閉鎖 的 な集 団で,調 査 対 象 に は不 向 きで あ る と判 断 され た。

　 そ れ に対 して,ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの エ ジ プ ト人 は,開 放 的 で あ り,宗 教 生 活 を含 め,

さま ざ ま な生 活 空 間 へ の 出入 り も,自 由 に させ て くれ た 。 た とえ ば,ヴ ァ ン クー ヴ ァ

ーに はNile　 Flaser　Egyptiall　 Canadian　 Society[片 倉 　 1988a:715]2)と い うオ ー

プ ンな性 格 を もつ組 織 が あ り,エ ジプ ト人,英 仏 系 カ ナダ 人 の み な らず,ド イ ツ人,ユ

ー ゴス ラ ビア人,フ ィ リ ピ ン人 な ど さま ざ ま な 文 化 的 背景 を もつ人 々 が参 加 して い る。

　 こ う した エ ジプ ト人 コ ミュ ニ テ ィの もつ 性 格 か ら,異 文 化環 境 に お け る ム ス リム を

考 察 す るの に適 した集 団 で あ る と考 え られ た 。

2.　 調査期間 と調査方法

本 調 査 は,1984年6月 か ら同年9月 に か けて の3カ 月間,お よ び1985年6月 か ら86

2)Nile　 Flaserの 名称につ いては[片 倉 　1988a:715,註42]。 　NFECSは,1979年 に設立 され

たヴ ァンクーヴァーのエジプ ト系カナダ人 のための親 睦団体。1985年 のメンバーは41家 族で,

ヴ ァンクーヴァーの,高 学歴で専門職 をもつ平均的エジプ ト人 が多 い。会費は年15カ ナダ ドル

で,ア ラビア語 と英語 の新聞を発行 してい るほか,ほ ぼ1カ 月 に1度 のス ポーツ会,ピ クニ ッ

ク,11月 末のデ ィナー ・パーテ ィー,12月 の子ど も会な どの行事を おこな っている。
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年2月 ま で の9カ 月 間 との2回 にわ た って お こな わ れ た。 ム ス リム の イ ス ラ ー ム 的生

活 様 式 が 顕 著 に あ らわ れ る ラマ ダ ー ン月(断 食 月,1984年5月31日 ～6月29日,1985

年5月20日 ～6月19日)お よび ズ ー ・ア ル ヒ ッジ ャ月(巡 礼 月,1984年8月15日 ～9

月15日,1985年8月5日 ～9月5日)が 含 ま れ るよ うに調 査 期 間 を 設 定 した 。1989年

7月 に は,そ の後 の変 化 を み る追 跡 調 査 を お こな った。1回 目の 調 査 と3回 目の 調 査

は筆 者1人 で お こ な っ たが,2回 目は筆 者 の他 に ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア 大 学大

学 院 人類 学 科 の カ ナダ 人 学 生2人 が 助手 と して調 査 にあ た っ た。

　 調 査 の方 法 と して は,面 接 調 査,参 与 観 察,実 地 見学 を主 軸 に し,新 聞,雑 誌 を含 め

た文 献 調 査 も合 わ せ て お こな った。 最初 に接 触 した エ ジ プ ト人 ム ス リム は,NFECS

の メ ンバ ーで,彼 らを 通 じて,他 の エ ジ プ ト人 ムス リム と も知 り合 い に な る こ と がで

きた。 その 後,ひ き続 き,モ ス ク や,NFECSで お こな わ れ る行 事,会 合,そ の他 に

参 加 して,彼 らの社 会 的 な関係 を 観察 した。 ま た,彼 らの 家 や,筆 者 の 家 で,生 活 を

共 に す る こと も した。 くつ ろい だ 状 態 で話 を す る こと に よ って,イ ンフ ォー マ ン トの

本 音 を 引 き出 す こと を こ こ ろみ た 。 こ う した や り方 で,こ れ まで の カナ ダ に お け る,

歴 史 家 や社 会 学 者 に よ る文 献,質 問 表,お よび 統 計 を主 体 と した ア ラ ブ移 民 の 研 究 に

不 足 して い た もの を 引 き 出す こ とが で きた。

　 使 用言 語 は,被 調 査 者 の最 も得 意 な言 語 と した。25才 以 上 の 者 は,お お む ね ア ラ ビ

ア語 で,そ れ以 下 の者,と くに カ ナ ダ生 ま れ の若 い者 や 子 ど も は,英 語 お よ び仏 語 で

コ ミュ ニ ケ イ シ ョンが お こな わ れ た。

亜.　調査世帯 に関す る基礎資料

　 筆 者 はヴ ァ ン クー ヴ ァー に お いて,61世 帯 の エ ジプ ト人 ム ス リム に接 触 し,聴 き取

り調 査 や観 察 を お こな った が,聴 き も ら しな どの 理 由 の た め,そ の うち50世 帯 の み を

選 ん で 述 べ る こ と とす る。 そ の 内訳 は,世 帯 主 と配 偶 者93人(う ち独 身者 世 帯6人,

非 エ ジプ ト人 配 偶 者12人 を 含 む 。 そ の 内訳 は,英 仏 系 カ ナダ 人3名,ド イ ツ人3名,

ス イ ス人1名,チ ェ コ人2名,イ タ リア人1名,フ ィジ ー人1名,ス コ ッ トラ ン ド人

1名),子 ど も96人 で あ る。

　 1.　 エ ジ プ ト人 ム ス リ ム の 居 住 地 と イ ス ラ ー ム 的 施 設

　 こ の 報 告 は,大 ヴ ァ ン クー ヴ ァー 　 (Greater　 Vancouver　 Reagional　 District

GVRD)と よば れ る行 政地 区 を調 査 地 域 と して い る。 図1に ・印 で 示 した の が,調

査 の 対 象 とな った エ ジ プ ト人 の居 住 地 で あ る。
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・エジプト系カナダ人住居

口1リ ッチモンド大モスク'

　　 BCMA本 部

　　 イスラーム学校

口2パ キスタン・カナダ・センター

　　 モスク

　　 難民避難所

口3サ レーモスク

　　 イスラーム学校

口4イ スマーイーリー本部

　　モスク

　　 イスラーム夜間学校

　　 クリニック

口5シ ーア派モスク

ロ6ハ ラール食肉店

口7ハ ラール食肉および海産物商店

口8ハ ラール食肉店

口9ハ ラール食肉および海産物店

口10イ スラーム関係書籍店

口11オ ークリッジ・コミュニティ・センター

　 　 (大祭時 礼拝所 、アラビア語学校、友好スポーツ会)

口12ジ ャックの店(中 東、ギリシャ食品および雑貨店)

口13オ ーシャン・ヴュー墓地(イスラーム教徒 用墓地)

口14ブ リティッシュ・コロンビア大学国際会館(礼 拝所 、子ども会)

図1　 大 ヴ ァ ン クー ヴ ァー(Greater　 Vancouver　 Regional　 District)に お け る

　 　 　 　 　 　 　 ヱ ジ プ ト人居 住 地 と イス ラー ム 的施 設

　 大 モ ス クの あ る リ ッチ モ ン ドに10世 帯,モ ス クの あ るサ レ ーに10世 帯,ハ ラール 食

肉 店 や イス ラ ー ム関係 書 店 な ど が集 中 す る ヴ ァ ン クー ヴ ァー市 内 に12世 帯 が 居 住 して

い る。 そ の ほか に は,ウ エ ス ト・ヴ ァ ン クー ヴ ァー,ノ ー ス ・ヴ ァ ン クー ヴ ァー,バ ー・

ナ ビー,コ ク イ トラム,ポ ー ト ・コ ク イ トラム に そ れ ぞれ2～4世 帯 が 居 住 して い る。

　一 番 大 きい モ ス ク は,ヴ ァ ン クー ヴ ァー空 港 のす ぐそば に あ る リ ッチ モ ン ド大 モ ス
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ク3)で,こ こにBritish　 Columbia　 Muslim　 Association(BCMA)[片 倉　 1988a:713,

註41]の 本 部 と,イ ス ラ ーム 学 校 が所 在 す る。 最 も古 いモ ス ク は,ヴ ァ ン クー ヴ ァー

市 内 に あ るパ キス タ ン ・カ ナ ダ ・セ ンタ ーで あ る。 パ キス タ ン人 が 中 心 に な って 作 っ

た モ ス クな ので,通 称 パ キス タ ン ・セ ンタ ー と よ ば れて い るが,今 で は,非 パ キス タ

ン人 の ム ス リムの 出入 りの方 が 多 い。 か な り広 い地 下 室 は,パ レス チ ナ難 民 や,カ ナ

ダ に職 を求 めて 移 民 して きた け れ ど も,就 職 で き な いで い る者 な ど の,一 時 の避 難 所

に もな って い る4)。 サ レ ーモ ス クは,も と もと プ ロ テ ス タ ン ト系 の キ リス ト教 会 で あ

った が,売 りに 出 され た の を ム ス リム が購 入 して,イ ス ラ ーム の 礼拝 所 に した もの で

あ る5》。

　 イス マ ー イ ー リーの モ ス ク(The　 Ismaili　Jamatkhana　 and　 center)は バ ー ナ ビー

にあ り,学 校,図 書 室,ク リニ ック,結 婚披 露 宴会 場 な ど の施 設 が あ る6)。 シー ア派 の

小 さ な モス クが リ ッチ モ ン ドに お か れて い る。 エ ジプ ト人 ム ス リム は,全 員 が ス ンニ

ー派 に属 し
,こ れ らの モ ス ク に は,見 学 に は行 くけれ ど も,礼 拝 は お こな わ な い7)。

　 ハ ラール 食 肉店 は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァー に3軒,サ レ ーに1軒 あ り,サ レー の店 は海

産 物 もあ つ か って い る。 そ の ほ か,中 東 か ら輸 入 した か ん づ め や冷 凍 食 品,ア ラ ビァ

語 の新 聞 ・雑 誌,エ ジプ ト映 画 の レ ンタル ヴ ィ デ オ な どを あ つ か って い る ジ ャ ックの

店 や,イ ス ラ ー ム関 係 の 書 籍 を 売 る店 もヴ ァ ンク ー ヴ ァー に あ る。

　 オ ー ク リ ッジ ・コ ミュニ テ ィ ・セ ンタ ー は,大 祭 イ ー ド ・ア ル ア ドハ ー8)の 時 の礼

拝 所 で あ り,ア ラ ビア語 学 校,夕 方 に エ ジ プ ト人 同士 が集 ま って ス ポ ー ッを お こな う

場 所 に もな って い る。

　 バ ー ナ ビーの ヴ ァ ンクー ヴ ァー に近 い郊 外 に あ る,オ ー シ ャ ン ・ヴ ュー ・メモ リァ

ル ・パ ー ク の一 角 に は,1976年 か らBCMAに よ って ムス リム用 の墓 地 が購 入 され,

埋 葬 が お こな わ れ て い る。 この ほ か,イ ス ラ ー ム専 用 の 施設 で は な い が,ブ リテ ィ ッ

3)1965年 ごろか ら建設計画がたて られていた。建設資金 は,カ ナダのムス リムとサ ウデ ィア ラ

　 ビァ,リ ビアの私 的機関か らの寄附金でまかなわれた。完成 したのは1981年 である。1階 に大

　 きな礼拝所があ り,2階 が女性 の礼拝所である。遺体 安置室,遺 体洗浄室な どの設備 もある。

4)近 隣の一般カナダ人には,「パ キスタ ン ・チャーチ」 とよばれている。地下の大部屋 に,1986

　 年 に調査 した ときには,パ キスタ ン人,パ レスチナ人,バ ングラデ シュ人,ト ル コ人 が避難 し

　 ていた。

5)購 入 したのは,1975年 である。十字架 の聖壇や,机 や椅子な どの不用な ものを全部除 き,イ

　 ス ラーム式にデザイ ンしなお した。

6)こ の セ ンターの建設にあた って は,周 辺住民 の大 きな反対運動があ った[片 倉 　1988a:706]。

7)ス ンニー もシーアも,ど のモスクで礼拝 して もよいというたてまえにはな っているが,実 際

　 には別れて しま うのが実情である。

8)犠 牲祭 ともい う。イス ラームの最 も重要な祭 のひとつで,イ ス ラーム暦のズー ・アル ヒッジ

　 ャ.月7日 か ら10日 にかけてお こなわれ る。メ ッカへの巡礼 の最後にあたる10日 に,メ ッカ と全

　 イス ラーム世界では,ア ブ ラハムの故事にな らい,い っせ いに神に羊などの犠牲をささげ る。
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シュ ・コ ロ ン ビア大 学 の 国際 会 館 に は,

常 設 の 礼 拝 所 が あ り,子 ど も会 の催 し

な ど も,し ば しば な され て い る。

表1　 世 帯 員 数

1世帯の人数

　 2.　 世 帯 規模 と年齢 構成

　独身者の6世 帯,お よび離婚 した女

性とその子どもが兄の家族と同じ家に

住んでいる例を除き,全 世帯が夫婦と

未婚の子どもで構成される核家

世帯数 %(50世 帯中)

1

2

3

4

5

6

(人) 6

　2

　5

25

9

3

12

4

10

50

18

6

合 計 50世帯 100%

族 で あ る。

　50世 帯 中4人 家 族 と5人 家 族

が 最 も多 く,4人 家 族 は全 体 の

50%,5人 家 族 は18%を 占 め る 。

7人 以 上 の 家族 は存 在 しな い。

平 均 世 帯規 模 は3.76人,約4人

で あ る(表1)。

表2　 一世帯の子 ども数

子ども数 世帯数 子ども数合計 %(50世 帯中)

O

l

2

3

4

8

5

23

11

3

0

5

46

33

12

16

10

46

22

6

合 計 50世帯 96人 100%

　 一 世 帯 の 平 均 子 ど も数 は1.92人,約2人 で あ る(表2)。 世 帯 主 お よ び配 偶 者 は男

女 と もに,30代 が 最 も多 く,40代,50代 が そ れ に続 く(表3)。

　 男性 は30代16人,40代15人,50代10人 と,働 きざ か りが9割 を 占 あ,60以 上 の 高 齢

者 は3名 だ け で あ る。 女 性 は30代 が44人 中23人 と最 も多 く,40代11人 と あ わせ て,全

体 の4分 の3を 占 め る。 最 高 齢 の男 性 は リ ッチ モ ン ド在 住 の 退職 者 で68才,最 高齢 の

女 性 は そ の妻63才 で あ る。

　 20代 の 独身 世 帯 主 た ち も含 め,世 帯 主 は,全 員 エ ジプ ト生 まれ で,カ ナダ 生 ま れ の

2世 は い な い。

表3年 齢 構 成(世 帯主と配偶者)

年 齢 男 女 合 計 男%(93人 中) 女%(93人 中) 合計%(93人 中)

20～29

30～39

40～49

50～59

60以 上

5

6

5

0

3

　

1

　
1

　
1

4

23

11

5

1

9

9

6

5

4
ム

　

00

9
6

1

5.4

17.2

16.l

lO.8

3.2

4.3

24.7

11.8

5.4

1.1

9.7

41.9

27.9

16.2

4.3

合 計 49人 44人 93人 52.7% 47.3% 100%

829



国立民族学博物館研究報告　 14巻4号

表4　 子ども(被扶養者)の 年齢

年 齢 男 女 合 計 男%(96人 中) 女%(96人 中) 合計%(96人 中)

0～4

5～9

10～14

15～19

20～29

30以 上

9

11

12

5

6

1

7

13

13

8

8

3

16

24

25

13

14

4

9.4

11.5

12.5

5.2

6.3

Ll

7.3

13.5

13.5

8.3

8.3

3.1

16.7

25.0

26.0

13.5

14.6

4・.1

合 計 44人 52人 96人 46.　090 54.0% 100.0%

子どもの年齢は5～19才 までが半数を占める(表4)。20代 後半から30代の者を除

き,大 部分がカナダ生まれの2世 である。

3.就 業 状 態

　 先 に 述 べ た よ うに,カ ナダ で は1967年 以 降,学 歴,経 験,職 業 技 能 な どを 重視 す る

点 数 制 度 を移 民法 に 取 り入 れて い る。 この た め,こ れ以 降 の移 民 に は,高 学 歴 の専 門

職 や ホ ワイ トカ ラー層 が大 部 分 を 占 め る[片 倉 　 1988a:700]。 ヴ ァン ク ーヴ ァー の

エ ジ プ ト人 は,点 数制 度以 降 に移 民 した者 が 多 く,医 療,教 育 関係 の専 門 職 に つ く者,

技 師,会 計 士,会 社 員 な ど の ホ ワ イ トカ ラー 層 が 全 体 の60%近 くを 占 め る。1984年 か

表5　 世帯主と配偶者の職業

職 業 名 男

医療関係

教育関係

ホワイ トカ ラー

サー ビス業

ブルーカ ラー

主 婦

学 生

退職者

無 職

8

1

26

3

4

3

2

2

女

4

6

10

1

21

1

1

合 計

12

7

36

4

4

21

4

2

3

　男%

(93人中)

8.6

1.1

28.0

3.2

4.3

3.2

2.1

2.1

女%

(93人中)

4.3

6.4

10.8

1.1

22.6

1.l

l.1

合計%

(93人 中)

12.9

7.5

38.8

4.3

4.3

22.6

4.3

2.1

3.2

合 計 49人 44人 93人 52.6% 47.4% 100%

「医療 関係」

「教育 関係」

「ホワイ トカラー」

「サ ー ビス 業」

「ブル ーカ ラー」

医師,精 神病医,看 護婦,物 理療法関係者を含む。

小 ・中 ・高校,大 学関係者

会計士,技 師,技 術者,会 社員,建 築家,秘 書,
コンピュータ ・プ ログ ラマー

旅行代理店勤務,店 員,バ ーテ ンダー

船大工,ガ ー ドマ ン
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Q。
q。
　

表6　 出身 国別 アラブ移民 のカナダでの就業状態

　　 　　　 　 1956～1974　 (%)

出 身 国

アル ジ ェ リア

ア ラビ ア

バハ レー ン

ェ ジ プ ト

イ ラク

ヨル ダ ン

ク ウ ェー ト

レバ ノ ン

リビア

モ ー リタニ ア

モ ロ ツコ

カ タ ール

サ ウデ ィア ラ ビア

ス ー ダ ン

シ リア

チ ュニ ジ ア

イ エ メ ン

合 計

専 門 職

57.97

19.49

31.43

39.21

39.56

20.31

47.77

21.　65

56.64

60.00

20.76

9.09

56.76

55.10

22.56

40.07

50.00

30.17

下層 ホ ワイ
トカ ラー

サ ー ビス 業 農 業

17。39

16.91

48.57

37。15

10.14

13。60

2.36

3。44

3.62

8。09

0.17

23.59

20.69

22.68

17.22

27.43

40.　OO

45.70

54.55

23.42

33.67

17.24

14.80

37。50

3.44

5.ll

3.78

12.37

2.65

8.95

2.04

5.83

18.41

0.38

4.88

0.30

1.80

1.20

1.08

28.30 7.50 1.96

ブル ー

　 カ ラー 無 解 答 合 計

9.42

40.07

14.29

17.71

30.47

46.36

24.74・

38.82

12.39

22.12

36.36

17.12

9.18

47.77

23.10

12.50

1.45

1.84

2.86

2.32

2.95

7.15

1.03

5.06

0.88

2.16

0.90

5.40

2.53

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

28.54 3.53 100

全労働者数

　 138

　 272

　 35

8,033

　 407

　 783

　 291

6,863

　 113

5

1989
,

　 ll

　 lll

　 98

1,166

　 277

　 　 8

20,600

全移民者数

　 221

　 536

　 92

17,104

　 892

1,562

　 579

14,396

　 274

　 　12

5139,

　 22

　 247

　 228

2,391

　 406

　 19

44,120

無 職%

37.56

49.25

61.96

53.03

54・.37

49.87

49.74

52.33

58.76

58.33

61.30

50.00

55.06

57.02

51.23

31.77

57.89

53.31

出典 Baha Abu-Laban, An Olive Branch on the Family Tree; The Arabs in Canada.  McClelland & Stewart and Canadian Government, 1980,

P・117・ ア ンダ ー ライ ンは,筆 者 に よ る。
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ら86年 にか けて,カ ナ ダ は経 済 的 に不 況 で あ り,そ の あ お りを うけ て人 員 整 理 の 対 象

に な った エ ジ プ ト人 もい た9)。 無 職 の男 性 の う ち,1名 は,本 業 は 建築 家 で あ るが,

1986年 現 在 失業 中(M.T.)。 も う1人 は,1985年 ま で ノー ス ・ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの 造

船 所 に勤 務 して いた が,や は り失 業 した(R)。1984年 にSimon　 Fraser　Book　 ShoPを

レ イ オ フ され,語 学 セ ンタ ー の警 備 や,ア ラ ビア語 の 翻 訳 の仕 事 な ど を して い る者 も

い る(A・M.)。 女 性 も,44人 中21人 が職 を も ち,コ ン ピュ ータ ・プ ロ グ ラマ ー,教 師,

建 築 技 術 者 な ど,専 門職 に従 事 して い る者 が 多 い(表5)。

　 カナ ダ全 体 に お け るエ ジ プ ト人 の 就 業 状 態 を見 て も,表6に み る よ うに,76%以 上

が 専 門 職,ホ ワイ トカ ラー層 で あ る。 他 の ア ラブ移 民 と比 べ て,ブ ル ー カ ラ ーの割 合

は比 較 的 に少 な い(表6)。

　 ヴ ァン ク ーヴ ァ ーの エ ジプ ト人 の経 済 状 態 は,年 収20,000カ ナダ ドル(約300万 円。

1986年 現 在,1カ ナ ダ ドル ー約150円)以 上 の者 が大 多 数 を 占 め る。

4.　 世帯主と配偶者のエジプ トにおける出生地

　彼 らの 出生 地 は エ ジプ トの首 都 カ イ ロが 最 も多 く,半 数 以 上 の58%,次 が ア レ キサ

ン ドリア の21%で あ る。 この2つ の大 都 市 で 生 ま れ,成 人 した もの が,80%近 くを 占

め る。 そ れ 以 外 に は,イ スマ ー イ リー ヤ,タ ンタ,シ ャル キ ー ヤ,ザ ガ ズ ィ ー ク,フ

表7　 エジプ トにおける出生地(世 帯主 と配偶者)

地 名

カ イ ロ

ア レキ サ ン ド リア

イ ス マ ー イ リー ヤ

タ ンタ

ザ ガ ズ ィ ー ク

シ ャル キー ヤ

ア シ ュー ト

フ ァイユ ー ム

男

27

11

4

2

1

1

1

1

女

20

6

4

2

1

合 計

47

17

8

4

2

1

1

1

男%

(81人 中)

33.3

13.6

4.9

2.6

1.2

1.2

1.2

1.2

女%

(81人中)

24.7

7.4

4.9

2.6

L2

合計%

(81人中)

58.0

21.0

9.8

5.2

2.4

1.2

1.2

1.2

合 計 48人 33人i 81人 59.2% 40.8% 100%

　 　　 非エジプ ト人配偶者は含まない。

9)1989年 には,カ ナダ経済は好況 に転 じている。い ったん レイオ フをおこな った企業 の一部な

　 どで は,再 雇用 を していないため,少 人数で仕事におわれ,土 曜 日に も出勤せねばな らないエ

　 ジプ ト人がいる状態であ った。B・G・ハイ ドロに勤めるSuを は じめ,エ ジプ ト人の中で昇格 し

　 てい るもの5人 が目立つ存在 であ った。エジプ ト人 コミュニティの人 々は,彼 らのことを話 し

　 なが ら,エ ジプ ト人 ムス リムがカナダ社会で成功をおさめてい ることを強調 して いた。失業中

　 であ った エジプ ト人 も,そ れぞれ みんな再就職を していた。

832



片倉　 異文化環境の アラブム ス リム

図2　 世帯主 と配偶者 のエジプ トにおける出生地

ア イユ ー ムな ど下 エ ジプ トの小 都 市 の 出身 者 が 男 女 あ わ せ て16名,上 エ ジプ トの ア シ

ュ ー ト郊 外 生 まれ の 男 性1名 を 除 い て は,全 員 が都 市 出身 者 で,農 民 は1人 もい な い

(表7,図2)。

　 5.　 カナダ移住 年次 と滞 在年数,移 住 の動機

　調査対象となったエジプ ト人世帯主は,1958年 以降1974年 までにカナダにわたって

きた移民が7割 以上を占め,滞 在年数が15年以上の長期滞在者が多い。この時期は,

カナダでは移民法に点数制度が導入された時であり,エ ジプ トではナセル時代(1952

-70)に あたる
。 カナダ全体で も,エ ジプ ト人移民の数は,1960年 代に入ってか ら,
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飛 躍 的 に増 大 して い る[片 倉 　 1988a:702]。

　 男性 で は,1970～74年 に カナ ダ へ 移 住 して きた者 が 最 も多 く16名,1965～69年 が14

名,1958～64年 が5名 で,1974年 ま で に カ ナ ダ へ や って きた者 が70%で あ る。 最 も早

くカ ナ ダ に や って き たの は,下 エ ジ プ トの タ ンタ 出身 のM.A.で,エ ジ プ ト本 国で は

地 主 だ った が,ナ セル の土 地 改 革 の あ と,1958年 に移 民 した。

　 女 性 も,1970～74年 の移 住 が最 も多 く14名 で あ る。1958～64年 の6名,1965～69年

の5名 を あ わ せ る と,1974年 まで に移 住 した者 は80%に の ぼ る(表8)。

　 エ ジプ トか ら直接 カ ナ ダ に わ た った ので はな く,カ ナ ダ 以 外 の 国 を経 由 して や って

きた ケ ー ス も多 い 。 エ チ オ ピア人 の父 を もつAbは,カ ナダ に や って きた の は1982年

で あ るが,エ ジプ トを 出 た の は1972年 で,サ ウデ ィア ラ ビア に滞 在 して い た。Ngは,

1970年 に エ ジプ トを 出 て,1979年 まで ク ウ ェ ー トで生 活 して い た。M.Eは,同 じ く

1970年 に,両 親 と弟 と と もに ク ウ ェー トに行 き,1972年 に カナ ダ に来 た 。1954年 に 出

国 して58年 ま で イ ラ ク,68年 ま で イ ギ リス に い たSiは,エ ジ プ トへ の 帰 国 も考 え た

が,結 局 カナ ダ へ や って きた と い う。

　 ナ セル 政 権 は,社 会 主 義 化経 済 政策 を お しす す め,農 地 改 革,ス エ ズ 運 河会 社 な ど

大 規 模 企 業 の 国有 化,外 貨 規 制 の 強 化,厳 重 な為 替 管 理 な どを お こな った 。 そ の 一方

で,い わ ゆ る 「近 代 化 」 を 指 向 し,ア ズ ハ ル大 学勢 力 との緊 張 関係 激 化,「 イ フ ワー

ン ・ム ス リ ミー ン」 弾 圧 事 件 な ど,イ ス ラー ム原 理 主 義 勢 力 と対 決 ・圧 迫 す る姿 勢 を

と った。 そ の結 果,西 欧 化 され た キ リス ト教 徒 の ブル ジ ョア階 級 と と もに,比 較 的 富

裕 な ム ス リム も,財 産 の保 全 や,将 来 性,信 仰 の 問題 な どか ら,エ ジ プ トを 離 れ る者

が多 か った。 ヴ ァ ンク ーヴ ァー の エ ジプ ト人 ム ス リム に も,ナ セル の 政 策 に 対 す る批

表8カ ナ ダ 移 住 年 次 と 滞 在 年 数

カナダ移住年次

　(滞在年数)

1958～1964

(28～22年)

1965～1969

(21～17年)

1970～1974

(16～12年)

1975～1979

(11～7年)

1980～1982

(6～4年)

男

5

14

16

8

5

女

6

5

14

7

1

合 計

ll

19

30

15

6

　男%

(81人 中)

女%

(81人中)

6.2

17.3

19.7

9.9

6.2

7.4

6,2

17.3

8.6

1.2

合計%

(81人中)

13.6

23.5

37.0

18.5

7.4

合 計 48人 33人 81人 59.3% 40.7% 100%

非 エジプ ト人配偶者 は含まない。
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判 者 が 多 い 。 と くに65年 前 後 に エ ジ プ トを 離 れ た 人 に そ の傾 向 が み られ る。Ngな ど,

カ ナダ へ の 移 民 た ちに よ れ ば,ナ セ ル以 前 は,土 地 を もた な い者 を,土 地 所 有 者 が面

倒 を み て くれ,事 実 上 家族 の よ うな形 が と られ て いた 。 土地 の な い者 で もそ れ な りに

満 足 した生 活 を送 って い た と い う。 富 の 分 配 が 悪 平等 に な った と もい う。 ナ セル の 土

地 改 革 は,彼 らの 国 外移 住 の大 き な要 因 の ひ とつ で あ った 。

　 しか し,実 際 に エ ジプ トを離 れ た の は農 民 で はな く,反 ナ セ ル の イ ンテ リた ちが 主

で あ った。 裕 福 な一 族 の 出身 で,ナ セル 時代 に 財産 を没 収 され た とす る者(M・A・,A・

N.),1967年 の 中東 戦 争 の 頃 か らエ ジプ トに 失 望 し,み き りを つ け て外 国へ 移 住 す る

こ とに した と い う者(Ng),ヱ ジ プ トで は 自分 の 能 力 を 充 分 に い か せ な い と考 え た者

(Za)な どで あ る。 カ イ ロ大 学 教 授 の 父 親 を もつ 男性A・M・ は,母 親 は ドイ ツ人 で,

ドイ ツで生 ま れ た 。1才 の と きエ ジ プ トに戻 り,カ イ ロで 育 った が,26才 か ら31才 ま

で再 び ドイ ツ に い た。 ナ セル 時 代 にユ ダ ヤ人 問 題 で ドイ ツ とエ ジプ トの 関係 が 悪 化 し,

や む な くカ ナ ダ へ 移住 した とい う。

　 ヴ ァン クー ヴ ァー の エ ジプ ト人 た ちが,移 住 先 と して経 済 的 に よ り豊 か な ア メ リカ

を 選 ば な か った の は,ア メ リカ に対 しよ い印 象 を も って い な い こ とが,理 由の ひ とつ

で あ る。 ア メ リカ人 は尊 大(arrogant)で あ る と して,反 米 感 情 を も って い る者 が多

い 。 カナ ダ が 政 治 的 に 中 立 で あ る こと を,カ ナダ へ の 移 住 の 理 由に あ げ て い る者 も多

い(A.B.D.な ど)。

皿.社 会 的 ネ ッ トワー ク

　 本 章 で は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァーに お け る エ ジ プ ト人 ム ス リム の社 会 的 ネ ッ トワ ー クの

パ タ ー ンを,地 縁 関係,親 族 関係 の両 面 か ら考 察 す る。地 縁 関 係 は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァ

ー とい う居 住地 を縁 に して 作 られ た ネ ッ トワ ー クで あ る。 こ こで は,エ ジ プ ト人,エ

ジプ ト人以 外 の ア ラブ,ア ラブ以 外 の ム ス リム,英 仏 系 カ ナ ダ人,ユ ダ ヤ人 の5つ の

カ テ ゴ リーに わ け て 考 察 す る。 次 に,ヴ ァ ンク ー ヴ ァ ー とい う土 地 とは 関係 な く,遠

隔 の 地 に おけ る親族 とど うい う関係 を も ち続 けて い るか,あ るい は も って い ない か に

つ いて 考 察 す る。

1.　 ヴ ァンクー ヴ ァーに おけ る地縁 関係

1)　 エ ジプ ト人 と の 関係

　 ヴ ァ ンク ー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ムス リムの 中で,市 内 に親 族 が い る者 は一 例 しか な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 835
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い 。 ヴ ァン クー ヴ ァー に来 て か ら初 めて 知 りあ った者 同士 が ほ とん どで あ るが,社 会

的 に 最 も結 び つ きが 深 い の は,や は り同 じエ ジ プ ト人 で あ る。 彼 らは,宗 教 と言 語 を

同 じ く し,非 イ ス ラー ム社 会 に い る エ ジ プ ト人 移 民 と して の経 験 を 分 か ちあ う こ とが

で きるば か りで な く,先 述 した移 民 政 策,点 数 制 度 を 通 って きた故,ほ ぼ 同 水 準 の 教

育 を 受 け,ほ ぼ 同様 の経 済 的背 景 を も ち,専 門 職 や ホ ワイ トカ ラーへ の 職 業 志 向 を も

って い る。

　 エ ジ プ ト入 同 士 の つ き合 い に は,エ ジ プ ト本 国 に い た と き と同様 の 特 徴 が,全 体 に

共 通 して み られ る。 す な わ ち,ひ ん ぱ ん に 訪 問 し合 う こ と,個 人 単 位 よ り家 族 単 位 の

つ き合 い で あ る こ と,相 互 扶 助 が 義務 化 され て い る こ とな どで あ る。

　 図1に 見 る よ うに,ヴ ァ ンク ー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 の居 住地 は,空 間 的 に は分 散 し

て い る。 この た め,コ ミュニ テ ィの メ ンバ ー はゲ ッ トー 的 な きず な は もって い ない 。

しか し,分 散 して 住 ん で い て も,友 人 同士 の訪 問 はひ ん ぱ ん で あ る。 エ ジ プ ト人 は,

毎 日職 場 で 顔 を合 わ せ るカ ナ ダ人 よ り,た ま に しか 顔 を 合 わ せ な い エ ジ プ ト人 コ ミュ

ニ テ ィに親 近 感 と帰 属 意 識 を も って い る。 子 ど もた ち も,毎 日学 校 で 顔 を合 わ せ るカ

ナ ダ人 よ り も,エ ジ プ ト人 コ ミュニ テ ィの子 ど もた ちの方 に 親近 感 を も って い る。

　 イ ー ド ・ル ・フ ィ トル10)や イ ー ド ・アル ア ドハ ー,マ ウ リ ドンナ ビ ー11)な ど の宗 教

的 な行 事 の際 に は,互 い の家 に集 ま って食 事 を した り,パ ー テ ィを ひ らい た りす る。

キ リス ト教 徒 の カ ナダ 人 と同 じよ うに仕 事 を す るた め,ム ス リム の祭 りの時 期 に合 わ

せ て 休 日を とれ な い 者 は,訪 問 の代 用 と して,頻 繁 に電話 を し合 い,コ ミュ ニ テ ィの

一 員 と して
,認 め られ る よ う努 力 を す る。 イ ー ドの と きの ジヤ ー ラ12)は,ア ラブ ・コ

ミュ ニ テ ィに お け るエ ジプ ト人 同士 の,義 務 に近 い も の と な って い る。

　 日常 的 な交 際 もひ ん ぱ ん に お こな わ れ る。 エ ジ プ ト人 コ ミュニ テ ィの人 口 は,比 較

的小 さ いの で,た い て い の メ ンバ ー は,NFECSや,　 BCMAな どの 組 織 の社 交 行 事

で 知 り合 う こ とがで き る。

10)断 食 明けの祭。小祭 ともい う。 ラマダー ン月 の次の,シ ャッワール月 の第1日 めか ら,3日

　間続 く。ムス リムは,断 食 によ って1年 間の罪が許 されると し,新 しい気持で祭をむかえる。

　 イー一ド・アル ア ドハーと同様,服 を新調 し,早 朝にモス クに出かけ,昼 と夜 は親威や友人を訪

　問 し,食 事を楽 しむ。

11)マ ウリド(生 誕祭)は,ム ハ ンマ ドや聖者の誕生を祝 って おこなわれるものである。中で も

　 イス ラーム暦3月12日 の預言者 ムハ ンマ ドの生 誕祭 マウ リドンナビーはイー ドに次いで,と く

　にエジプ トで盛大に祝われ る(サ ウデ ィアラビアを は じめ,ワ ッハー ビズムの影響の強い地域

　では,偶 像崇拝に通ず ると して禁止 されている)。 エジプ トでは,花 嫁 や動物をかたど った砂

　糖 菓子をつ くり,祭 のあ とで食べるとい う昔か らの習慣があ り,ム ハ ンマ ドの美徳や奇跡をた

　たえ る長詩が吟 じられた りす る。

12)宗 教的には,聖 地 や聖者の墓に詣で ることを言 う。毎 日の生活では,人 々の間の 日常的な訪

　問を意 味す る。人 を訪ね ることは,ほ とん ど義務 にされているほどの,ア ラブの重要 な生活習

　慣である。
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写 真1　 オー ク リ ッジ ・コ ミュニ テ ィ ・セ ン ター で のバ レー ボ ー ル大 会

　 NFECSの メ ンバ ーで はあ るが,孤 立感 を も って い る と打 ち 明 けた30代 の 独 身 男性

Mの よ うな者 もい る。 同 じ年 代 の 独 身者 が,会 に ほ とん ど い な い とい う理 由 もあ るが,

エ ジプ ト人 は,本 国 に お い て と同 様,家 族 単 位 で の つ き合 い を大 切 に す る の で,一

人 者 は一 人 前 とみ な され ず,な お ざ りに され が ち に な るか らで もあ る。Mの 父 母 は エ

ジプ トに住 ん で お り,毎 夏 ヴ ァン クー ヴ ァー を訪 れ る が,そ う い う時 は,父 母 とと も

に,家 族 つ き合 い の輪 に いれ て も らえ る。 そ れ以 外 の1人 の と きに は,も う2年 も

NFECSの メ ンバ ー なの に,既 婚 者 の 家 に招 か れ た こと が な い。 しか しそ れ で も,ア

ラ ビア語 で コ ミュニ ケ イ シ ョンが で き,同 じ文 化 を 共 有 す る エ ジプ ト人 とい っ し ょに

NFECSの もよ おす ス ポ ー ツ会 そ の他 の集 りに は,必 ず 出席 して い る。 カ ナダ 人 の 友

人 と い る よ り,ほ っ とす るの だ とい う。

　 エ ジ プ ト人 同 士 は,宗 教 的 な 問題 に 関 して も,世 俗 的 な 問題 につ いて も,相 互 扶 助

のつ き合 い を して い る こ とが観 察 され る。 た とえ ば,エ ジプ ト人 ム ス リムAが,イ ス

写真2　 子 どもを遊ばせる母親 たち。Trグ ループに属す るイス ラーム服

　 　 　 の女性 もまじって いる。(右手前)
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ラ ー ム につ い て の 疑 問 を も った。 仲 間 に打 ち明 けて ア ドバ イ ス を求 め た。 相 談 を 受 け

た側 は,他 の仲 間 と さそ い合 い,議 論 を す る会 を週 一 回 お こな う こと と した 。 そ の 会

合 は,そ れ 以来,筆 者 の調 査 終 了 期 ま で す で に1年 以 上続 い て い た。 一 方,世 俗 的,

日常 的 生 活 の 面 で は,次 の よ うな例 を あ げ る こ とが で き る。 あ るエ ジ プ ト人 家 族 は,

ドラ イ ブ 中の エ ジプ ト人 の友 人 か ら,車 が 故 障 した の で 助 け が ほ しい とい う電 話 連 絡

を 受 け,即 座 に そ の 場 に か け つ けて 行 っ た。 そ の よ うな事 例 が 日常 的 にみ られ る。 エ

ジ プ ト人 同士 の 助 け合 い精 神 は,ア ラブ お よ び イス ラ ーム の 文 化 的 伝 統 で あ る。 カ

ナダ に来 て か ら,英 仏 系 カ ナダ 人 を エ ジ プ ト人 に 対 す る と 同 じよ うに助 け よ う と した

ら,変 な 顔 を され,自 分 の方 に何 か お ち どが あ るの か と思 った経 験 を した とい う者 も

多 い。

　 カ ナ ダ 社会 へ の 同化 を望 むAsグ ル ー プ の者 の 中 に は,エ ジプ ト人 同士 の つ き合 い

が 感 情 的 で べ た べ た しす ぎ る と い う者 もい る。 彼 らは,後 に述 べ る よ うに,英 仏 系 カ

ナダ 人 と交 際 した が って い る。 しか し,最 も親 しい友 人 は や は り エ ジプ ト人 で あ り,

英仏 系 カ ナ ダ人 の友 人 が いて も,そ れ ほ ど親密 に つ き合 つて い な い こ とが 観 察 され る。

　 ム ス リム と して よ りも エ ジプ ト人 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを 大 切 に して い るCu

グル ー プ の人 々 の大 部 分 は,NFECSの メ ンバ ーで あ る。　NFECSで は,毎 年1回,

ビ ュ ッフ ェ形 式 の デ ィナ ー ・パ ーテ ィを 開催 して,交 際 を深 めて い る。 この パ ーテ ィ

に は,エ ジ プ ト的 な催 しに は顔 を み せ な い こ と が多 い,英 仏 系 カ ナ ダ人 と結 婚 したAs

グル ー プ の エ ジプ ト人 もや って くる。1985年 に は シ ェ ラ トン ・ホ テル で,ア ル コー ル

抜 きの パ ー テ ィが ひ らか れ,ダ ンス もお こ なわ れ た 。 ダ ンス に反 対 す る人,ア ル コー

ル な しで25ド ル60セ ン トの会 費 は高 す ぎ る とい う人 もい た ので,今 後 は形 式 を変 え る

ノ

写真3　 男ばか りの集 りで も,い っさいのアルコールぬき。 いつ も紅茶 とお菓子

　 　 　 をか こんで お しゃべ りを楽 しむ。
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写真4　 モス クでの女性の集 い

か も しれ な い とパ ー テ ィの 幹 事 は話 して い た。 ダ ンスや アル コ ール へ の 反 対 は,宗 教

的 な理 由 に よ る もの で は な く,エ ジ プ トで は,男 女 で 踊 った り,ア ル コー ル を飲 ん だ

りす る習慣 が な い か らだ とい う。 紅 茶 や ソ フ トド リン クを 飲 み な が らお しゃ べ りを す

る のが,エ ジプ ト式 の 交 際 で あ る。 カ ナ ダ式 パ ー テ ィ は,会 場 の ホ テ ル側 の す す め で

や って み た が,や は りぴ った り しな い。

　 ム ス リム と して の ア イ デ ンテ ィ テ ィ を 大 事 にす るTrグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 の 中 に

は,NFE(】Sの 会 合 に集 ま る人 々 につ いて,批 判 す る者 もい る。 西 欧 文 化志 向 が 強 い

とか,モ ス クに あ ま り来 な い と い うので あ る。 彼 ら自身 は,モ ス クで会 う人 た ち と の

交 際 を大 切 に して い る。 モス クで は,1階 は男 性,上 の 階 は女 性 に わ か れて の礼 拝 を

お こな い,そ の あ と も,そ れ ぞれ の お しゃべ りを 楽 しむ 。 と きに は,1階 の大 食 堂 を

2つ に し き って,男 女 別 々 に,も ち よ りパ ーテ ィを ひ ら く。 この集 りは,1983年 頃 ま

で は,1月 に1回 お こな わ れ て い たが,最 近 メ ンバ ーの 多 くが 忙 し くな り,2～3カ 月

に1度 に な って い る。 この 集 りで は,モ ス クの維 持費 の た め の基 金 を つ みた て る とい

った事 業 もお こなわ れ て い る。 メ ンバ ーは,ム ス リム 同士 は,き ょ うだ いで あ る と意

識 し,"brother""sister"をMr.,　 Mrs.な どの代 りに用 いて 互 いを よ び合 って い る。

　 2)　 エ ジプ ト人 以 外 の ア ラブ との 関 係

　 エ ジプ ト人 と,そ れ 以 外 の ア ラ ブ(レ バ ノ ン人,シ リア人,ア ル ジ ェ リア人,ヨ ル

ダ ン人,イ 土 メ ン人 な ど)と の交 際 は,エ ジ プ ト人 同士 の よ うに親 密 性 の濃 い もの で

は な い。 しか し,共 通 の 言 語,ア ラ ビア語 を もつ 同士 と して の 親 近 感 は も って い る。

互 い に,食 物 や 音 楽 な どの 好 み も似 て お り,同 じア ラ ブ 的食 品 を 買 い に来 た り,ア ラ

ビア語 の新 聞 を 求 め に 来 た 際,ジ ャ ックの店 な どで 知 り合 う こ と も多 い 。生 活 ス タ イ
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ル の類 似 性 に 加 え て,ア ラブ の ア イ デ ンテ ィ テ ィに結 び つ い た価 値 観 や基 準 を も って

い る た め,社 会 的 な 関係 や 交 際 がで きやす い こ とが 観 察 され る。 エ ジプ ト人 ムス リム,

と くにCuグ ル ー プ と他 の ア ラ ブ とは,英 仏 系 カ ナダ 人 や 他 の 民 族 集 団 の者 とのつ き

合 い に比 べ,は るか に折 り合 い が よ い と いえ る。NFECSの デ ィ ナ ー ・パ ー テ ィー に

は,レ バ ノ ン人 な どの ム ス リム や シ リア の ク リス チ ャ ン ・ア ラブ も招 待 され て,出 席

して い る13)。

　 3)　 ア ラブ人 以 外 の ム ス リム と の 関係

　 エ ジプ ト人 ム ス リム と フ ィジ ー人 は じめ他 の 国 か らの ム ス リム14)は,ム ス リム と し

て の ア イデ ンテ ィテ ィが あ り,同 じ信 仰 を も ち,そ の 実践 を 同 じ く して い る とい う 自

覚 が 互 い の 間 に存 在 して い る。 と くにTrグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 ム ス リム は,価 値 観

や 宗 教 が ま った く異 な って い る英 仏 系 カ ナダ 人 と い るよ り も,他 の ム ス リム と共 に い

る と きの 方 が,ず っ と くつ ろ げ る と い う。 他 の ムス リム との 交 流 の 機 会 と して は,

NFECSの 集 りや,　 BCMAの 会 合,リ ッチ モ ン ドや サ レ ーの マ ス ジ ドな どが あ げ ら

れ る。NFECSの パ ーテ ィに は,ユ ー ゴ ス ラビ ア,南 ア フ リカ,フ ィ リピ ンな ど多 く

の 国 か らの ムス リム移 民 が 出席 す る。

　 しか し,エ ジプ ト人 ム ス リム が皆,他 の ム ス リム と親 しい感 情 を も った り,親 しい

関 係 に あ るわ け で は な い。 英 仏 系 カ ナダ 人 志 向 型 のAsグ ル ー プ の者 は もち ろん の こ

と,Cuグ ル ープ の者 た ちで さえ も,ア ラ ブ以 外 の地 域 か らの ム ス リム に は接 触 の 機

会 が 少 な く,あ ま り親 しみ を感 じな い と い う。 イ ン ド,パ キス タ ン人 に対 して は,

「きた ない 」 「い や しい」 と顔 を しか め る者 さえ み られ る。

　4)英 仏系 カ ナ ダ人 と の 関係

　 エ ジプ ト人 ム ス リム の 多 くは,日 常 生 活 に おい て,英 仏 系 カ ナダ 人 と接 す る機 会 が

最 も多 い。 しか し,そ れ は,頻 度 の上 で の こ とで あ り,質 的 に は深 い つ き合 いで は な

い 。 職 場 の み で の 交 際 が ほ とん どで,職 場 以 外 の と ころ で つ き合 う こ とは まれ で あ る。

唯一 の 例 外 は,た ま た ま共 通 の趣 味 を も って い る場 合 で あ る。 た とえ ば,野 鳥 に興 味

を も って い る エ ジプ ト人 と フ ラ ンス系 カ ナ ダ人 は,家 族 ぐる みで ヴ ァ ン クー ヴ ァー近

郊 に,ピ クニ ックに 出 か け た りす る。 家 に帰 って か ら も電 話 の や り と りを した り,家

で の 夕 食 に 招 待 し合 う こ と もあ る。 ス コ ッ トラ ン ド出 身 の カ ナ ダ人 の 同僚 と,音 楽 の

13)そ うい うパーティの席で,ク リスチ ャン ・アラブがアルコール類を 自分た ちのテーブルにだ

　 け頼み,飲 んでいる姿 もあ った。アラブムス リムは,そ れ に対 して きわめて寛容で,何 の反応

　 も示 さなか った。

14)ヴ ァンクーヴ ァーのムス リムには,フ ィジー,パ キスタ ン,ト ル コ,イ ンドか らの移民 が多

　 い。詳細は[片 倉　 1988a:694F697]参 照。
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趣 味 を通 じて 親 しい 関 係 を も って い るエ ジプ ト人 ム ス リム もい るが,こ れ も例 外 的で

あ る。

　 同化 型 のAsグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 は,英 仏 系 カ ナダ 人 と な るべ く交 際 した い と い

う意 志 が あ り,職 場 以 外 で の 接触 を も と う とつ とめ る。 彼 らは,少 な くと も1人 の カ

ナ ダ人 の友 人 を も ち,食 事 に招 待 す る,昼 食 の時 に会 う,電 話 をか け る,ス ポ ー ッな

ど の活 動 を 共 にす るな どの 交 際 は して い る。 しか し,エ ジ プ ト人 同 士 の 交 際 の よ うな

親 密 感 は,ど う して も得 られ な い とい う。

　 エ ジ プ ト人 と英 仏 系 カナ ダ人 との交 際 が深 ま らな い理 由 と して,飲 酒 習 慣 の 問 題,

友 情 につ いて の考 え方 の 違 い,感 情 表現 の相 違 が考 え られ る。

　 飲 酒 の問 題 に つ い て は,後 に詳述 す るが,Asグ ル ー プの エ ジ プ ト人 ムス リムで さ

え も,職 場 の 同僚 な ど が酔 って い るの を 見 る と居 心地 の 悪 さを 感 じる と い う。Cu,　 Tr

グル ー プ の エ ジ プ ト人 た ち は,自 分 た ちが酒 を飲 ま な い た め に偏 見 を も って み られ た

り,無 視 され て い る よ うに 感 じた りす る。 そ こで,彼 らは,仕 事 帰 りに バ ーへ 行 く同

僚 を さ け,食 事 に ワ イ ンの 出 る友人 の招 待 を断 わ る よ うにな り,そ の た め に カ ナ ダ 人

と の交 際 の機 会 が 減 る とい う こ とに な る。

　 友 情 に つ い て の 考 え方 や,感 情 表 現 の相 違 も,両 者 の 交 際 が深 ま らな い 要 因 に な っ

て い る。 「英 仏 系 カ ナダ 人 は一 般 に 自分 た ち よ り も感 情 表 現 が 乏 し く,冷 た く,交 際

の き っか け も少 な く,た とえ,少 しつ き合 い 出 して も長 続 き しな い 」 と,多 くの エ ジ

プ ト人 ム ス リム は考 え て い る。 イ ギ リス系 カ ナ ダ人 た ちが,友 人 の 妻 の 死 の 知 らせ に,

「カ ー ドを送 る」 とい う行 為 しか しな い こ とに,エ ジ プ ト人 た ち は驚 く。 エ ジプ ト人

同士 な ら,な に は さて お き,友 人 の そ ば にか けつ け,つ い て い て あ げ るの が ご く当 然

で あ る。 その よ うな こ とを す るの は 「さ しで が ま しい 」 とい った カ ナ ダ人 の よ そ よ そ

しさ,冷 た さに,エ ジプ ト人 は つ いて い け な い と い う。 エ ジ プ ト人 と英 仏 系 カナ ダ人

の子 ど も 同士 が仲 よ くな って も,カ ナ ダ社 会 で は そ れ は子 ど も 同士 の こ と と され,親

同士 の交 際 に はな らな い こ と も,エ ジ プ ト人 同士 の 交 際 と異 な る。 エ ジプ ト人 は,エ

ジ プ ト本 国で と同 様,家 族 員 の一 部 の つ き合 い が,す ぐに 家 族 ぐるみ に な るの が通 例

で あ る。

　 一 般 に 英 仏 系 カナ ダ人 は,こ ち らか ら好 意 を 示 さな い か ぎ り,う ち と け な い とい う。

この 現 象 は,ヴ ァ ン クー ヴ ァー の みで な く,モ ン トリオ ール の エ ジプ ト人 コ ミュ ニ テ

ィの調 査 に おい て も,指 摘 され て い る[WAssEF　 l977:210]。

5)　ユダヤ人との関係

ユダヤ人との関係は,一 般に予想されるよりも良好なものである。一般のアラブと
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同様,エ ジプ ト人 の 間 に も,イ ス ラエル と い う国 に対 す る警 戒 心 や反 感 は存 在 して い

る。 しか し,個 人 的 な反 感 や 憎 悪 が 存 在 しな い こ とは,エ ジ プ ト本 国 の エ ジ プ ト人 の

場 合 と類 似 して い る。 カ ナ ダ に 移 民 して来 た エ ジ プ ト人 ム ス リム は,ア ラ ブ文化 とユ

ダ ヤ文 化 の間 にか な りの 共 通 性 の あ る こ とを,あ らた めて 意 識 す るに い た って い る。

ユ ダ ヤ人 は同 じ 「ア ハ ル ・ル ・キ タ ー ブ」15}であ り,通 婚 も認 め られ る仲 で あ る こ と,

食 事 の 嗜 好 を は じめ,生 活 習慣 も非 常 に類 似 して い る こ とを認 識 し,カ ナ ダ で は 同 じ

マ イ ノ リテ ィ同 士 で あ り,あ る種 の 民族 的 差 別 を 受 け る者 同士 で あ る こ とが,両 者 を

か な り親 密 な 紐 帯 で 結 び つ け る結 果 と な って い る。 ユ ダ ヤ人 と食 事 を と もに す る こと

もあ り,ユ ダ ヤ 教 徒 は,イ ス ラー ム教 徒 よ り も多 くの 食 事 制 限 が あ る こ とに 同情 した

と語 るエ ジプ ト人 ム ス リム もい る。 ユ ダ ヤ人 と エ ジ プ ト人 ムス リム が個 人 的 な交 際 に

入 る き っか け に,中 東 の食 料 品 を扱 って い る店 に,同 じよ うに買 物 に来 て知 り合 った

とい う者 が 多 い 。 エ ジプ ト本 国 が,サ ダ ト政 権 の も とに,イ ス ラエ ル と 国交 回復 して

以 後 は,イ ス ラエル の ユダ ヤ人 との 交 流 が 出 て きた が,そ の余 波 は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァ

ー に も流 れ こん で きて い る
。 ヴ ァ ン ク ーヴ ァー在 住 の エ ジプ ト人Aの 甥 が カ イ ロで イ

ス ラエ ル女 性 と結 婚 し,Aを た よ りに,職 を求 め て ヴ ァ ンク ーヴ ァーに や って来 た 事

例 もあ る。 カ ナ ダ も不 景 気 で,就 職 は思 うに ま かせ ず,Aの 甥 夫 婦 は6カ 月 余 の 居 候

を した 後,エ ジ プ トへ戻 って い っ たが,そ の 間,エ ジプ ト人 コ ミュ ニ テ ィの集 い に は,

そ の イ ス ラエ ル女 性 の姿 が いつ も み られ,彼 女 を縁 に して エ ジプ ト人 コ ミュ ニ テ ィ と

カ ナ ダ 在住 の ユ ダ ヤ人 と のつ き合 いが は じま って い る。 そ うい うつ き合 いの 広 が りの

中 で,ク ラ シ ック音 楽 の 趣 味 が 同 じ と知 って,互 い の家 に音 楽 を き きに 行 き来 した り,

コ ンサ ー トに い っ しょに 出 か けた り して い る ケ ー ス もあ る。

2.　 エジプ トおよび他の地 に在住す る親族 との関係

　 さ きに述 べ た よ うに,ヴ ァン ク ーヴ ァー の エ ジプ ト人 は,親 族 が 共 に 移 民 し,移 住

後 もか た ま って 生 活 して い る フ ィ ジ ー,マ レー シア,イ タ リア,中 国 な どか らの 移 民

た ち と は,大 き く異 な って い る。 エ ジプ ト人 ムス リムに は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァー に 自分

の家 族 以 外 の 親 族 が い る こ とは1例 を除 いて は皆 無 で あ るが,エ ジプ ト本 国在 住 の親
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

族 と は,意 識 の上 で,同 じ場所 に い るの と 同 じ程 度 に彼 らの 生 活 に大 きな 意 味 を も っ

て い る。 交 通 費 が 高 くつ くた め,し ば しば帰 国す る こ と はむ ず か しい が,20年 もヴ ァ

15)「啓典 の民」すなわち,神 が啓示 した聖書(コ ーラ ンでは,モ ーセ五書,詩 篇,福 音書)を も

　 つ民 を意味す る。ユダヤ教徒,キ リス ト教徒をこのようによぶ。彼 らは,本 来 はムス リム と同

　 じ信仰 の持主であ り,神 と最後の審判を信 じ,善 行を重ねれば,天 国へ行 くことがで きるとみ

　 な されて いる。
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ン ク ーヴ ァー に住 ん で い る者 で も,エ ジプ トの 親族 とは 親 密 な 感情 と意 識 を保 って い

る。

　 カ ナ ダ に移 住 して か ら最 初 に本 国 を 訪 れ る こ とが で き るよ うに な るま で に は,平 均

7年 ほ どか か って い る。 それ を 目標 にが ん ば って きた 者 が 多 い 。 い った ん生 活 が 安 定

す る と,ほ とん ど毎 年1回 は,エ ジ プ トに 一 時 帰 国 す る。 そ の と き には,長 期 間 滞 在

し,親 族 の た め に献 身 的 につ く し,集 約 的 に関 係 を 深 め よ う とす る。 友 人 よ り も,親

族 を優 先 す るの は,ア ラブ の一 般 的 な傾 向 で あ る。 カ ナ ダ に来 て16年 に な るNg,　 Fa

夫 妻 は,カ ナ ダ に永 住 す る こと に決 めて はい るが,1～2年 に1回 くらい は 必 ず エ ジ

プ トに 帰 る こ とに して い る。 ヴ ァ ンク ー ヴ ァーに は親 しい 友 人 が 多 く出来 た が,や は

り親 族 に会 い た い し,そ うす るの が,ア ラブ と して の 義 務 で あ る とい う。 この ほか,

結 婚 相手 を さが す,出 産 とい った 目 的 のた め に,エ ジプ トの 親 族 を た よ って一 時帰 国

す る例 もあ る。

　 エ ジ プ ト人 ム ス リム が,本 国 の親 族 との 強 い結 び つ きを大 事 にす るの は,「 家 族 を

最 も大 事 に し,た よ りに す る」 とい うア ラ ブ的 価 値 観 の た め で もあ るが,子 ど もた ち

が親 族 と接 す る こ とに よ って,イ ス ラー ム 的環 境 の 中で 生 活 して い る人 々 と親 し くな

り,宗 教 教 育 上 良 い 影 響 を う け るの を期 待 して い る こと もあ げ られ る。 カ ナダ 移 民 の

中で,成 功 を お さめ,か な り裕 福 に な った者 た ち の 中 には,子 ど もた ち が エ ジプ ト人

親 族 を 知 るた め,エ ジプ トに何 度 も行 け る よ うに,カ イ ロ に部 屋 を 借 り る者 もい る。

　 エ ジプ トの親 族 と の接 触 は,一 時 帰 国す る以 外 は,手 紙 や電 話 を通 じて お こなわ れ

る。 エ ジプ ト人 ム ス リム は,本 国 の親 族 に カ ナダ を訪 れ る よ うにす す めた り,カ ナダ

に 移 住 す るよ う望 む者 も多 い。

30代 前半 の女 性 で,2人 の 子 も ちで あ るMnは,1979年 以 来 ヴ ァ ン ク ーヴ ァー に 住

み,自 分 の兄 弟 姉 妹 もカ ナ ダ に移 住 させ よ う と努 力 して きた が,移 民 政 策 に よ り,親

や 子 の 保証 人 資格 が制 限 され て い る た め,う ま くい って い な い(カ ナ ダ の 移 民 法 に つ

い て は,[片 倉 　 1988a:690-691]参 照)。　Miの 場合 は,母 親 を カ ナダ へ 招 くこ とが

で きた 。 彼女 は,当 初,永 住 す るつ も りで あ った が,カ ナ ダ で の 生 活 が本 国 とは違 い

す ぎ る とい って,8カ 月 後 に エ ジ プ トに 帰 って しま った 。Miは,サ ウデ ィア ラ ビァ

に い る祖 母 へ,彼 女 の兄 弟 を通 じて 定 期 的 に送 金 して い る。Miの 祖 母 は,女 性 の 親

族 か ら直 接 に送 金 を うけ る こと を好 ま ない 。 男 性 親 族 か らの 送 金 を うけ と る こ とが,

ア ラ ブ的 習 慣 だ か らで あ る。

　 As,　Cu,　Trグ ル ー プ と も全 員,エ ジプ トの 親 族 との 結 び つ きは 強 い が,い ず れ エ

ジプ トに戻 って 生 活 した い と考 え て い る者 が多 い の は,Guグ ル ー プだ けで あ る。30
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代 前半 の 独身 男性Maは,高 給 を支 払 わ れ る仕 事 を も ち,快 適 な暮 しを して い るが,

カナ ダ を 故 郷 とは よぷ こと がで きな い とい う。 彼 の両 親 や 兄 弟 姉 妹 は,何 年 か カ ナ ダ

に 住 ん だ だ け で,エ ジ プ トに帰 って しま った。 カ ナ ダ人 の友 人 は,彼 が 親 族 との 間 に

も って い た 深 い結 び つ きの代 りに な る こ とが で きな い と い う。 しか し彼 は,エ ジプ ト

に 帰 る こ とに は,ア ン ビバ レ ン トな 感 情 を も って お り,孤 独 感 に う ちか って,ヴ ァ ン

クー ヴ ァー で の生 活 に適 応 して い くべ きか ど うか,迷 って い る。 彼 らが 帰 国 を 望 む 理

由 に は,親 族 と の結 びつ き の ほか に,カ ナダ の 就職 状 況 が期 待 して い た ほ ど よ くなか

っ た こと,英 仏 系 カ ナ ダ人 の 間 に ア ラブ,ム ス リム に対 す る偏見 が存 在 す る こ と な ど

が あ げ られ る。Saの よ うに,エ ジ プ トで は最 高級 の イ ンテ リな の に,カ ナダ で はそ

れ相 応 の扱 い を うけ な い と い う不 満 を もつ者 もい る16)。

　 言 葉 遣 い の物 柔 か なRも,エ ジプ トに戻 るか ど うか,ジ レ ンマ に あ る。 調 査 当 時彼

は失 業 中で,そ の こ とに 彼 は 不 満 を感 じ,カ ナダ で の 生 活 は期 待 に反 した もの と考 え

て い た。 しか し,彼 が帰 国 す るのを た め らって い るの は,自 分 の 子 ど もた ち が,エ ジ

プ トで は,カ ナダ の よ うな さま ざ ま な チ ャ ンス に め ぐ りあ え な い ので は な い か と恐 れ

て い るか らで あ る。

　 Cuグ ル ー プの者 は,カ ナ ダ の生 活 に不 満 を も ちな が ら も,エ ジプ トに帰 国 しな い

理 由 と して,カ ナダ に は,さ ま ざ ま な,巾 広 い チ ャ ンス が 存 在 す る こ と,エ ジプ トに

は 良 い職 が な く,あ って も低 賃 金 で あ る こ とを あげ る。Mは,エ ジ プ トの 親 族 との結

び つ きは 強 い が,カ ナダ に あ る程 度適 応 して きた こ と に よ って,も は や エ ジプ トに戻

って生 活 し,働 くこ と はで きな くな った とい う。

　 Asグ ル ー プの 場合,前 述 の よ うな悩 み はあ って も,エ ジ プ トに 帰 国 す るよ りは,

カ ナダ 社会 に い な が らア イ デ ンテ ィテ ィを 確 立 す ると い う解 決策 を と ろ う と して,Tr

グル ー プ に移 行 す るケ ース が 多 い。

　 Trグ ル ー プ の 中に は,ム ス リム が マ ジ ョ リテ ィを しめ る エ ジプ トに戻 りた い とい

う者 もい る。 親 族 そ の 他 の 問題 の ほ か に,カ ナダ 社 会 で は 良 きム ス リム と して 生 きて

い くこ とが む ず か しい,と くに,後 に詳 述 す る よ うに,子 ど もた ちの宗 教 教 育 に支 障

を きたす,ハ ロ ウ ィー ンや ク リスマ ス な ど,キ リス ト教 の 行 事 に うつ つ を ぬか した り

す る,将 来 の結 婚 相 手 の こ とが心 配 だ,な どの 理 由か らで あ る。 しか し,地 球 上 ど こ

に いて も,良 き ムス リム で あ り得 る のだ と主 張 す る者 の方 が 多 く,実 際 に エ ジ プ トへ

戻 った者 は い な い。

　 親 族 と離 れて い るた めの 問 題 は,親 族 に カ ナ ダを 訪 問 あ るい は 移 民 す るよ うす す め

16)1989年 の追跡調査 によれば,大 学助教授Saの 一家などは,エ ジプ ト本 国へ帰国 した。
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ることや,経 済状態が許す限り,た びたびエジプ トに一時帰国 して親族に会 うことで,

ある程度解消されている。

　 エ ジプ ト人 ム ス リム は,同 じエ ジプ ト人 コ ミュニ テ ィ内部 で のつ き合 いを 最 も好 み,

エ ジプ ト風 の交 際 を し,エ ジプ ト本 国 の 親族 との 結 び つ きが 強 い傾 向 に あ る と結 論 で

き るが,そ れ は,カ ナダ に おい て 彼 らが 排 他 的 な存 在 で あ る ことを 意 味 しな い 。 エ ジ

プ ト人 コ ミュ ニ テ ィに は,つ ね に何 人 か の 非 エ ジプ ト人,あ る い は非 ムス リム の 人 も

ま じ って お り,こ だ わ りの な い 社 交 生 活 も活 発 に展 開 して い るの が み られ る。

　 3類 型 の,社 会 的 ネ ッ トワー クの 特 徴 を ま とめ て み る と,次 の よ う に な る。

①Asグ ル ープ　 　 エ ジプ ト人 同士 のつ き合 い は,濃 厚 す ぎ る と考 え て い る。 英 仏 系

カ ナ ダ人 との 交 際 を 望 ん で い るが,文 化 的 な違 い が大 き いた め,あ ま り機会 に恵 ま れ

な い。

②Cuグ ル ー プ 　 　エ ジ プ ト人 同 士 の つ き合 い を,最 も好 む。 他 の ム ス リム と は,文

化 的に 違 い す ぎ て親 しめ な い と思 う。 モ ス クへ は行 か な い者 が 多 い ので,他 の ムス リ

ム と知 り合 う機 会 が少 な い。 経 済 的 な 理 由 な どか らエ ジプ トへ帰 りた が って い る者 が

お り,実 際 に帰 国 した例 もあ る。

③Trグ ル ープ 　 　 イス ラ ーム 的生 活 様 式 を守 る 上で の 悩 み はあ るが,エ ジ プ トへ 帰

国 した 者 は い な い。 カ ナ ダ人 や 他 の エ ジプ ト人 との つ き合 い よ り も,非 エ ジ プ ト,非

ア ラ ブの ム ス リム た ち との つ き合 い,ム ス リム と して の ア イ デ ンテ ィテ ィに よ り ど こ

ろを 求 め て い る。 モ ス クに よ く行 き,そ こで 出来 た ネ ッ トワ ー ク を大 事 に して い る。

IV.生 活様 式の変 化 と不変化

1.言 語 と 教 育

　 カナ ダ の ア ラブ移 民 の新 世 代 の 間 で,ア ラ ビア 語 能 力 が 低 下 して い る こと は,す で

に述 べ た[片 倉 　 1988a:720-721]。 ヴ ァ ンク ーヴ ァー の エ ジプ ト人 の新 世 代 も 同様

の 現 象 が み られ る。,親 た ちの多 くは,子 ど もに ア ラ ビア語 や イ ス ラー ム 的価 値 観 を 教

え るた め に,さ ま ざ ま な努 力 を 払 って い る。 本 章 で は,ア ラ ビア語 教 育,イ ス ラ ーム

教 育 の 問題 を 中心 と した学 校 教 育,家 庭 教 育 に つ いて 述 べ る。

1)　 ア ラ ビア語 教 育

Cuグ ル ー プ,　Trグ ル ー プの エ ジプ ト人 に と って は,ア ラ ビア語 教 育 は きわ めて 重
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆/!
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写真5　 ア ラビア語学 校の授業風景

要 な も の と考 え られ て い る。 そ れ は,コ ー ラ ンや ハ デ ィー ス の 原典 に触 れ る た め必 要

で あ る とか,エ ジプ トに里 帰 り した と きの た め で あ る とか よ り も,「 神 の 言 葉 」 と し

て の ア ラ ビア語 に無 条 件 な価 値 が おか れ て い る こ とに 由来 す る もので あ る。

　 ヴ ァ ン クー ヴ ァー に は,2つ の 私 立 ア ラ ビア語 学 校 が あ る。 ひ とつ は,オ ー ク リ ッ

ジ ・コ ミ ュニ テ ィ ・セ ンタ ーで ひ らか れ,男 性 の エ ジプ ト人 教 師Si1?}が 教 え て い る。

16人 の生 徒 が登 録 して い る。 う ち8人 が 土 ジ プ ト人 で,ユ ー ゴス ラ ビア人3人,シ リ

ア人3人,レ バ ノ ン人2人 で あ る。 生 徒 の年 令 は,7～14才 まで で あ る。 授 業 は週2

時 間,土 曜 日の朝 に お こ なわ れ,正 則 ア ラ ビア語 が教 え られ て い る。子 ど もた ち の送

迎 は,父 母 が車 で して い るの が 大 部 分 で,ア ラ ビア語 の授 業 の間,週 末 の シ ョ ッピ ン

グ に行 くこと もあ るが,授 業 を 熱 心 に 参 観 して い る親 た ち が多 い。

　 他 の ひ とつ は,サ レー ・モ ス クで あ り,こ こで も正 則 ア ラ ビア語 の 授業 をSiが う

け も って い る。 こ こに は,サ レー お よ びそ の近 くに住 む7才 ～14才 の 子 ど もた ちが11

人 集 ま り,週1度2時 間,水 曜 の夕 方 に ア ラ ビア語 を 勉 強 して い る。

　 ア ラ ビア 語 学 校 の 教材 は,小 学 生 初 年 用 の本 を エ ジプ トか らと りよせ て コ ピー した

もの と,小 さい 子 ど もの た め の ア ラ ビア語 読本 で あ る。1983年 に設 立 され,最 初 は ク

リス チ ャ ンの エ ジプ ト人 教 師 が教 え て い た 。現 在 の教 師Siは ム ス リム だ が,イ ス ラ ー

ムの た め の ア ラ ビア語 よ りも,ア ラ ビ ア語 そ の もの に重 点 を お いて い る。 した が って,

17)62才 の 退 職警 察 官 。 エ ジプ トで は,ナ セ ル の秘 密 警 察 の メ ンバ ーで あ った が,反 ナ セ ル に転

　 じ,1954年 に エ ジ プ トを 出 て イ ラクに 移 った。 妻 はチ ェ コス ロバ キア 出身 。 イ ラ クで結 婚 し,

　1972年 にカ ナ ダ へ移 民 した 。
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コー ラ ンの ア ラ ビア 語 な どの イ ス ラー ム 的 ア ラ ビア語 を 教 え て ほ し い と い う提 案18)

が,親 た ちの 一 部 か らあ って も,ク リス チ ャ ンに も ア ラ ビア語 を や らせ た い と主 張 し,

イ ス ラ ー ム的 ア ラ ビァ 語 を 教 え て は い な い。 現 在,ア ラ ビア語 学 校 で教 え て い るの は

初 歩 の ア ラ ビア語 で あ るが,上 級 に す す む にっ れ て,ど うい う路線 で や って い くか と

い う問 題 は 出 て くる と,親 た ち は話 し合 って い る19)。

　 そ の 他 に,Zaと い う主 婦 が,自 分 の家 で個 人 的 に ア ラ ビ ア語 ク ラス を ひ らいて い

る。 この ク ラス の こ とは,モ ス ク の告 知 板 に も貼 り 出 され 生 徒 を つ の って い る。Za

は女 の 子 だ け を教 えて いて,現 在9人 の エ ジプ ト人 生 徒 を 受 け も って い る。

　 そ の ほ か に,共 同 チ ー ムを 作 って ア ラ ビア語 の個 人 的授 業 を お こ な って い る例 もあ

る。M,　 Sa,　Dが2週 間 ご とに 交代 で 教 えて い る もの で あ る。 この 私 塾 は,1980年 か ら

は じめ られ た。 そ の 当時 に は子 ど もの た め の ア ラ ビア語 学 校 は存 在 しなか っ た。 そ の

後,リ ッチ モ ン ドの大 モ ス ク にあ る イス ラー ム学校 が 開校 さ れ たが,フ ィ ジ ー人 や パ

キス タ ン人 が 多 く,ア ラ ビア語 の教 育 は充 分 で な い とエ ジプ ト人 た ち は考 え た 。3人

は最 初 そ れ ぞ れ別 々 に,ば らば らな や り方 で 教 え て い た が,も っと一 貫 した 教 育 方 法

が 必 要 だ と考 え て 協 力 を は じめ た と い う。M,　 Sa,　Dの,各 々 自分 た ち の子 ど もの た

めの ク ラス で,5人 が い つ も出席 して お り,授 業 の方 法 は か な り組 織 立 って い る。 子

ど もた ちは宿 題 を復 習 し,書 取 り,単 語 の 練 習,ア ラ ビア語 の句 を 用 いた ゲ ー ムを す

る。宗 教 教 育 もお こ なわ れ,コ ー ラ ンの 章 句 を暗 記 させ た り,覚 え て い る コ ー ラ ンの

文 旬 を 引 用 させ た りす る。 宿 題 は,イ ス ラー ム につ いて の3ペ ー ジ程 度 の 作 文 で,テ

ーマ は 「ムス リム で な い人 に イ ス ラー ム につ いて どの よ うに 話 す か」 とい う もの や
,

イ ス ラー ム の5柱 につ いて の 討論 な どで あ る。 た とえ ば,英 語 とア ラ ビア 語 で 子 ど も

用 に書 か れ た,The　 Childreit'S　Book　of　Sata　6と 題 す る礼 拝 に つ いて の本20)を 読 む こ と

が課 さ れ,実 践 す る こ とを 通 して,礼 拝 に 関 して,次 の時 間 に皆 と話 し合 う とい うよ

うな こと が な され る。

　 2)家 庭 教 育

　 ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 ム ス リ ム に は,子 ど も た ち の 教 育 に 熱 心 な 親 た ち が

多 い 。 エ ジ プ ト人 同 士 が 集 ま る と,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の 中 学 校 の 良 し 悪 し,子 ど も を

York　 House21》 に 入 れ た い,と い う話 な ど が 話 題 に な る こ と も 多 い 。

18)イ ス ラー ム教育 に熱 心 な 親 た ち は,「 動 物 園 へ お父 さん と行 き ま した 。」 と い う ア ラ ビア語 文

　 章 を,せ めて,「 モ ス クへ お 父 さ ん と行 きま した 。」 に して ほ しい と要 求 す る 。

19)1989年7月 の追 跡 調 査 で は,オ ー ク リ ッジの ア ラ ビア語 学 校 の生 徒 は39人 に増 加 して い る。

　 全 員 が ムス リム に な った た め,Siは 妥 協 して,イ ス ラー ム 的 ア ラ ビア語 を 教 え て い る 。

20)Ghulam　 Sarwar,7ん 碗Z4γθη,s　Book　of　Salah,　The　Muslim　 Educational　 Trust,　London,1984.

21)英 国 の イ ー トンの よ う に,金 もか か るが,名 門 校 と して 知 られ て い る。
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　教育熱心な親の例として,SD夫 妻とM・Y夫 妻の事例をあげる。

　 Sと その妻Dは2人 とも技術者としてカナダの会社につとめている。現在公立学校

の6年 生である息子Ahを,い ずれ私立の名門校に入れたいと願 っている。夕食のと

きには,い つも学校での勉強が話題にのぼる。両親はAhに,ど の教科の宿題がどれ

だけあるか尋ね,夕 食のあとす ぐに宿題にとりかかれるように心を配る。両親そろっ

て数学の宿題をみてやり,答 が正 しいかどうか確かめる。

　母親が職業をもっているので,子 どもたちを,グ ランヴィルの近 くの保育所(Day

Care　Center)に 預けている。 娘(4才)は 朝8時 から,息 子(11才)は 学校から帰

って くる3時 半頃から,母 親が,と きには父親が2人 を迎えに行 く夕方5時 までここ

に預けられている。

　この保育所では,10人 の生徒に3人 の保育者がついている。保母たちは,き められ

たノートブックに,毎 日,そ の日子どもと共にやったこと,読 んだ本,子 どもたちの

健康状態など,1人1人 について記録する。迎えにきた親がそれを見て,そ の日の子

どもの様子を知ることができるようになっている。保育料は,朝8時 から夕方5時 ま

での場合,430カ ナダ ドル(約64,500円 　1986年 現在),3時 半から5時 までの場合

130カ ナダ ドル(約19,500円)が 支払われている。

週1回 土曜日の朝のアラビア語学校の教育は,家 庭でも,重 視されている。M・Y

夫妻は,子 どもたちがテレビを見ているのを中断させ,ま ずアラビア語学校の宿題を

やり,そ れか ら一般学校の宿題をするようにいう。子どもたちは,ア ラビア語の英訳

の宿題をするのに,し ば しば母親に助けを求め,彼 女も宿題がどれだけすすんでいる

か時々チェックしている。

　たいていのエジプ ト人ムスリムと同様,M・Y夫 妻も家庭環境が子どもの教育に大

きな影響を与えると信 じている。エジプ ト人家庭のおよそ70%ぐ らいは百科辞典を家

にもっているが,M・Y家 には百科事典が2セ ットそろえられている。 兄のMu(15

才)は しばしばそれを使 うことが習慣になっている。 妹のSa(9才)も 使うように

父母からいつも言われている。Muは 父親とコンピューターを共有 しており,　Yは 勤

めから帰 ったあと,息 子にコンピューターの技術をいろいろ教えてやる。学校での成

績も親子ともに重大関心事であ り,Muの 学校の成績表は,彼 の部屋のベッドの横に,

目立つようにはられている。

　M・Y夫 妻は学校のカリキュラムにも注意を払っている。彼 らもS・D夫 妻同様,子

どもたちを私立学校に入れようと考えているが,さ しあたってはヴァンクーヴァー市

内の公立小学校に入れており,毎 日郊外か ら車で送りこんでいる。彼 らの住んでいる
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ヴ ァン ク ーヴ ァー郊 外 に も学 校 はあ るが,そ こよ り も優 秀 と み な され て い る学 校 で あ

る。「公 立 学 校 は,勉 強 よ り も課 外 活 動 に力 を 入 れ す ぎて い る。PTAの 会 合 で,子 ど

もた ちの カ リキ ュ ラ ムに つ い て よ り も,ス ケ ー トや ス キ ー に行 っ た回 数 を 尋 ね られ た

の で 失 望 した」 と,公 立学 校 に対 して 批 判 的 で あ るの が,一 般 の エ ジ プ ト人 の 傾 向 で

あ る。 カ ナ ダ の公 立学 校 が余 りに個 人 主 義 的 で,各 自の 勝 手 な遊 び が多 く,競 争 を さ

せ な い とい う点 も,よ く話 題 に され る こ とで あ る。

　 M・Y夫 妻 は,息 子 と娘 を,週 に 一 度 オ ル ガ ンの レ ッス ンを 受 け させ,室 内 テニ ス

ク ラブ に も通 わ せ て い る。S・D夫 妻 の 息 子 は,ト ロ ン トの王 立 音楽 院(Royal　 Con-

servatory　 of　Music)か ら ピア ノ の5級 免 状 を も らって い る。 彼 らは息 子 に,12年 級

ま で行 かせ て や り,大 学 に在 学 中に 音 楽 を 教 え て 自分 の授 業 料 を かせ ぎ,生 計 を た て

られ る よ うに準 備 して や りた い と思 って い る と い う22)。

　 道 徳 ・宗 教 教 育 も,親 の 責 任 と考 え られ て い る。 親 は子 ど もに宗 教 教 育 を ほど こ し,

良 い お手 本 で あ ろ う とす る。Dは エ ジプ トか らカ ナ ダ に移 住 して 以 来,長 ら く規 則正

しい礼 拝 を して いな か った が,子 ど もが もの こ ころ つ くよ うに な り,「 おか あ さん は

ど う して 礼 拝 しな い の 」 と父 親 に きい て い る の を知 っ た こ とか ら,毎 日 き ちん と礼拝

す る よ うに な った とい う。

　 カ ナダ 社 会 で,一 流 の 職 業 を も ち,業 績 を あ げて い くの に,ラ マ ダ ー ン月 の1ヵ 月

の断 食 を守 る こ と は,か な りの 困 難 を と もな う。 そ れ に もか かわ らず 断 食 を 実行 して

い るの は,仕 事 そ の もの よ り,ム ス リム と して の人 生 を 生 き る こ との 方 が 重要 で あ る

との 考 え 方 が 強 い た め で あ り,そ の価 値観 を 子 ど もた ち に伝 承 す るた め,非 イ ス ラー

ム的 環 境 で も断 食 が で き る こ とを示 す こと が必 要 だ と い う。

　 子 ど もた ちは,で き るだ け声 を 出 して コー ラ ン を調 み,暗 請 す る こ とを 勧 め られ る。

コー ラ ンの ア ラ ビア語 の 意 味 は わ か らず と も,そ らん じて しま う こ とが よ い とされ,

子 ど もた ち も,「 光 の章 の は じめ の部 分 は,も う全 部 言 え る よ」 と、大 人 た ちの前 で

得 意 気 に そ らん じて み せ る こと もあ る。Cu,　 Trグ ル ー プの ほ とん ど の 家庭 に は,英

語 の コー ラ ンと,ア ラ ビア語 の コー ラ ンが そ なえ つ け られ,カ セ ッ トテ ープ に,イ ス

ラー ム につ いて の 講 義 が録 音 され て あ る もの を,家 庭 に も って い る者 も多 い。 多 くの

家 庭 で,家 族 の 者 が 家 に い る と きに は し ょっ ち ゅ うこ の テ ー プを か けて,子 ど もた ち

に も聞 か せ るよ うに して い る。

　 子 ど もた ちは 日常,両 親 の アル コール に対 す る対 応 な どを見 て お り,ど の よ うな行

22)カ ナダでは,大 学の授業料,そ の間の生活費を,学 生 自身の アルバイ トでまかなうのが,ふ

　 つ うである。
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動をとればいいかを無意識のうちに身につけていく。親も子どもたちの存在を意識 し,

良 きムスリムとして生活 し,模 範となろうとする。子どもの教育のために,自 分達 も

子どもたちが生まれる前より宗教的になったという話は,多 くのエジプ ト人が指摘す

るところである。

　 3)　 イス ラ ー ム学 校

　 ヴ ァ ンク ーヴ ァー の エ ジプ ト人 の子 ど もた ち は,カ ナダ人 一一般 の普 通 学 校 に通 って

い る者 が,数 の 上 で は 多 い が,と くにTrグ ル ー プの 者 た ちの 多 くは,リ ッチモ ン ド

の 大 モ ス クに 設 け られ て い る イ ス ラー ム学 校 に子 ど もを 通 わ せ て い る。

　 こ の イス ラ ー ム学 校 は,1984年 に,連 邦 政 府 の補 助 金12,000ド ル を受 けて 設 立 され

た もので あ る。 そ の 年 に は,5人 の教 師 と42人 の生 徒 が い た が,そ の うち6人 が エ ジ

プ ト人 ム ス リムで あ った 。1985年 に は10人 の教 師 に な り,60人 の生 徒 が入 学 を 許 可 さ

れ た。 現 在57人 の 子 ど もが入 学許 可 を待 ってwaiting　 listに 登 録 され て い る。 そ の た

め,新 しい校 舎 を増 設 中で あ る。薪 校 舎 は,南 ア フ リカ人 ムス リム の寄 附 と,日 曜 日

の ヴ ォ ラ ンテ ィア労 働 に よ って着 工 さ れて い た23》。

　 教 育 学 の修 士 号 を もつ 校 長Sh(パ キ スタ ン人)の み が 給 料 を 支払 わ れて い る。 残

り9人 の 教 師 はヴ ォ ラ ンテ ィア で教 え て い るが,BCMAか ら少 額 の 謝礼 を も ら って

い る。BCMAは,校 長 のShと,住 宅 に 困 って い る教 師 のNaに 対 して,リ ッチ モ ン

ドの モ ス クに 隣接 した家 屋 を 提 供 して い る。10人 の教 師 の う ち,Na,　 Za,　Waの3人

は エ ジプ ト人 で あ る。 校 長 のShと エ ジ プ ト人Saの2人 の教 師 が,2台 の ス クール

写真6　 イスラーム学校 の授業風景。女性教師(右,手 前)も 女生徒たち も

　 　 　 イスラーム服である。

23)1989年7月 の追跡調査の際にはほぼ完成 していたが,一 部未完成で,生 徒た ちはモスクの中

　に増設 された教室にあふれていた。
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バ ス を 運 転 して生 徒 を送 り迎 え して い る。 ヴ ァン ク ーヴ ァ ー,サ レー,リ ッチ モ ン ド

か ら親 に 送 られ て くる子 ど もた ち もい る。 授 業 料 は,そ れ ぞ れ の 親 の経 済 状 況 に ま か

せ られ て い る。 経 営 はBCMAか らの補 助金 や個 人 の寄 附 金 で 運 営 され て い る。 教 師

の1人Saは,ク ウ ェー トに,こ の 学 校 へ の 寄 附 金 を つ の りに 行 った こと もあ る。 学

校 は カ ナ ダ政 府 ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ ン ビア州 の 補 助 を 受 け る資 格 が ま だ な い た め,

財 政危 機 に直 面 して い る が,創 立後2年 た ち,カ リキ ュ ラム の ガ イ ドライ ンを満 たせ

ば,ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ ン ビア州 の教 育 省 は経 費 の50%を,5年 後 に は70%を 負 担

して くれ る こと に な って い る。

　 授 業 は,カ ナダ の 公 立 学 校 と 同 じ く9時 か ら午 後3時 まで 。 た だ し金 曜 礼 拝 の た め,

金 曜 日 の授 業 は約2時 間 早 く終 わ る。 月 曜 日か ら木 曜 日 まで は,毎 日55分 授 業 が6講

時 あ り,昼 食 の 時 間 と礼 拝(ズ フル,昼 す ぎ の 礼拝)が あ わ せ て1時 間,授 業 科 目は

6科 目 あ る。 金 曜 日 は4講 時,4科 目 とな る。 これ に対 して,ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ

ン ビァ州 の普 通 の公 立 小 学 校 は,月 曜 日か ら金 曜 日ま で40分 授 業 が9講 時,8科 目お

こ なわ れ て い る。 イス ラ ー ム学 校 も普 通 学 校 も,土 曜 日,日 曜 日は休 日 とな る。

　 イ ス ラ ー ム学 校 は,幼 稚 園 を 含 めて10学 年 あ り,4年 生 か ら10年 生 まで は,数 学 ・

理 科 ・英 語 を週 に それ ぞれ5講 時,ア ラ ビア語 と コー ラ ン学 習 を4講 時,社 会 科 と フ

ラ ンス 語 を2講 時 履修 す る こ とに な って い る。 数 学 と理 科 に力 を 入 れ るの は,イ ス ラ

表9　 リッチモ ンドの イス ラーム学校の時間割

月 火 水 木 金

1

教 師

フ ラ ンス語

Ni

2

教 師

ア ラ ビア語

Za

3

教 師

4

教 師

数 学

Na

社会科

Sa

英 語

La

理 科

Na

5

教 師

6

担 任

数 学

Wa

数 学

Wa

理 科1ア ラビア語
N・1z・

コ ー ラ ン

Za

コ ー ラ ン ー

Za

英 語

La

理 科

Na

英 語

La

社会科

Sa

ア ラ ビア語

Za

コ ー ラ ン

Za

英 語

La

ア ラ ビア語

Za

数 学

Na

数 学

Wa

理 科

Na

コ ー ラ ン

Za

フ ラ ンス語

Ni

理 科

Na

数 学

Na

英 語

La

上 記 の時 間 割 は,第4学 年 度 の もの を例 に と った 。

担 当教 師 の うち,Za,　 Wa,　 Naは エ ジ プ ト人 。　Saは ソマ リヤ人 。

Laは パ キ スタ ン人 。　Niは フ ラ ンス系 カ ナ ダ人 。
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一ムの伝統であるとされ,授 業時間 も多 くとられている。たとえば,ブ リティッシュ

・コロンビア州の普通公立小学校では,4年 生は週に理科を2時 間学べばいいことに

なっていて,イ スラーム学校に比べ,4。5時 間少ない。イスラーム学校の理科の内容

は,化 学,植 物学,動 物学,地 学,天 文学である(表9)。

　イスラーム学校と普通公立小学校の最も大 きな相違点は,ア ラビア語 とコーランの

学習のあるな しである。さらに,イ スラーム学校の生徒には礼拝の時間が設けられて

いる。また,物 理と美術の時間がないことも,普 通校と異なっている点である。 この

2科 目は,ブ リティッシュ ・コロンビア州教育省の指定科目なので,こ れがないと,

将来イスラーム学校が政府か らの補助金を受けるときに問題となるかもしれないとい

われている。

　 この学校に通学 しているエジプ ト人ムス リムの子どもは6人 である。このうち,2

人の女の子は,普 通校からイスラーム学校へ転校 したいと親に頼んだという。2人 は,

親の教育により,早 くからイスラーム式長袖,長 裾の服装にヴェールをかぶっていた

ので,普 通小学校では他の子どもたちと違いすぎて落ちつかなかった。イスラーム学

校では,宗 教的伝統や,イ スラーム的環境の中で勉強することができ,以 前のように

カナダ的な基準を押 しつけられて肩身のせまい思いをすることがなく,こ の2人 は,

イスラーム学校への転校を良かったといっている。

　エジプ ト人ムスリムは誰 もが,イ スラーム学校を理念的には好ましく思っている。

それは,子 どもたちがイスラーム的環境の中で教育を受け,そ れによって自然に宗教

的 ・道徳的な教育を受けると考えているためである。 しかし,実 際に子どもたちを通

わせるとなると,多 くの親たちの中にはためらっている者 もいる。原則としてはイス

ラーム学校を支持 してはいて も,教 師たちのうち1人 しか教育学の学位をもっていな

い,訓 練を十分につんでいないという点に不安を感 じている。また,学 校ができたば

かりで,卒 業生が十分な教育を受け,今 後より学問的な研究をすすめたり,よ い職に

ついたりすることができるという実績を示 していないという点も心配 している。さら

に彼 らが恐れているのは,子 どもたちがイスラーム学校か ら普通学校に上がったとき,

勉強面や社交面で不利になりはしないかということである。勉強面では,イ スラーム

学校には物理 ・美術の科目がないうえ,授 業の質も公立学校の基準に達 していないと

考え られている。社交面での不利というのは,イ スラーム学校のイスラーム的環境の

中にばかりいると,子 どもたちがこれから入 りこみ,適 応 していかねばならないカナ

ダ社会の主流から孤立するのではないかということである。 とくにCuグ ループのエ

ジプ ト人たちは,学 校や家庭以外の非イスラーム的環境の中での生活に,子 どもたち
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が混乱をきたすのではないかと恐れている24》。イスラーム教育は親の責任であり,他

の者に委任すべきではないという意見をもっている者もいる。家庭教育の項でみたよ

うに,彼 らは,家 庭における宗教教育を大事に しており,自 分の子どもたちの宗教教

育は自分で監督 したいと望んでいる。

　カナダ社会にかな りうまく適応しているイスマーイーリーたちは,子 どもたちを昼

はカナダの世俗的な学校に、夜は宗教学校に通わせている。エジプ ト人ムス リムもそ

うすべきだと主張するエジプ ト人も多い。

2.生 活 習 慣

　イスラームは,魂 の救済のみを眼目とする宗教というよりは,む しろ生活様式その

ものであると言われる。日常生活の中にも,飲 酒の禁止や豚肉,ハ ラール肉の問題な

ど,イ スラームの教えが入りこんでいる。本章では,食 習慣と飲習慣,結 婚や葬儀が,

カナダ社会の中で変化 しているのかどうか,ど のようにおこなわれているのかについ

て考察する。

　 1)食 習 慣

　 エ ジ プ ト人 ム ス リムの 食 物 の好 み は,全 体 的 に い って カ ナダ に 移 住 して か ら もあ ま

り変 化 して い な い。 カ ナダ に20年 近 く滞 在 して い るエ ジプ ト人 ムス リムで も,エ ジプ

トや ア ラブ の食 物 に 目を 輝 か せ る姿 が み られ る。As,　 Cu,　Trグ ル ー プを 問 わ ず,カ

ナ ダ の食 物 よ り も,エ ジ プ トの料 理 の方 が好 ま れ て,エ ジ プ ト風 食 習 慣 が カナ ダ に お

い て も続 い て い る。 変 化 が み られ るの は朝 食 だ けで あ る。 セ リアル や トース トと い っ

た カ ナ ダ式 の食 事 を す る者 が多 くな って い る。 エ ジプ ト人 が好 む伝 統 的朝 食 に は フ ー

ル25》が欠 か せ な い が,作 るの に 時 間 が か か るので,仕 事 の あ る週 日の朝 食 に は,間 に

合 わ な い。 と くに エ ジ プ ト人 ム ス リム移 民 に は共 働 きの夫 婦 が 多 い の で,エ ジ プ ト風

朝 食 を 用 意 す る こ とは,む ず か しい。 そ こで,ふ だ ん は 西 欧式 の朝 食 を と り,週 末 に

は,中 東 食 料 品店 で 手 に入 れ る エ ジプ ト風 チ ー ズ の一 種,ギ ブ ナ ・ル ー ミー や,オ リ

ーブ
,ヨ ー グ ル トと共 に,手 を か けて 用 意 され た フー ル を家 族 で ゆ っ く りと と るの を

楽 しみ に して い る。

　 昼 食,夕 食 は エ ジプ ト風 で あ る。 共 働 きの 夫 婦 の 場合,昼 食 に は家 に戻 れ な い の で

弁 当 を も って い く。 た いて い 中東 風 サ ン ドウ ィ ッチで,ア イ ー シと よ ばれ るエ ジ プ ト

24)Isiamic　Horizons　1986年1月 号で も,イ スラーム学校 の問題について議論 され,イ スラー ム学

　 校 に対する反対意見 として,北 米社会 か ら孤立 している,国 際的になれない,な どが挙げ られ

　 て いる。

25)そ ら豆 を煮 こんだ典 型的エジプ ト料理 。
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風 パ ン26)に トマ トと チ ーズ,レ タ ス な ど を は さん だ もの で あ る。 カ ナ ダ 風 に セ ロ リや

にん じん を 入 れ た り,エ ジプ ト風 ピ クル スを 入 れ た り もす る。 家 で昼 食 を と る と きに

は,タ ー ミーヤ27),ク フタ28),マ ハ シ29)な ど の エ ジプ ト風 料 理 が 用 意 され る。

　 エ ジ プ トで は昼食 に重 きが お かれ,夕 食 は軽 くす ませ る のが ふ つ うで あ るが,ヴ ァ

ンク ー ヴ ァーで は エ ジ プ ト式 の料 理 が最 もよ く出 され るの は,夕 食 で あ る。 夕 食 に は,

フ ン ムス30)と ア イ ー シ,バ バ ガ ヌー シ ュ31),タ ー ミー ヤ,ク フタ,マ ハ シ,エ ジ プ

トのハ ト料 理 に似 て い る とい わ れ る コー ン ウ ォ ール 風 鶏 料 理,ロ ール キ ャベ ッ,ア レ

キサ ン ドリア 出身 者 が と くに 好 む エ ビ ・い わ し ・に しん ・さけ な ど の シー フ ー ド,オ

ク ラ32),ズ ッキ ー二 な ど の野 菜 で あ る。 特別 な行 事 の あ る と きに は,も っと手 の こん

だ料 理,た とえ ば ワ ラカ ・ア イ ナ ブ と よば れ るぶ ど うの 葉 に 肉 と米 をつ つん で 煮 た も

の や,モ ロ ヘ ヤ33)の ス ー プ な どが作 られ る。 夕 食 の 最 後 に は,酢 づ け の と うが ら し,

オ リー ブ,ビ ー ツ,ア ー テ ィ ー チ ョー ク34》な どが で る。 デ ザ ー トは,ふ だん は 出 さ な

い。 友人 を食 事 に招 待 した り,NFECSの 子 ど も会 な ど,社 交 的 な 集 ま りの よ うな 特

別 の場 合 に の み,バ ク ラヴ ァ35),シ ム シ ミー ヤ36),カ タ イ フ3?)な ど,ア ラブ風 の甘

い もの が 出 され る。

　 エ ジプ ト人 ム ス リムの 子 ど もた ちは,カ ナダ 人 に人 気 の あ る コ ン ビニ エ ンス ・フ ー

ド,フ ァー ス トフー ドを よ く知 って い るが,両 親 と同 じ くエ ジ プ ト式 の 料 理 を 好 む 。

彼 らは,ホ ッ ト ド ッグやハ ンバ ー グ,中 華 料 理 の チ ャプ ス イ の よ うな もの も好 む けれ

ど も,タ ー ミー ヤ な どの エ ジプ ト料 理 に はか な わ な い とい う。 子 ど もた ちが エ ジ プ ト

料 理 を好 む の は,両 親 の積 極 的 な努 力 もあ って の こ とで あ る。 親 た ち は,エ ジ プ ト料

理 を と くに 時 間 を か けて 念 入 りに調 理 した り,自 分 た ちエ ジプ ト人 の食 文 化 は独 特 の

もの で,か らだ に も良 い こ とを 教 え た りす る。子 ど もた ち の好 き な エ ジ プ ト料 理 を た

び た び作 って,彼 らの好 み が長 続 きす る よ う気 を配 って い る。

26)ア ラブ食料品店で手に入 る。

27)豆 その他の野菜を裏 ごしに して,団 子状に揚げた もの。

28)羊 のひ き肉に玉ね ぎとパ セ リをまぜ,串 焼 きに した もの。

29)ト マ ト,ピ ーマ ン,な すなどの野菜に米 とひき肉を詰 めて煮 こんだもの。

30)エ ジプ ト豆 をつぶ し,ペ ース ト状に したもの。

31)な す料理の一種。

32)エ ジプ トか ら冷凍または生で空輸 した もので,北 米産のものよりも小 さ くて とげが少 ないの

　 で,エ ジプ ト人 ムス リムに好 まれている。

33)エ ジプ ト人 好みの野菜で,エ ジプ トか ら輸入 している。冷凍 のものはジ ャックの店,生 の も

　 のはメインス トリー トの フィリピン人の店で売 っている。

34)こ れ も,エ ジプ トか ら輸入 した ものが好まれている。

35)ピ スタチオ とパ イ皮を交互にかさね合せ,砂 糖汁または蜂蜜をかけた菓子。

36)ゴ マを固めた菓子。

37)ド ーナツ風の揚 げ菓子。
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　 エ ジ プ ト料 理 そ の もの と,そ れ へ の 嗜 好 は変 って い な い が,食 事 の と りか た は,カ

ナダ人 化 して い る面 もみ られ る。 た とえ ば,エ ジ プ トで は朝 食 の メ ニ ューで あ る フ ー

ル や,庶 民 の粗 末 な食 事 の代 表例 で あ るタ ー ミーヤ を,ご ちそ うと して 昼 食 や夕 食 に

食 べ るよ うに な って い る こ と,英 仏 系 カナ ダ人 が よ くや るよ うに,も ち よ りパ ー テ ィ

ー を す る ことで あ る。 エ ジ プ トで は,親 しい 間 が らで も,ご ち そ うの 足 しを も って い

くの は侮 辱 に な るが,ヴ ァン ク ーヴ ァ ーで は,モ ス クの集 りで も,も ち よ りパ ー テ ィ

が お こな わ れて い る。

　 食 事 の 時 間 に 関 して も,カ ナダ の 習 慣 に大 き く影 響 を 受 け て い る。 平 日の 朝 食 が カ

ナ ダ 式 な の は,好 み か らで は な く時 間 がゆ っ くり とれ な い か らで あ る。 昼 食 もエ ジ プ

トで は午 後2時 頃 と る の がふ つ うだ が,カ ナ ダ で は11時 半 か ら1時 半 ぐ らいの 間 に 食

事 を しな けれ ば な らな い。 夕 食 も エ ジプ トに い た時 よ りか な り早 くと る よ うに な って

い る。

　 エ ジプ ト料 理 に は,調 理 に時 間 の か か る もの が 多 い の で,前 もって 作 り,冷 凍 して

お くこ とが,エ ジ プ ト人 の間 で は な され て い る。 と くに共 働 きの女 性 た ち は,一 週 間

分 の 夕食 を 日曜 の午 後 に作 って お くの を 習慣 に して い る人 が 多 い。 フ ー ドプ ロセサ ー

は,エ ジプ ト料 理 を作 る た め,材 料 を砕 い た り混 ぜ た りす るの に役 立つ 器 具 と して,

カ ナ ダ の エ ジプ ト女 性 の間 で よ く用 い られ て い る。 この 頃 は,ほ とん ど の家 の台 所 に

あ るが,と きに互 い に貸 し借 りを す る こ と もあ る。

　 食 事 に 関 してAs,　 Cu,　Trグ ル ー プの 違 い が あ らわ れ るの は,豚 肉 とハ ラ ール 肉38》

の 問 題 に つ い て で あ る。筆 者 の 調査 に よれ ば,ヴ ァン ク ーヴ ァ ーの エ ジプ ト人 ム ス リ'

ム の 中 で,豚 肉 を食 べ る者 は皆 無 に近 い 。Asグ ル ー プの 者 は,う っか り して食 べ た

もの は ハ ラー ム(禁 じ られ た もの)に な らな い と い う。 しか し,こ のAsグ ル ー プ の

人 た ちで も,わ か って いて 豚 肉 を食 べ る者 は ほ とん どい な い 。 彼 らは宗 教 的理 由で 食

べ な い とい うよ りは,小 さ い と きか ら食 べ て い な いの で,豚 肉 はあ ま り好 きに な れ な

い ら しい。 ほ とん ど の エ ジ プ ト人 ム ス リム は,ソ ー セ ー ジな どの雑 肉 の製 品 を食 べ る

と きに は,豚 肉 が ま じって い な いか ど うか,成 分 を 注 意 深 くチ ェ ックす る。 子 ど もた

ち も,豚 肉 を食 べ て は い け な い こ とを 自覚 して い る。 友 人 の 家 を訪 問 す る と きに は,

友人 の 親 に 自分 た ち が豚 肉 を食 べ な い こ とを 伝 え て お く。

　 イ ス ラー ム に お い て豚 肉 が禁 じ られ て い る こ と は カ ナダ の エ ジプ ト人 た ち も,ま わ

りの人 た ち も,認 識 して お り,こ の タ ブ ーを 守 るの は,さ して 困難 で は な い。 しか し

豚 肉以 外 のハ ラール 肉 の問 題 は微 妙 で あ り,イ ス ラー ム 的環 境 の 中 に お け る ムス リム

38)[片 倉　1988a:716]註43参 照。
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の対 処 の仕 方 を,注 目 して おか ね ば な らな い6

　 ハ ラー ル 肉 を 販 売 して い る店 は,ヴ ァ ンク ーヴ ァーに は3軒,サ レー に1軒 あ る

(図1参 照)。 これ らの店 の 所 有者 は パ キス タ ン人 ム ス リムで,屠 殺 場 の所 有 者 か ら屠

殺 権 を 買 い と り,イ ス ラ ー ムの お きて に の っ と った儀 式 を お こな った 上 で 屠殺 を お こ

な って い る。 エ ジ プ ト人 ム ス リム の 多 くは,こ れ らの店 か ら肉 を 買 うよ うに つ と めて

い る。 しか し,パ キス タ ン人 は清 潔 で な い と い う偏 見 の 上 に,こ れ らの店 で買 っ た 肉

は まず い こ とが 多 く,値 段 も高 くな るた め,買 うの を躊 躇 す るエ ジプ ト人 が 多 い。 彼

らは,ハ ラール の こ とを 気 に しつ つ,実 際 の 日常 生 活 は,ハ ラー ル食 肉店 以 外 の 肉屋

か ら肉 を買 って い る こ と もあ るの が 実 情で あ る。 そ の行 為 を 正 当 化 す るた め,ま た,

良 きムス リム と して,ハ ラール で な い 肉 を食 べ て い る とは 認 め た くな い た め,「ハ ラー

ル 」 の 解 釈 を ゆ るや か な もの に しよ うと して い る。 そ の よ うな解 釈 の典 型 的例 は,動

物 を屠 殺 した の が,ム ス リム と同 じアハ ル ・ル ・キタ ー ブ,す な わ ち ユダ ヤ人,ク リ

ス チ ャ ンで あ る な ら,そ の 肉 は ハ ラー ル だ とす る も ので あ る。彼 ら は通婚 も許 され て

い る啓 典 の民 で,一 神 教 徒 で あ るの だ か ら,ま ち が った 神 に さ さげ られ て い る もので

はな い と解 釈 す るの で あ る。Cuグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 た ちは,い つ の ころ か らか,

ウ ッ ドワー ス 店39》で売 られ て い る肉 は,ハ ラ ール だ と信 じこん で い る。 リ ッチ モ ン ド

の 大 モ ス クの イマ ー ムが,ウ ッ ドワー ス の店 で 売 られ て い る肉 は,適 切 な屠 殺 方 法 が

と られ て い る と公 表 した とい うの で あ る。 ほん と うにハ ラ ール で あ るか ど うか に は疑

問 を も って い る者 もい るよ うで あ るが,こ の うわ さを 信 じて お きた い と い う心 理 が,

多 分 に働 い て い る と観 察 され た。 肉 を買 い に い くの は,パ キス タ ン人 のハ ラール 肉店

で な けれ ば,ウ ッ ドワー ス 店 で 買 うの だ とい う こ とで,一 応 の安 堵 感 を も って い るの

で あ る。 しか し,・Trグ ル ープ の 人 た ちは,イ マ ー ムが ウ ッ ドワー ス の 肉 につ いて 肯

定 的 に 言 及 した とい う こと を否 定 し,ハ ラ ール 肉 の 店 で 肉 を買 うべ きで あ る と主 張 す

る。

　 ハ ラー ル 肉 に つ い て は,Asグ ル ープ は 関心 が薄 く,気 にか け るの に 値 しな い 問題

だ とい う者 もい る。Cuグ ル ー プ は,た て まえ と して はハ ラー ル 肉 を食 べ て い るの だ

とす るが,厳 密 に は ハ ラール で な い もの を食 べ て い る こ とを 内心 認 めて い る。Trグ

ル ープ は,こ の 問 題 に 強 い 関心 を もち,厳 格 な 解 釈 を す る,と 概 括 で きる。

　 ハ ラ ール 食 肉 店 の ほか に,エ ジプ ト人 ム ス リムが しば しば 利用 す る店 に,ヴ ァ ンク

ーヴ ァー東 部 に あ る"Middle　 East",通 称 「ジ ャ ッ クの店 」が あ る。 ヨル ダ ン人 の ク

リス チ ャ ンが 経 営 して い る食 料 品 お よ び雑 貨 店 で あ る。 エ ジプ ト人 ム ス リム や そ の他

39)広 い販売網を もつ,チ ェイ ンス トアの食料品雑貨店。
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写真7 中東 出身者たちが よ く利用す るジャックの店

の ア ラブ,お よ び ギ リシア人,ユ ダ ヤ人 が大 勢 や って くる。 この 店 で は,食 用 の ぶ ど

うの 葉 や そ ら豆 の かん づ あ な ど,カ ナダ で は手 に入 れ に くい 中東 地 域 や ギ リシア の食

品 ば か りで な く,洗 面 所 用 の イ ブ リー ク40》に い た るま で,幅 ひ ろ く扱 って い る。 ア ラ

ビア語 の 新 聞 ・雑誌 は,3日 程 度 の遅 れで 手 に入 る。 エ ジ プ ト映 画 の ヴ ィデ オ レ ンタ

ル サ ー ビス も人 気 が あ る。

　 「ジ ャ ックの 店 」 は,エ ジプ ト本 国 の店 と雰 囲気 が似 て い るた め,利 用 す るエ ジプ

ト人 が多 い。 ヴ ァン ク ーヴ ァ ーの エ ジプ ト人 ム ス リム が,As,　 Cu,　Trグ ル ー プを 問 わ

ず,最 もよ く出 あ う場 所 で あ る。

　 そ の他 に エ ジ プ ト人 が よ く利 用 して い るの は,ヴ ァ ン クー ヴ ァー の 目抜 き通 り近 く

写真8　 ハ ラ ー ル 食 肉 店

40)排 便のあ と,水 洗するための水を入れてお くピッチ。
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に あ る フ ィ リ ピン人 の 食料 品店,パ レス チ ナ人 夫 妻 の店(King　 Edwardの 店)な ど

で,中 東 か らの輸 入 品 で あ る冷 凍 の オ ク ラや,カ イ ロか ら空 輸 して い る モ ロ ヘ ァな ど

が手 に入 る。 こ うい った 中東 あ るい は エ ジ プ ト特 有 の食 品 を 求 め るば か りで な く,一

般 の カ ナダ 人 が よ くい く,青 空 市場 風で 品物 の豊 富 な グ ラ ンヴ ィル ・ア イ ラ ン ドの マ

ー ケ ッ トや
,セ イ フ ウ ェイ の ス ーパ ーマ ー ケ ッ トも,エ ジプ ト人 た ち が 日常 の食 生 活

の た めに,よ く利 用 して い る。 カ ナダ 人 と 同 じ材 料 を 買 って きて も,多 くは エ ジ プ ト

風 料 理 に 細 工 して 食 べ る こ とは,先 に述 べ た通 りで あ る。

　 ヴ ァン クー ヴ ァー には,レ バ ノ ン人 経 営 の レス トラ ンが2軒 あ り,中 東 料 理 を 出 し

て い る。 しか しエ ジプ ト人 ム ス リム は ほ とん ど利 用 しな い。 同 じア ラブ料 理 で も,レ

バ ノ ン料 理 が エ ジプ ト料 理 とか な り異 な る こ と もあ るが,一 般 に,外 食 は好 まれ ない

こ とが そ の 理 由で あ る。 と くに,ナ セル 時 代 以 前 に エ ジプ トで 育 った エ ジ プ ト人 た ち

は,家 族 との 食 事 は 自宅 で す る もの と い う ア ラ ブの 伝 統 的 習慣 を身 につ けて い る。 客

を外 の レス トラ ンに招 くこ と は,失 礼 と され て い る。 カ ナ ダ社 会 の 影 響 を うけて,外

の レス トラ ンで食 事 を す る こ と もあ るが,そ うい う時 は,自 宅 で は作 れ な い ア ラ ブ料

理 以 外 の もの を 選 ぶ こと が 多 い。

　 2)飲 習慣

　 飲 物 も,エ ジプ トに い た時 と 同様 に,カ ナ ダ に お いて も,伝 統 的 な もの が 好 ま れ て

い る。 最 も よ く飲 ま れ るの は紅 茶 で あ る。 エ ジ プ トで は,紅 茶 を飲 む に は,必 ず透 明

の小 さ な ガ ラス コ ップ が 使 わ れ るが,こ の ガ ラス コ ップ は,ヴ ァ ンク ー ヴ ァーで は入

手 し難 い こ と もあ り,カ ナダ 人 の 影 響 もあ り,ふ つ うの紅 茶 茶 碗 で,飲 ま れ て い る。

紅 茶 に似 た カル カ デ ィの 葉 も よ く用 い られ る。 この 葉 は,ヴ ァン クー ヴ ァーで は ダ ロ

ウ ェイ ・スパ イス 店 で販 売 して い る。 植 物 の根 か ら作 るア ル クは,ラ マ ダ ー ンの と き

の飲 物 で,ジ ャ ック の店 で 売 って い る。 エ ジプ トで は昔 か ら,お 産 を す ませ た女 性 が,

飲 む こと に な って い る。 ヴ ァン クー ヴ ァーで は,男 性 も女 性 も,疲 労 回復 の た め に飲

む。 ム ガ ー ッ は,ご まの 実 と根 を,薄 黄 色 の粉 末 に した もの を,砂 糖 で 甘 く して 飲 む

も ので あ る。 ジ ャ ックの 店 に粉 末状 の ものが 売 られ て い るが,エ ジプ トへ行 った 人 が,

必 ず と い って い い ほ ど おみ や げ と して も って帰 って くる。

　 紅 茶 に 次 い で,よ く飲 ま れ るの は,エ ジプ ト本 国で と同様 に,ト ル コ ・コー ヒー で

あ る。 トル コ ・コ ー ヒーを 作 るた め の金 属 製 の器 は,ジ ャ ックの 店 で も売 って お り,

た いて い の家 庭 の台 所 に は,そ な え つ け られて あ る。 エ ジプ ト人 同士 の集 りで は,紅

茶,コ ー ヒー の順 で もて な され るの が,つ ねで あ る。

　 筆 者 が調 査 したヴ ァン クー ヴ ァー の エ ジプ ト人 の う ち,Cuグ ル ー プ,　Trグ ル ー プ
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の者 は,ア ル コー ル を ほ とん ど 口 に しない 。NFECSの メ ンバ ーは,オ ー ク リッ ジ ・

コ ミュ ニ テ ィ ・セ ンタ ーで,週1回,夕 方 か らバ レ ー ボ ール な どの ス ポ ー ッの 集 い を

して い る が,他 の カ ナダ 人 の よ うに,ビ ール な どの ア ル コー ル類 は ま った く もち こま

な い。 飲 み もの は,オ レ ン ジ ジ ュ ース だ けで あ る。 エ ジプ ト人 グル ー プ は酒 を飲 ん で

乱 れ な いか ら模 範 的 だ と,セ ンタ ーの 管 理 人 た ちの エ ジプ ト人 に対 す る評 価 は高 い。

ス ポ ー ツの あ と,誰 か の う ちで 小 さな パ ー テ ィー を す る こと もあ る が,こ こで も紅 茶,

コ カ コ ー ラ,カ ナダ ドラ イ,甘 い お 菓 子 類,ぶ ど うや桃 な ど の果 物 が 出 さ れ る だ けで,

ビ ール 類 は 一 切 み られ な い。 筆 者 の家 に エ ジ プ ト人 た ち を招 い た折,7月 の 暑 い と き

に は ビー ル を 出 して,「 こ こ は カ ナダ だ し,暑 い 日 に は お い しい よ」 と,か な り強 く

す す め て み た が,だ れ も飲 も う と は しな か った 。Cuグ ル ー プ,　Trグ ル ー プの エ ジ プ

ト人 た ちの,さ ま ざ ま な会 合 に何 回 か 出席 した が,一 度 も酒 を 飲 ん で い る姿 に 出 くわ

さな か った 。Asグ ル ープ とCuグ ル ー プ が 同席 した際 に は,　Asグ ル ー プが アル コ ー

ル を飲 ん で いて も,Cuグ ル ー プの 人 た ち はオ レ ン ジ ジ ュー ス だ け で楽 しん で い た。

非 ム ス リム の人 々 と 同席 した と き も,飲 酒 して い る人 々を 目の前 に しつ つ,ソ フ ト ド

リン クだ け で す ませ て い た。

　 エ ジ プ トは じめ,ム ス リム がマ ジ ョ リテ ィの と ころ に いた 時 に は飲 酒 して い た エ ジ

プ ト人 ム ス リムで,カ ナダ に来 て か ら禁 酒 しは じめ た人 や,カ ナダ に 来 て か ら飲 み は

じめ たが,現 在 は飲 ん で い な い とい う人 た ちが,意 外 に多 く存 在 す る。

た とえ ば,

T:建 築 家。 か な り厳 しい禁 酒 国 の ク ウェ ー トに いた15年 間 は,ひ そ か に飲 ん で い た 。

　 　 しか し カナ ダ に来 て か ら禁 酒 した。

A:大 学 附属 研 究 所 研 究 員 。 カ ナダ に 来 て か ら禁 酒 した。 ワイ ンが好 きだ った。 エ ジ

　 　 プ トに い る時 か ら宗 教 的 な た め らいを 感 じて い たが,カ ナ ダ に 移 民 して 以 来 ぷ っ

　 　 つ りや め た。

M:カ ナダ の大 学 に在 学 中,周 囲 のpeer　 pressureの た め に飲 み は じめ た。 禁 酒 し

　 　 た の は,宗 教 的 な 理 由か らで は な く,酔 って い る と きの 自分 や他 の人 々の ふ るま

　 　 いが嫌 だ った か らで あ る。 ア ル コール が 好 み に あ わ な い の と,成 長 してpeer

　 　 pressureに 抵 抗 で き る よ うに な った た め,禁 酒 を続 けて い る。

A・N・:カ ナ ダ へ来 て か ら も飲 ん で い た。 今 で も,酒 の 味 は す きだ が,赤 ん 坊 だ っ た子

　 　 ど もた ちが大 き くな っ た ので,父 親 と して 良 い 手 本 に な れ るよ う,禁 酒 しは じめ

　 　 た。

　 飲 酒 を 肯 定 す るカ ナ ダ の社 会 的環 境 の故 に 飲 酒 しは じめ た者 は,Asグ ル ー プの 一
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部を除いてほとんどいないという。む しろ,カ ナダに来てから,自 己のアイデンティ

ティ確立の過程で,禁 酒をはじめた者の方が多いといわれる。

　Asグ ループの者は,カ ナダに来 る前から飲酒をしていた者が大部分であるが,な

かには,カ ナダ社会に同化 しようとして,英 仏系カナダ人とのつき合い上,飲 酒しは

じめた者 もいる。

　女性で飲酒しているのは,Asグ ループの1人 だけである。

M:23才 。1984年 にヴァンクーヴァーにやってきた。ここで勉強 している兄弟の友人

　　 と結婚 したが,3カ 月後に夫を残 して英仏系カナダ人の恋人と同棲しはじめた。

　　ヴァンクーヴァーのエジプ ト人ムス リム女性の中では,平 均よりも教育程度が高

　　い。他のエジプ ト人ムス リムとつき合 っていない。彼女の友人は,英語のクラスで

　　知 り合 った,エ ジプ ト人以外のさまざまな文化背景をもつ人 々である。彼女は自

　　分のことをムス リムだとはいうが,自 分で も信心深いとは思っていない。しかし,

　　自分の飲酒は適度なもので,こ の程度は許されるのだと主張 している。同棲 して

　　いた英仏系カナダ人とは,酒 を飲みすぎるという理由で別れた。

Mの 場合,ア ルコールを好んでいるというよりも,カ ナダの社会に同化し,カ ナダ

人 と同じ行動をしようとして飲酒 していると観察される。彼女は自己主張が強く,カ

ナダ社会で成功したいと強 く望んでいる。

　 ム ス リム女 性 の飲 酒 例 が 少 な い の に は,い くつ ふ の理 由が あ る。

　 ま ず,飲 酒 は男 性 のす る こ と とい うイ メ ー ジが,カ ナ ダ社 会 全 般 に あ るの で,女 性

は あ ま りプ レ ッ シ ャーを う けな くて す む 。 カ ナ ダ の エ ジ プ ト人 ムス リム ・コ ミ ュニ テ

ィは,女 性 の 飲 酒 に 対 して は,と くに厳 しい とい う こ と もあ る。 さ らに,ム ス リム女

性 は母 と して,子 ど もの お手 本 と な るた め,良 きム ス リムで な けれ ば な らない とい う

社 会 的圧 力 が 存 在 す る。

　 ヴ ァン ク ーヴ ァー の エ ジ プ ト人 ム ス リム は,非 ムス リムの カ ナ ダ人 が,社 交 的 な 集

りで アル コ ール を 重 視 す る こ とに,否 定 的で はあ る けれ ど も,非 ムス リム の飲 酒 に対

して は,柔 軟 な 姿 勢 を 示 す。1985年11月 の,NFECSの デ ィナー ・パ ー テ ィーで は,

非 ムス リムの 客 の た めに バ ー を 用 意 す るか ど うかで 論 争 が あ った 。結 局,客 は アル コ

ール の注 文 を す る こ と はで き るが
,バ ー は設 置 しな い と い う妥 協 案 が可 決 され た。 非

ム ス リム,ム ス リムを 問 わ ず,飲 酒 して い る者 が す ぐそ ば にい て も,面 と向 って そ れ

を た だ す とい う よ うな こ とは,全 くしな い。 禁 酒 は,神 に 向 って 守 る もの で,人 々 が

互 い に けん せ い し合 う性 質 の もの で は な い と い う ので あ る。

　 アル コール に 対 す る反 対 は,宗 教 的 な面 だ けで な く,世 俗 的 な配 慮 に も根 ざ して い

860



片倉　 異文化環境のアラブムスリム

る。 ア ル コ ール は,人 々 の行 動 を 変 え て しま い,そ の 人 の 本 当 の 性格 を 知 る こ とが で

きな くな る と考 え られ て い る。 社 交 上 の 集 りに お い て ア ル コール は,友 人 つ き合 い の

楽 しみ の,代 用 品 にす ぎ ない 。 エ ジプ ト人 ム ス リム は,ア ル コー ル の 助 け を か りず に,

仲 間 同士 の社 交 を楽 しむ ことが で きるの だ とい う。

　 3)結 婚

　 ム ス リム の結 婚 に は,「 契 約 」 の 意識 が強 い こ と,男 性 か ら女 性 にマ フル(結 婚 結

納 金)を 支 払 う こ と,ム ス リム女 性 はム ス リム以 外 の男 性 と結 婚 で き な い こ と な ど,

い くつ か の 特 徴 が あ る41)。 カ ナダ に 移 住 して きた ム ス リム は,結 婚 に つ い て本 国 とま

った く同 じや り方,考 え方 を 保持 して い くこ と は困 難 で あ り,カ ナ ダ の制 度 や 習慣 に

合 わ せ て,多 少 は変 え て い か ざ る を得 な い面 もあ るが,基 本 的 に は,イ ス ラー ム式 の

や り方 で と りお こな って い る。

　 カナ ダ で の 結婚 の 際 に は,ま ず,Death　 and　 Marriage　 Registration　 OMceで,

結 婚 許 可 証(marriage　 liCenCe)を 申請 せ ね ば な らな い。 コ ン ピ ュー タ に よ って,重

婚 で ない か な ど が 調 べ られ,許 可 証 が 出 され る。 これ に は結 婚 当 事者 双 方 の年 齢,名

前,住 所,結 婚 歴 な どが書 き こま れて い る。 有 効 期 限 は3カ 月 で あ る(図3)。

　 カナ ダ 政 府 よ りの この結 婚 許 可 証 が と との え られ た 段 階 で,英 語 とア ラ ビア語 で 書

き こま れ た 図4の よ うな イ ス ラー ム式 の結 婚 契 約 書 が,マ ー ズ ー ン(結 婚 登録 人)に

よ って 用 意 され る(図4)。 これ に は,エ ジ プ ト本 国で と 同様 に,結 婚 す る男 女2人 の

ほか に,2人 の証 人 の サ イ ンが必 要 と され る。 マ フル の 額 も,契 約 書 に記 入 され る。

エ ジプ トな ど,中 東 で は結 婚 時 と離 婚 時 に分 けて,き ちん と金 額 が書 き入 れ られ るが,

カ ナ ダ で は,what　 they　 havc　 agreed　 uponと の み書 くこ とが 多 い。 ま た,カ ナダ

で は,金 銭 の代 りに,カ ナダ 風 に指 輪,宝 石 に した り,マ フル そ の もの を や めて しま

う こ と もあ る。

　 ヴ ァ ン クー ヴ ァー に は,5人 のマ ーズ ー ンが い る。 全 員 エ ジプ ト人 の ス ンニ ー ・ム

ス リム で あ るが,イ スマ ー イ ー リー,パ キス タ ン人,イ ラ ンの シー ア派 ムス リムた ち

の 結 婚 式 に もマ ー ズ ー ンと して よ ばれ る。 エ ジプ ト人 は,リ ッチ モ ン ドの モ ス クを 牛

耳 って い る フ ィジ ー人 と は,必 ず しも折 り合 い が よ くな い が,結 婚 式 の 折 に は,エ ジ

プ ト人 マ ー ズ ー ン が フ ィ ジ ー人 に よば れ る。 マ ー ズ ー ンは ヴ ォ ラ ンテ ィア で や って い

る仕 事 で,金 持 か ら も貧 乏 人 か ら も,謝 礼 金 を と らな い こと に な って い るが,祝 儀 の

よ うな形 で,礼 が な され る こ と もあ る。

41)エ ジプ ト人の結婚 の詳細について は[大 塚　1985:273-307】 参照。
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図蓋3　カナダ政府健康省へ提出する結婚登録用紙
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図4　 イスラームによる結婚証明書
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　 カ ナダ に来 て か ら結 婚 した者 の 中 に は,エ ジ プ トに 一 時 帰 国 した際 に,相 手 を みつ

け よ うとす る者 もい る。 そ の一 例 に,最 近,休 暇 で エ ジプ トに帰 国 した と き に,家 族

の ア レ ンジで4人 の女 性 に会 い,そ の うち の1人 と婚 約 したA.S.が い る。 彼 に よ れ

ば,「 ほん と うはカ ナダ の女 性 と結 婚 した か った が,宗 教 的 な 相 違 の た め に 困 難 な の

で あ き らめ た。 イ ス ラ ー ムで は,結 婚 す る こ とは義 務 なの で,イ ス ラー ム へ の コ ミッ

トメ ン トを はた す た め に結 婚 す る こ と に した」 とい う。

　 カ ナ ダ で結 婚 相 手 を みつ け た エ ジプ ト人 ム ス リム に は,友 人 の 紹 介 や,パ ーテ ィで

知 り合 った とい う者 が多 い。 雑 誌 の 広告 欄 に,「 ム ス リム女 性 を求 む 」「ムス リム男 性

を 求 む 」 とい うよ うな広 告 を のせ る者 もい る42)。 しか し,エ ジプ ト人 ム ス リム の 中で,

相 手 が 単 に ム ス リム で あ れ ば よ い と考 え て い る者 は,Trグ ル ー プ に お いて も少 数 派

で,大 部 分 は エ ジプ ト人 ム ス リム と縁 組 み した い と考 え て い る。 その た め,選 択 範 囲

はせ ば ま り,カ ナ ダで は将 来 の結 婚 相手 が 心配 だ か ら,カ イ ロに帰 るつ も りだ と い う

者 も多 い 。

　 4)葬 儀

　 カナ ダ の エ ジプ ト人 ム ス リム が直 面 しは じめて い る問題 の ひ とつ は,死 去 に よ って

起 き る葬 儀 の 問 題 で あ る。 ヴ ァ ン クー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ムス リム の年 齢 は,比 較 的

若 い の で,自 然 死 に よ る葬儀 の 問題 は ま だ さ しせ ま った もの で はな か った が,1983年

に60才 の女 性 が 亡 くな った こと に端 を発 して ク ロ ーズ ァ ップ されて きた。 彼 女 は,カ

ナダ に移 民 した 娘 の 家 族 と住 む た め に1981年 に エ ジプ トか らヴ ァ ンク ー ヴ ァーへ や っ

て きて,2年 ほ ど暮 した が,な れ な い環 境 の 中で 病 気 に な り,つ い に死 亡 した。

　 死 者 が 出 た 場 合,遺 体 を エ ジプ トに送 り返 して 埋 葬 す るか,カ ナ ダで 埋 葬 す るか が

問 題 に な るが,エ ジプ トへ送 るの は費 用 が高 くつ くた め,多 くの エ ジ プ ト人 に と って

は困 難 で あ る43)。 ム ス リム用 の墓 地 が な か った ので,ム ス リム の カナ ダ で の 埋 葬 は,

死 者 の顔 を メ ッカに 向 って 寝 か せ,土 葬 す る とい うイ ス ラ ー ムの 埋 葬方 法 が,か つ て

は と れ な か った。 しか し,ブ リテ ィ ッシ ュ ・コロ ン ビァ州 で は,1976年 以 来,ム ス リ

ム用 の 墓 地 が確 保 され,イ ス ラー ム式 に埋 葬 され る よ う,BCMAに よ って と りは か

らわ れ る よ うにな った(図5)。

死 者 が 出 る と,BCMAに 所 属 す る埋 葬 責 任者(burial　 oMcer)ま た はBGMAの 役

員 に 連 絡 を と る。 これ らの埋 葬 責任 者 た ち がい な い 時 に は,コ ー ラ ンの知 識 が 豊 富 な

42)こ れ については[片 倉　 1988a:719,註44}参 照。

43)1985年 には,サ ウデ ィア ラビア人 とヨルダ ン人各 々1名 の遺体が,本 国の親族の もとに送 ら

　れた。
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図5　 オ ー シ ャ ン ・ヴ ュ ー ・メモ リア ル ・パ ー ク

　 　 　 　 イス ラー ム教 徒 用 墓 地 所在 地

者,た とえばモスクのイスラーム学校教師であるエジプ ト人Naな どが代行すること

もある。連絡を受けたこれらの人は死者のためにコーランの文句を唱え,遺 体がイス

ラームのきまりに従って埋葬されるように手続 きをする。

　その後,死 者の親族や友人が遺体をリッチモンドのモスクに運ぶ。ここには,遺 体

洗浄所がある。エジプト本国でと同様に,男 の遺体は男の手で,女 の遺体は女の手で,

水をもって洗い清められる。胃と腸は中味が全部押 し出され,洗 浄 される。体の開口

部分全部に樟脳油を吸いこませた綿がつめられる。そののち,遺 体は白い綿布で包ま

れる。このとき,白 い綿布の代 りに死者が生前,巡 礼に使った白い貫頭衣風のアラビ

ア衣裳(イ スラームと呼ばれる)を 用いることもある。遺体を包むこの布にも樟脳油

がふりかけられる。続いて,死 者のために神に許 しをもとめる祈祷がおこなわれる。

死者が男の場合 は腹のところに,女 の場合は肩,す なわち乳房の見えない位置にイマ
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写 真9　 オ ー シ ャン ・ヴ ュー ・メモ リア ル ・パ ー クの入 口

一ムが立ち,死 者を神のもとに返させて くれるようコーランの文句を唱える。その後,

遺体は棺に納められて墓地へ移される。

　墓地では,地 中に穴を掘 り,遣 体を棺から出 してここに入れ,右 腹を下にして顔を

キブラ(ム ス リムが礼拝の際に向かう方向,す なわちメ ッカのカーバ聖殿の方角をさ

す)の 方へ向けて入れる。胸のところにコーランを置くこともある。墓地には,キ ブ

ラの方向がわかるように,BCMAと 書かれた黒石がメ ッカの方向に向けて置かれて

いる。そのまま放置すると,遺 体があおむけになるので,背 中の側に石などを置き,

それを防 ぐ。次の埋葬の際には,1人 分あけた横に順次遺体を埋めていく。最 も新 し

く埋葬された場所のすぐ横を掘るのを,し ばらくの間は控えておくためである。

　埋葬までにかかる費用は,埋 葬許可書が3ド ル,モ スクでの葬儀とBCMAの 墓地

写真lU　 イス ラーム教徒の墓石。花な ども供えず,か ざ り気のないのが特徴であ る
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使 用 料 な どす べ て を 含 め て,600ド ル(1986年 現 在)で あ るが,貧 しい人 は その 限 り

で はな い 。 カ ナダ で の ク リス チ ャ ンを含 む ふ つ うの 葬 儀 料 は,平 均4,000ド ル ほ どで

あ るか ら,こ こで の ム ス リムの 葬 儀 は,非 常 に 簡 素 で あ る と い え る。

　 BCMAは,1970年 代 に 入 って ムス リム 墓地 の購 入 計 画 を は じめ,ヴ ァ ンク ー ヴ ァ

ーの東 方,バ ー ナ ビー にあ るオ ー シ ャン ・ヴ ュー ・メ モ リァル ・パ ー ク に,ム ス リム

の た め の墓 地 区画 を 購 入 した 。1976年 に最 初 に 購 入 した200区 は25,200ド ル で あ った。

1977年 に は13,000ド ル で104区 を,1981年 に は28,200ド ル で200区,1983年 に は5,　313

ドル で33区 を買 い足 した。1985年 に は263区 を 購 入 し,こ れ で合 計800区 画 の ムス リム

墓 地 が 確 保 され た 。 この 費 用 を カ ヴ ァー す る基 金 は,ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州

在 住 の ムス リムた ちか らの 寄 附 に よ り,ま か な わ れ た。BCMAで は,墓 地 の 基金 の

た め に寄 附 を した 家 族 の 名簿 を記 録 保存 して お り,彼 らを 「墓 地 を 優 先 的 に 使用 す る

権 利 を持 つ 人 々」 と して い る。 た だ し,ム ス リムで あ れ ば,こ の 墓 地 を 使 用 す るの を

拒 否 す る もの で はな い と も記 され て い る。BCMAの こ の よ うな 活 動 は,大 きい事 業

を 自分 た ちだ けで はや れ な い少 数 ム ス リム,エ ジ プ ト人 の コ ミュニ テ ィに も安心 感 を

与 え る に いた って い る。

筆 者 の イ ン フ ォ ーマ ン トの 中 で も,M・Y夫 妻 な ど大 多 数 が 積 極 的 に ブ リテ ィ ッ シ

ュ ・コ ロ ン ビァ 州 の この ム ス リム墓 地 を利 用 す る こ とを 考 え て い るが,Mの 妹 の よ う

に,自 分 の 遺 体 は ど う して もエ ジ プ トへ 送 って ほ しい と言 って い る者 もい な い わ けで

は な い。

V.価 値観の変 化 と不変 化

1.　 イ ス ラー ム的行 動 お よび意識

　 ム ス リム に は,イ ス ラー ム を 信 仰 す る者 と して な さ な けれ ば な ら な い5つ の 行 為

(イ バ ーダ ー ト)が あ るが,ム ス リム がマ ジ ョ リテ ィで あ るエ ジプ ト本 国 とは異 な っ

た環 境 の 中で,こ れ らは,守 られ て い るのだ ろ うか 。 あ るい は,守 られ て い な い のだ

ろ うか 。 カ ナ ダ で は,本 国 に は なか った ク リス マ ス や イ ー ス タ ー,ハ ロ ウ ィ ー ンな ど

の キ リス ト教 徒 の祭 日が,社 会 の 中で 大 きな 位 置 を 占 め て い る。 これ らに対 して ヴ ァ

ン ク ーヴ ァー の ム ス リム た ち は ど の よ うに 対 応 して い るの だ ろ うか 。 非 イ ス ラー ム的

環 境 の 中に あ って,イ ス ラ ー ム に対 す る意 識 に変 化 は 出 て い な い のだ ろ うか 。 こ こで

はイ バ ー ダ ー トの うち の断 食,礼 拝,巡 礼,喜 捨 と,ク リスマ ス に対 す る対 応 の 面 か

ら,そ れ らを さ ぐ って み た い。
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　 1)断 食

　 ラマ ダ ー ン月 の断 食44)は,5つ の イバ ーダ ー トの 中で,重 要 な もの で あ るが,ム ス

リムが マ イ ノ リテ ィで あ る カ ナダ 社 会 で お こな うの は きわ め て困 難 で あ るよ うに み え

る。

　 エ ジプ ト本 国 とは異 な り,カ ナダ で は,周 囲 に い るム ス リムで な い人 々が,ふ つ う

の食 生 活 を お こな って い る。 と くに,子 ど もた ちは学 校 で 集 団 生 活 を送 って い るた め,

昼 食 の 時 間 に 自分 だ け食 べ な いで い る,と い う こ とが むず か しい。 第2に,カ ナダ

は緯 度 が 高 い た め,1985年 の ラマ ダ ー ン月 は,日 没 が午 後9時 半 頃 に 当 た って お り,

断食 解 除 の 開 始 が 非 常 に 遅 い 。1986年5月28日 付 の ヴ ァ ン クー ヴ ァー の 新 聞 　The

Vancouver Sunnに は,「 当地 の長 い1日 が,ブ リテ ィ ッ シ ュ ・コロ ン ビア 州 の ム ス リ

ムの 神 聖 な断 食 を ひ きの ぼ してい る」 と題 して,カ ナ ダ で 断食 を お こ な うムス リムの

苦 労 を報 じて い る。 中東 地 域 で は,日 の 出か ら日没 ま で14時 間 ほど の 断食 で す む の

が,3時45分 頃 が夜 明 け,9時 頃 が 日没 の ヴ ァン クー ヴ ァー で は,約18時 間 と,4時

間 近 くも長 くお こな わ な けれ ば な らな い[The　 Vancouver　Sun　 l986:Bl,3]。 それ に

加 え て,カ ナ ダで の一 般 的 生 活 は,当 然 な が らム ス リム の生 活 に あわ せ て 立 て られ て

い な い 。 エ ジプ ト(と くに カ イ ロ)で は,ラ マ ダ ー ン月 に は 仕 事 時 間 は短 縮 され,通

常午 前7時 半 に は じま り,午 後2時 に 終 わ る こ とに な って い る。 もち ろん,カ ナダ で

は,ム ス リムに 対 す る この よ うな配 慮 は ま った く存 在 しな い 。 ムス リム が 断食 を お こ

な う こ とを 知 らな い者 さえ い る。 ラマ ダ ー ン月 の特 別 措 置 に 関 す る要 求 が,ア ラブ ム

ス リム か らカ ナダ 政府 に 提 出 され て は い るが,何 らの返 答 も与 え られ て い な い。The

Vancouver　Sun紙 に は,　 「仕 事 の 同僚 か らの理 解 が 最 も必要 と され て い る が,そ れ は

北 米 の ムス リムに おい て は ま だ 望 む べ く もな い。」 と報 じて い る[The　 Vancouver　 Sun

1986:B3]。

　 しか し,1984年,85年 の ラマ ダ ー ン月 に お け るヴ ァン クー ヴ ァーで の筆 者 の調 査 で

は,60～65%の エ ジプ ト人 ム ス リムが 断 食 を お こな って い た(う ちAsグ ル ー プ5%,

Cuグ ル ー プ70%,　 Trグ ル ー プ100%)。 共 働 きで,建 築 技 師 の仕 事 を もつ 女 性Naは,

通常 通 り仕 事 を す る と疲 れ るが,多 少,ス ロー ダ ウ ン しな が らや り 出せ ば で き る とい

う。 ラマ ダ ー ン月 に は,昼 間,食 事 を 断 ち 日没 時 に食 事 を す るわ け だ が,彼 女 は ラマ

44)ラ マダー ン月の新月の日か ら,次 の新月 の日まで,日 の出か ら日没 までい っさいの食を断つ。

　水一滴飲む ことも許 されない。ただ し,日 没の飲食はさ しつかえない。ブ リテ ィッシュ ・コロ

　 ンビア州では,サ ウデ ィア ラビアで新月 が観測されたとARABSAT通 信衛星が告 げた日(1986

　年には5月9日)か ら断食す るムス リムもい るが,ほ とん どのムス リムは,自 分た ちの住む地

　域で新月の見 える日(1986年 には5月10日)か ら始 める。
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ダ ー ン月 の2ケ 月 前 か ら,昼 食 は ほ とん ど食 べ ない よ うに し,早 あ の夕 食 を エ ジ プ ト

風 の昼 食 の よ うに ゆ っ くり と食 べ る こと に して,ラ マ ダ ー ン月 の 急 な 変 化 に そ な え て

い る。 エ ジ プ ト人 男 性 医 師Aは,健 康 な者 に と って 断 食 は身 体 の た めに も良 い と主 張

して い る。

　 断食 を や って み た もの の,空 腹 が 仕 事(コ ン ピュ ー タ ・プ ロ グ ラ ミ ング)に 悪 影 響

を お よ ぼ した た め,途 中で や め て しま った者 もい る(M・Z・)。 そ れ で も12日 問 は お こ

な った と い う。 一 方,Aの よ うに,10年 間 断 食 を しな か った の に,去 年 か ら再 開 した

とい う者 もい る。 そ の理 由 は,子 ど もた ち に ム ス リム と して の 良 い 手 本 を 示 す た め だ

と い う。

　 エ ジプ ト人 ム ス リムの 子 ど もた ち は,自 発 的 に 断 食 を は じめ る者 が 多 い 。 断食 で き

る よ うに な った とい う こ と は,大 人 に近 づ い た ひ とつ の証 拠 で あ り,子 ど も た ち が そ

れ を誇 りに思 う例 は,中 東 に お け る調 査 で も明 らかで あ った。 同様 の現 象 が カ ナダ で

も見 られ る。 た とえ ば,肝 臓 を 悪 く した た め,1985年 に断 食 を しなか った 女 性Zaは,

14才 の息 子 に も,学 校 の 勉 強 や宿 題 が あ る し,か らだ の発 育 に良 くな い か ら,断 食 は

しな くて よい とい った が,そ れ に もか か わ らず そ の少 年 は 断食 を お こな った。 ま た,

M・Y夫 妻 の息 子 で11才 に な るMuは, ,1985年 の ラマ ダ ー ン月 に は5日 間 だ け 断食 を

した が,そ の 他 の 月 に 少 しず つ 日数 を分 け て,断 食 で き なか った 日数 の うあ合 わせ を

して い る と語 った。 学 校 の な い土 曜 日や 日曜 日 に断 食 を して,ラ マ ダ ー ン月1月 分 に

充 当 させ る こと を実 際 に お こな って い た 。Muは1984年 に も,ラ マ ダ ー ン月 に は 半分

の 日数 だ け断 食 した と い う。

　 ラマダ ー ン月 が 終 わ ると,断 食 明 け の祭 り(イ ー ド ・ル ・フ ィ トル)が3日 間 お こ

な わ れ る。 ヴ ァ ン クー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ム ス リム は,こ の 間 休 暇 を とる者 が多 い。

中東 や エ ジ プ ト本 国で と 同様,ム ス リム同 士 が 集 ま り,デ ィナ ー な ど を楽 しむ ので あ

写真11　 「Eid　Mubarak」 と書 かれた カー ドを背広の

　 　 　 胸にさげて断食明けの礼拝 に行 く
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る。 ふ だん は モス ク に行 か な いCuグ ル ー プ の者 た ち も,イ ー ドの礼 拝 に は 出か けて

い くの で,リ ッチ モ ン ドの大 モ ス クの ま わ りは,ム ス リム た ちで 大 混 乱 を 呈 し,2キ

'
mほ ど前 に 駐 車 して,歩 い て い か ね ば な らな くな る。 モ ス クに 集 ま る 人 々 は,「Eid

Mubarak」(お まつ りお めで と う)と 言 い あ っ た り,ア ラ ビア語 を よ く知 らな い人 は,

「Eid　Mubarak」 とい うカ ー ドを衣 服 に ピ ンで と め て あ い さつ し合 い,お 祝 い の気 持

ち を表 わ す 。

　 この 祭 りに は,子 ど もた ちに お金 が配 られ るの も,エ ジ プ トで と同 じで あ る。 ヴ ァ

ンク ー ヴ ァー-1'では,大 人 は友 人,知 人 の 子 ど もた ち に そ れぞ れ3ド ル くらい を 与 え る。

自分 の 子 ど もに はふ つ う10ド ル くらい を与 え る こ と に な って い るが,な か に はYの よ

うに,娘 に20ド ル 与 え た とい う者 もい る。 大 人 た ち も着 飾 るが,子 ど もた ちに は 下着

か ら ソ ックス に 至 る まで 新 品 の もの を着 せ るの が な らわ しで あ る。

　 2)礼 拝

　 1日5回 の 礼拝(サ ラー ト)を お こ な うこ と は,カ ナダ 社会 で は,断 食 よ り もは る

か に む ず か しい と エ ジプ ト人 ム ス リム た ち は い う。 しか し,礼 拝 を 全 くお こな わ な い

ムス リム は,筆 者 の 観 察 で は,Asグ ル ー プを 除 い て は,非 常 に 少 な か った。5回 の

う ちの い ず れ か の 礼 拝 を 必 ず毎 日お こな う者 は,ヴ ァ ンク ーヴ ァ ーの イ ン フ ォー マ ン

トの39%,ほ とん ど毎 日お こな うと答 え た者 は約44%で,計83%の 者 が,礼 拝 を なん

写真12礼 拝 するエジプ ト人少年,少 女

らか の頻 度 で な して い る。5回 す べ て

は で き な くと も,ズ フル(正 午),ア

ス ル(午 後),マ グ レブ(日 没),ア シ

ャ(夜)の う ち少 な くと も2～3回 の

礼拝 は お こな う。 フ ァジル(夜 明 け)

の祈 りは,そ れ ぞ れ 寝 床 の そ ば で し,

礼拝 の あ と も う一 度 寝 るの が普 通 で あ

る。 た いて いの 家 庭 で は,各 々の生 活

の サ イ クル に 合 わ せ て,1人1人 個 別

に礼 拝 を お こな う こ とが 多 い が,と き

に は,親 子 が 整 列 して礼 拝 す る こ と も

あ る。 た とえ ば,Naが,ブ リテ ィ ッ

シュ ・コ ロ ン ビア大 学 で 言 語 学 のMA

を と った お祝 いに,彼 女 の家 に 行 った

と きの こ と,午 後5時 頃,Naと シム
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シム シ ミー ヤ を い た だ きな が ら話 して い る と,向 うの方 で,会 社 副 社 長 の 夫F,息 子

のOm(10才),娘Mo(12才)が 何 か や って い る。 見 る と,父Fを 中 心 に して,3

人 は一 列 に並 ん で キ ブ ラ の方 を 向 き,礼 拝 を は じめ た。 ア ス ル の祈 りだ と い う。Fの

祈 りの声 が一 番 大 きい が,途 中で1度 あ くび を か み殺 して い た よ うだ った。 習 慣 と し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ

て や って い る ので あ って,必 ず しも1回1回 非常 に宗 教 的 に や って い るわ けで はな い

よ うに思 わ れ る。 妻 のNaは,い つ もで はな く,や る気 の あ る時 にだ け祈 る と言 って

い た。 女 性 は生 理 の 時 の 礼 拝 が 禁 ぜ られ て い る こと もあ って,母 親 は,家 族 の 礼 拝 の

列 に並 ば な い こと が多 い。

　 共 働 きの女 性 エ ン ジ ニ アMは,仕 事 を 終 え て か らDの 家 で のパ ー テ ィにや って きた

時,先 に来 て い た夫 や子 ど も と は別 に,1人 で 地下 で祈 って い た。 子 ど もた ち も,も

う祈 りを す ませ た者,ま だ の者 とば らば らで,母 親 に尋 ね られて か ら祈 りは じめた 者

もい た。 彼 らは1日5回 の 礼 拝 を,休 日に は 必ず す る とい う。Naの よ うに,家 族 が

祈 って い て も,自 分 は しな い と い う者 もい るが,誰 に も とが め られ ない 。

　 女 性 エ ン ジニ ア のDは,1日5回 の祈 りを お こな って い る。 夏 は朝3時 頃起 きて フ

ァ ジル の祈 りを して ま た寝 る。 ズ フル は昼 食 の 時,ア スル は仕 事 場 で の コ ー ヒー ブ レ

ー ク の時 に合 わ せ て,自 分 の オ フ ィス の ドア を しめ て祈 る。 家 に 帰 って か らす ぐ,マ

グ レブ の祈 りをす る。 この よ うに す れ ば,1日5回 の祈 りもむ ず か し くはな い,と い

う。Dは3年 前 か ら祈 りを は じめ た。 夫 のSは い つ も礼 拝 を して い た が,　Dに 強 制 は

しな か った 。 しか し,息 子 がg才 に な っ た と き,Sが 祈 りの 仕 方 を 教 え よ う とす る と,

「マ マ は祈 って い な い じ ゃな い か 」 と反 論 さ れ た。 そ こでSはDに,「 きみ も祈 るべ き

だ 」 と言 い,Dも そ の気 に な った。 彼 女 は 同時 に コ ー ラ ンの 読 調 もは じめ た。

　 Dの よ うに,最 近 に な って 礼 拝 を す る よ うに な った と い う者 は,少 な くな い 。 エ ジ

プ トに い た 頃 は ナ セル 将 校 団 の 一 員 で,宗 教 的 で は な か ったM.S.は,最 初 の 結 婚 に

失 敗 し,そ の 他 うま くい か な か った こ と が重 な ったた め,神 の 罰 だ と思 うよ うに な り,

宗 教 心 を と り もど して 礼 拝 を す る よ うに な った とい う。 現 在 の妻 は カ ナダ 人 だ が,熱

心 な ム ス リム で,1日5回 礼 拝 を す る。Tの 娘 で18才 のDiは,ク ウ ェー トで 中学 を

卒業 す る まで 生 活 し,現 在 は ブ リテ ィ ッシ ュ ・コロ ン ビア大 学 の医 学 部 に 在 学 して い

る。 彼 女 は,ム ス リム社 会 で あ る ク ウ ェー トで は礼 拝 も断 食 も しな か った が,ヴ ァ ン

クー ヴ ァー に来 て か らは1日5回 の 礼 拝 を す る し,断 食 も して い る とい う。

　 子 ど もた ちは7才 ぐ らい か ら礼 拝 を は じ め る。10才 に な って もや らな い と きは,体

罰(主 に 平手 打 ち)を 与 え て 叱 る。 しか し,筆 者 の 調査 で は,ム ス リムの 子 ど もた ち

は,自 発 的 に 周 囲 の ま ね を して祈 りは じめ る こ とが 多 い。Mの9才 に な る娘 も,親 の
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ま ね を して,最 近 祈 る ことを は じめ た。

　 リ ッチ モ ン ドの 大 モ ス クで は,日 曜 日の12時 頃,ズ フル の祈 りに 男 性 が い つ も130

人 あ ま り集 ま り,モ ス クの玄 関 まで あふ れ 出て い るの が 見 られ る。 中東 諸 国 の金 曜 日

の 礼 拝 の 時 と 同 じ様 な 光 景 で あ る。 ヴ ァ ンク ー ヴ ァーで は金 曜 の 礼拝 に,仕 事 の な い

と きや 昼 休 み に はや って くる。 アザ ー ン45》に つ い て は,特 定 の ムア ッジ ンは い ず,誰

も がで きる よ うに な って い る。 イス ラー ム学 校 で は,ア ザ ー ンの 仕 方 を コ ー ラ ンの時

間 に教 え て い る。

　 3)巡 礼

　 巡 礼 に関 して は,「 ま だ,そ こまで 考 え て い な い」 と答 え た2人 を 除 いて,筆 者 が

調 査 した イ ンフ ォ ーマ ン ト全 員 が 「で きれ ば 行 きた い」 と答 え た。 しか し,カ ナ ダ か

らメ ッカ まで の距 離 が地 理 的 に も経 済 的 に も相 当 な もので あ る ことジ 巡 礼 に も行 きた

い が,ふ る さ と エ ジプ トの 親 類,友 人 に会 い に帰 る方 に,よ り吸 引 力 が あ る こ とな ど

か ら,巡 礼 は,あ とま わ しに な って い るの が実 情 で あ る。 す で に 巡 礼 を お こな った者

は3人 で あ る。 そ の1人Aは,エ ジ プ トに い る老齢 の父 が,「 死 ぬ ま で に1度 巡礼 を

した いが,1人 で は足 許 が こ ころ も とな い。 で きれ ば つ い て 来 て ほ しい。 お ま え も巡

礼 は な るべ く早 く して おい た方 が よ い」 と言 って きたの が き っか け に な った と い う。

父 親 が 息 子 の 巡 礼 費 用 も う け も った。 経 済 的 に もか な り裕 福 な 家 族 で,巡 礼 か ら戻 っ

た 父 親 は,「 これ まで,す べ て の幸 福 を享 受 した と思 って い た が,巡 礼 の 時 感 じた 幸

福 は何 物 に もか え が た か った 」 と言 った と,Aは 語 った。　A自 身 は,カ ナ ダ に 来 て以

来,ビ ール を 飲 む な ど,あ ま り厳 格 な ム ス リムで は なか っ たが,巡 礼 に お い て ム ス リ

ム と して の 自覚 が は っ き り と し,巡 礼 か ら帰 ったあ と敬 けん な ム ス リム と して 行 動 す

る よ う に な った 。 飲 酒 はや め,礼 拝 も欠 か さ な い よ うに な った 。 か つ てAsグ ル ープ

だ った が,Trグ ル ー プ の1人 に な っ た事 例 の ひ とつ で あ る。

　 他 の2人 は,カ ナダ に 移 住 した の が,か な り早 い時 期(1957年)だ った夫 婦 で,エ

ジ プ トに い た父 母 た ち も死 ん で しま い,エ ジプ トへ里 帰 りす る よ りも,「 メ ッカへ の

里 帰 り」 を選 ん だ と い う。

　4)喜 捨

　 ヴ ァン ク ー ヴ ァ ーの エ ジ プ ト人 ム ス リム が お こな って い る喜 捨 に は2種 類 あ る。 断

食 の あ と,す べ て の ムス リム が少 額(3ド ル く らい)を 出す もの と,裕 福 な 者 が 年収

の2.　5%(ハ デ ィー ス に よ る)を 出 す もの で あ る。 ヴ ァ ン クー ヴ ァーの パ キス タ ン ・

45)礼 拝 の時刻を告 げるよびかけ。モスクの尖塔や入 口の脇で,肉 声でお こなわれ る。 この役 を

　 する者 はムア ッジンとよばれ,美 声 の者が選ばれる。
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カナタ㌔ センターで集め られたザカー ト(喜 捨)は,エ チオ ピアへの救援物資を購入

するために用い られていた。モスクでは,受 けとった喜捨の領収書を掲示板にはって

おき,来 た人が税金控除のためにそれをとってい くシステムになっている。

　そのほか,巡 礼祭にハラール食肉店に連絡 して羊を犠牲に し,モ スクに集まって来

た人に分けあたえることを した り,断 食ができなかったので,代 わりにエジプ ト大使

館を通 じて,カ イロにある福祉事業団に送金するなど して,そ れをザカー トだとする

例もある。この福祉事業団は,カ ナダのオタワにある大使館と連絡をとり,さ まざま

な福祉事業をおこなっている。たとえば,カ イロの失業者たちにエジプ トの民族衣装

を作 らせ,そ れをカナダで売るといった事業 もおこなっている。

　 5)　 ク リス マ ス へ の 対 応

　 ク リス マ ス の 祝 い は,カ ナ ダ 社 会 に おい て 重 要 な 催 しで あ り,エ ジプ ト人 ムス リム

に と って は 無視 す る こ とが む ず か しい もの で あ る。

　 ヴ ァ ン クー ヴ ァー の エ ジプ ト人 ム ス リム の コ ミュニ テ ィ内 部 に お け る ク リス マ ス へ

の 対 応 は さま ざ ま で,休 日 と は認 めな い とい うTrグ ル ー プか ら,　Asグ ル ー プ の よ

うに,典 型 的 な カ ナ ダ の ク リス マ ス に近 い お 祝 い を す る者 た ちま で,幅 が あ る。

　 自分 の ア イデ ンテ ィテ ィが エ ジプ ト的 伝統 よ り もイ ス ラ ー ムに 直 結 して い るTrグ

ル ー プ の人 々は,ク リス マ ス を 全 く無 視 す る傾 向 に あ る。Asと 彼 女 の 夫S.Y.の よ

うに,「 ム ス リム は ク リス マ ス を 祝 い ませ ん 」 「私 た ち の宗 教 に は 関係 あ りま せ ん 」 と

い う。 そ の代 り,彼 らは エ ジプ ト本 国で と同 様 マ ウ リ ドンナ ビー を 祝 う。 しか し,

エ ジプ トで の よ うに,に ぎ や か に,砂 糖 菓 子 を作 った り,人 形 を な らべ た て た りす

る こ とは しな い。Trグ ル ー プ の者 た ち に と って,ム ハ ンマ ドの 誕 生 日 は,彼 の良 き

お こな い を 回想 して 過 ごす 日で あ る と い う。 ク リスマ ス は,イ ス ラー ム の預 言 者 イ エ

ス46》の良 い お こな いを,静 か に 思 い め ぐ らす 日で あ る べ きだ と主 張 す る。 イ エ ス が ク

リス マ ス の祝 日 に お け る ク リス チ ャ ンた ち の 「飲 酒 と悪 い ふ る ま い」 を容 認 して い る

と は思 え な い。 彼 らの ク リス マ ス は,イ エ ス を通 して 表 わ さ れ た ア ッラ ー の メ ッセ ー

ジを 不 明 確 な もの に し,商 業 主 義 に ま ど わ さ れ,イ エ ス の 教 え を つ ま らな いも の に し

て しま う もの で あ る と主 張 す る。

　Trグ ル ー プの 家 庭 で は,ク リス マ ス に お祭 りを した り,贈 り物 の受 け わ た しを せ

ず と も子 ど もた ち が が っか り しな い よ う,つ ね 日頃 か ら言 い きか して い る と い う。 イ

46)イ ス ラームにおいて は,イ エスは神の預言者,使 徒(rasul),メ シア(mas三h),神 の しもべ

　 ('abd　Allah),神 の言葉(kalima　 AIIah)な どと呼ばれて重ん じられている。 処女生誕や終末の

　再臨 は認め られているが,あ くまで神の使徒 と してであ り,キ リス ト教のよ うな 「神の子」 と
,い う概念 は否定 されて いる。
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ス ラー ム を 早 くか ら理 解 させ て お け ば,子 ど もた ち もなぜ ム ス リムが ク リス マ ス を祝

うの が 不 適 切 な の か,な ぜ 贈 り物 を交 換 しな い のか わ か る と親 た ち は断 言 す る。 しか

し,ヴ ァ ン クー ヴ ァー の街 並 全 部 が ク リスマ ス の ネ オ ン や ク リス マ ス ・ッ リーで 飾 ら

れ,ク リス マ ス ・キ ャ ロル が 流 れ,カ ナ ダ人 の友 だ ち が贈 り物 の話 で も ち き りに な る

この季 節 は,カ ナ ダで 生 活 す る ム ス リムの 子 ど もた ちに と って,何 が しか の疎 外感 を

もた さ れ る時 で あ る こと は,子 ど もた ち と話 して み る とわ か って くる。

　 Cuグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 ム ス リム は,ク リス マ スに つ い てTrグ ル ー プ ほ ど厳 格

に考 え て い な い。 彼 らに と って は,ク リス マ ス は宗 教 的 意 義 を もつ もので は な く,家

族 や友 人 と過 ごす公 休 日で しか な い。

D・S夫 妻 は,2組 の エ ジ プ ト人 ムス リム家 族 と七 面 鳥 の デ ィナ ー を 催 した 。M・Y夫

妻,SZ夫 妻 も 同様 の デ ィ ナ ーを 友人,家 族 と催 した。　D・S夫 妻 の 家 に は一一eeのカ ナ

ダ人 の家 庭 と異 な り,ク リスマ ス ら しい 様 子 は 全 くな い 。 レース を ドア に 飾 った り,

居 間 に ク リスマ ス ・ッ リーを 立 て て もい な い 。 贈 り物 の 交 換 も しな い 。

一 方M・Y夫 妻 の 家 の よ うに
,ド ア の ま わ りに ぴ か ぴ か 光 る電 気 飾 りを は りめ ぐ ら

せ て,一 般 の カ ナ ダ人 ク リス チ ャ ンと 同様 に一 見 ク リス マ ス風 に して い る者 も い る。

「近 所 つ き合 い だ」 と割 り切 って い る。 子 ど も た ち も,こ の飾 りで 多 少,安 心 感 を も

つ とい う。

　 Cuグ ル ー プの 親 た ち も,ム ス リム の信 仰 が キ リス ト教 と ど う違 うか を子 ど もた ち

に説 明 して い る が,贈 り物 を ど うす るか に つ い て は は っ き り して い な い。 贈 り物 の交

換 そ の もの は,エ ジ プ トを 含 め,ア ラ ブ文 化 の 中で,肯 定 的 に考 え られ る も のだ か ら

で あ る。DS夫 妻 の よ うに,七 面 鳥 の デ ィ ナ ーを 友 人 同 士 で 楽 しむ が,贈 り物 は一 切

しな い と決 め て い る家 族 もあ るが,M・Y夫 妻 は,ク リス チ ャ ンの友 人 に は贈 り物 を

す る こと に して い る。SZ夫 妻 は,ク リス マ ス だ か らで はな く,「1年 の 終 わ りを祝

うた め 」 に 子 ど もた ちに 贈 り物 を す る。 これ に よ って,子 ど もた ち は ク リス チ ャ ンの

子 が楽 しみ に して い る経 験 を奪 わ れて い る と感 じな くて す む と い う判 断で あ る。

　 Cuグ ル ー プ の 中 に も,　Na・F夫 妻 の よ うに,ム ス リム で あ りな が ら,北 米 の ク リ

スマ ス の 習 慣 を ほ とん ど全 部 と り入 れ て い る 例 もあ る。 子 ど もた ちが 幼 い 頃 に は,

サ ンタ ク ロー ス が来 る とい う話 を し,靴 下 に お もち ゃやゲ ー ム な ど の小 さ い贈 り物 を

入 れ,「 サ ンタ ク ロー ス か ら」 も ら った もの だ と言 って い た。 子 ど もた ち も大 き くな

った の で(Moは14才,　 Omは10才),今 で は ム ス リム と して 「ク リス マ ス は本 当 は

自分 た ちの 祝 日で は な い」 ことを 理 解 して い る。 しか し,子 ど もた ち は今 で も贈 り物

を も ら って お り,キ リス ト教 徒 の 友 人 との 贈 り物 の や り と り も して い る。Na夫 妻 は,
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「カ ナダ 社 会 へ の ス ム ーズ な 同化 と,良 き ムス リムで あ る こ と とは矛 盾 しな い。 イ エ

ス は,イ ス ラ ー ムに お い て も,尊 敬 す べ き預 言 者 の1人 で あ り,ク リス チ ャ ンた ち と

同様 に 祝 う こ とは,何 らさ しつ かえ な い」 と言 う。Abと その チ ェ コス ロバ キア人 の

妻Hも ク リス マ ス ・ッ リー を飾 り,子 ど も た ちに 贈 り物 を して い る。 これ は子 ど もた

ちの,「 ク リス マ ス に は ム ス リムで あ る よ り も ク リス チ ャ ンで い た い」 とい う気 持 を

くん で 対 応 した もの だ と い う。Hの チ ェ コス ロバ キア 人 の妻 も,そ の娘 の夫 に な った

イ ギ リス 系 カ ナ ダ 人 も,ム ス リム に改 宗 して い るが,ク リス マ ス の 飾 りは,小 さい 頃

か らの 生 活 習 慣 と して,な い と さ び しい気 が す る とい う。H家 で の ク リス マ ス に は,

そ うい う背 景 も存 在 す る。Ahの ス イ ス人 の妻Doは,子 ど もた ちを ム ス リム と して

育 て て はい るが,ク リス マ ス ・ッ リー を飾 り,サ ン タ ク ロ ース か らの 贈 り物 を 与 え て

い る。Ahは,息 子 が ク リス マ ス ・キ ャロ ル や讃 美 歌 を うた って い るの を 聞 くと,息

子 に ア ッラ ーだ けが 唯 一 の神 で あ る と念 を押 す と い う。

　 いず れ に しろ,Cuグ ル ー プ の人 々 に と って の ク リス マ ス は 主 に 社 交 の 機 会 で あ っ

て,宗 教 的 な意 味 合 い は 強 くな い 。彼 らは,自 らの信 仰 を そ こ な うこ と な くカ ナダ の

慣 習に 従 お う と して い る。Trグ ル ー プ の よ うに 深 刻 に考 え ず,き わ めて 軽 くつ き合

い の一 種 で あ る と うけな が そ う とい う もの で,こ の 日に キ リス ト教 徒 の よ うな 強 い 感

動 や伝 統 の感 覚 は もたな い 。12月 の初 め に,MがDに 電 話 して ク リスマ ス は何 日だ っ

た か と尋 ね た 。Mの 姪 の 新 婚 の 夫 が 最 近 カ ソ リッ クか らイ ス ラ ー ム に改 宗 したば か り

で,ク リス マ ス ・デ ィナ ー を 期 待 して い る よ うだ か らと い う。Dも ク リスマ スが 何 日

な のか は っ き り しな いの で,筆 者 に 確 認 の 電話 を よ こ した。 こ の よ うな こ と は,一 般

の カ ナ ダ人 に は,も ち ろん め った に な い こ とで あ る。

　 多 くの エ ジプ ト人 ム ス リム の親 は,子 ど もた ちが イ ス ラー ム を充 分 理 解 しな い うち

に,ク リスマ ス の楽 しさだ け にひ か れ て い くこ とを懸 念 して い る。Abの よ うに,子

ど もた ち が ク リス チ ャ ンの 子 ど もが 楽 しむ 行 事 を と り逃 す の を心 配 し,他 方 で はAh

の よ うに,子 ど もた ち の希 望 に合 わ せ た た め に キ リス ト教 に 強 くひ か れ る こと を恐 れ

て い る。

　 これ に対 応 す る た め,ヴ ァン ク ーヴ ァー で はNFECSが,子 ど もパ ー テ ィーを 毎 年

ク リスマ ス と新 年 の間 に催 して い る。 これ に 出席 す る 人 た ち は,誰 も こ の行 事 を 「ク

リスマ ス ・パ ー テ ィー」 と は呼 ば な い 。 これ は年 末 の パ ー テ ィー と み な され,交 際 を

深 め る た あ の集 り とい う他 に 意 味 はな い とい う。1986年 に は,15組 の夫 婦 と35人 の 子

ど もが,ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ ン ビア大 学 の イ ンタ ー ナ シ ョナル ・ハ ウ スで 開 催 され

た パ ー テ ィー に 出席 した。 デ ィナ ーの あ と,ア ラ ビア語 で短 い寸 劇 が お こ なわ れ た。
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カ ラテ の 実演 や,2人 の子 ど も の連 弾 す る ピア ノ演 奏 な ど もあ った。 最 後 に子 ど もた

ちは,演 技 を お こな った ス テ ー ジの 上 に あ が り,ク レ ヨ ンの箱 や,お もち ゃの ネ ック

レス や,プ ラス テ ィ ック の絵 画 用 板 な どの 贈 り物 を も ら った。 親 た ちは劇 の 計 画 と実

行 に 協力 し,贈 り物 の 用 意 を した。 この パ ー テ ィー を ア レ ン ジ した の は,NFECSの

実行 委員 会 で あ る。

　 たて まえ は,ク リス マ ス ・パ ーテ ィー で は な い が,日 取 り も子 ど もた ちに 贈 り物 を

す る の もク リス マ ス を 意 識 して い る こ とが うか が え る。 サ ンタ ク ロ ース と ク リス マ ス

の 飾 りつ け が な い だ けで あ る。 この パ ーテ ィー は,明 らか に ク リス チ ャ ンの 友 人 の お

祝 い に参 加 で き な い子 ど もた ちに代 償 を与 え る た め の もの で あ り,さ き に述 べ たAh

の子 ど もた ちの よ う な状 況 を 防 ぐひ とつ の手 段 とな って い る。 こ う したパ ーテ ィ ーに

は宗 教 的 ニ ュ ア ンス はな く,イ ス ラー ム の信 仰 に反 して もい な い こ とが,く りか え し

強調 され る。 これ らは,.非 イス ラ ーム 的環 境 へ の対 応 例 の ひ とつ で あ り,子 ど もた ち

が,自 分 で イス ラ ー ムの 良 い 点 を評 価 で き るよ うに な るま で は,キ リス ト教 を イ ス ラ

ー ム よ り も良 い もの とみ な す の を 防 ぐた め の方 策 とな って い る と考 え られ る
。

2.　 イ ス ラ ー ム へ の 関 心

　 ク リス マ ス の よ うに,西 欧 キ リス ト教 的環 境 の 中で 暮 す エ ジ プ ト人 ムス リム た ちが,

ど う して も直 面 せ ざ るを 得 な い もの や,ム ス リム の義 務 と して な さね ば な らな い 断食,

礼 拝 な どに,ど う対 拠 して い るか につ い て述 べ た が,そ うい った 必 然 的 に お こ って く

る問 題 以 外 の 場 で は,ヴ ァ ン クー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ム ス リム が,イ ス ラー ム とど の

よ うに関 わ って い るか に つ いて,言 及 して お きた い。

　 1)　 コ ー ラ ン勉 強会

　 第3章 で もふ れ たが,カ ナ ダ へ来 て か らイ ス ラー ム に疑 問 を も った り,イ ス ラー ム

を よ りよ く知 りた くな って,エ ジプ ト人 同士 が 何 人 か 集 ま り,勉 強 会 を ひ ら くよ うに

な って い る。

　 エ ジ プ ト人 だ けが 個 人 の 家 に 集 ま り,コ ー ラ ンの勉 強 を 週 に1回,金 曜 日ま た は土

曜 日の 夜 に お こな って い るの は,ヴ ァン ク ーヴ ァ ーだ け で5カ 所 に な る。 しか し,コ

ー ラ ンの 勉 強 に 関 して は,エ ジプ ト人 だ け の集 りよ り,他 の ム ス リム とい っ し ょに す

る方 が よい とい う風 潮 が あ る。 トリニダ ッ ト ドバ ゴ 出身 の 黒 人 ム ス リム0の 家 で 毎 月

1回 ひ らか れ る勉 強 会 に 出 席 して い るエ ジプ ト人 は,毎 回 男 性 だ けで20人 近 くに な る。

こ こ に は,イ ラ ン人,ユ ー ゴ ス ラ ビア人,ト リニダ ッ ド人,エ ジプ ト人 が集 ま って い

る。0は,の ちに 述 べ るRashad　 Khari飴 の信 奉 者 で あ り,　Rashadを か こむ会 を ひ
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らい た こと もあ った 。

　 コー ラ ン勉 強 会 は,男 女 別 々 で な さ れ て い る の が特 徴 的 で,女 性 の 勉 強会 はモ ス ク

で ひ らか れ て い る もの が 最 も熱 心 で あ る。

　 リッチモ ン ドの 大 モ ス クで ひ らか れ て い る コー ラ ン勉 強会 を と り しき って い る リー

ダ ー は西 イ ン ド諸 島 出身 の女 性 で,メ ンバ ー は,パ キ ス タ ン人(う ち老 女2人 が レ ギ

ュ ラー メ ンバ ー,時 々若 い女 性 が ウル ド ゥー語 に訳 して や って い る),フ ィ ジ ー人,

エ ジプ ト人,モ ロ ッ コ人,チ ェ コ人(夫 が パ キス タ ン人),ユ ー ゴス ラ ビア 人 で あ る。

年 輩 の女 性 が多 い。 リーダ ー は黒 の ヴ ェ ール,紺 の 長 服 とい うイ ス ラー ム ・ス タ イル

で,他 の メ ンバ ー もヴ ェ ール,長 服 姿 が 多 い 。 しか し,は で な色 づ か い の洋 服 の人 も

お り,ヴ ェール のか ぶ りか た もい ろい ろで,強 制 され て い るわ け で は な い。 チ ェ コ人

の 女 性 は,ズ ボ ン,セ ー タ ー,ベ レー帽 や,と きに は ミニ ス カ ー トとい う純 西 欧 的服

装 で あ るが,誰 も とが め な い。

　 会 の 内容 は,リ ー ダ ー が英 語 で ハ デ ィ ース を 読 み,そ れ に つ い て全 員 で デ ィス カ ッ

シ ョンを す る とい う もの で,預 言 者 の 妻 ア ー イ シ ャの言 行 や,歴 史 家 タ バ リー の名 な

ど も出 て くる。 身 近 な 問題 もと りあ げ られ る。 た とえ ば,「 か つ らは い け な い」 と リ

ーダ ーの女 性 が言 った こ とにつ いて,「 か つ
.らは,ご まか し(deceit)に な るか らだ」

「リボ ンを つ け るの は よ い,は っ き りわ か るか ら,ご ま か した こと に は な らな い」「髪

を染 め るの は,ハ デ ィー ス の 中で ア ー イ シ ャが 認 め て い る。 た だ し,ヘ ンナ とカ ッタ

ン(イ エ メ ン産 の植 物)だ けで 染 め るべ きで あ る,老 人 が 白髪 を 黒 く染 め るの は い け

な い,若 い者 は よ い 」 な ど とい う こ とが話 し合 わ れ る。

　 この 勉 強会 はた い へ ん オ ー プ ンで,ト ラ ンス ナ シ ョナ ル な もの で あ った。 筆 者 が初

めて 訪 れ た と き,お ず おず と入 って い くと,ハ デ ィース を 読 ん で い た リーダ ー格 の女

性 は,``Come　 on,　join　us"と 言 った だ けで,そ の まま 中断 せ ず に続 け られ た。 しば

ら く して か ら,隣 の パ キス タ ンの女 性 に,名 前 と紹 介 者 を きか れ たが,ど こか ら来 た

と も,国 籍 は何 か と も きか れ な か った。

　 2)Rashad事 件

ア メ リカ 在 住 の エ ジ プ ト出 身 の ム ス リム で あ るRashad　 Kharifaが コ ー ラ ンに つ い て

お こ な っ た 講 演 を め ぐ っ て,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の ム ス リ ム の 間 で 激 し い 論 争 が 起 き る

事 件 が あ っ た 。Rashadと は,ア リ ゾ ナ 州 ツ ー ソ ン の モ ス ク の イ マ ー ム で,　 Ph・D・

を も ち,い くつ か の 著 作 の あ る 人 物 で あ る 。 彼 が1982年 に 出 版 し た(luran,　 Hadith,

and　lslamと,(luran:Visual　 Presentation　 of　the　Miracleは,ム ス リ ム に と っ て セ ン セ

ー シ ョナ ル な 話 題 の 本 で あ っ た
。 ハ デ ィ ー ス,ス ン ナ は 信 じ る 必 要 が な い,コ ー ラ ン
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だ けが 根 本 だ と主 張 して い た もので,多 くの ムス リムか ら大 反発 を うけ た。

　 1984年 に エ ジプ ト人M.Khが 中心 にな って,こ のRashadを ヴ ァ ン クー ヴ ァー に

よん だ 。Rashadは,ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの コ ミュニ テ ィ ・セ ンタ ー で講 演 を お こな っ

た 。 講 演 会 に は,Rashadに 対 し反 対 意 見 を 述 べ るた め,サ ウデ ィア ラ ビア の イマ ー

ムが 来 て い た の だ が,Rashadの 講 演 が 終 わ る前 に,聴 衆 の間 でRashadに 反 対 す る

人 々が,激 しい論 争 を起 して,講 演 会 を 中断 して しま った。 この反 対 派 の う ち最 も激

しか った の は エ ジ プ ト人 で,な か で もAs,　 Cuグ ル ー プか らTrグ ル ー プに 転 向 した

者 た ちで あ った。 椅 子 を も ちあ げ,投 げ つ け よ う とす る よ うな暴 力 的 な行 為 もあ った

た め,警 察 を よ ぶ 騒 ぎ に ま で 発展 した。

　 Rashadの 主 張 につ い て,筆 者 が 意 見 を きい た エ ジプ ト人 ム ス リム の多 数 は,暴 力

は ま ず か った が,Rashadは ま ちが って い る と強 い語 調 で話 した。 そ の 中に は,工 学

博 士 の 学 位 を も って い るSの よ う に,高 度 の イ ンテ リも多 か った が,彼 らの 意 見 は,

Rashadの 説 はム ハ ンマ ドを 否定 す る もので あ り,最 終 的 に は,ム ハ ンマ ドが 啓 示 を

うけ た コー ラ ンを も否 定 す る方 向 にむ か う危 険 性 が あ る とい う もので あ った。

　 一 方,明 確 で 納得 で きる説 だ と して,Rashadに ひそ か に 賛 同 す る人 々 も,主 にCu

グル ー プ の 中 に何 人 か い た。 しか し,こ うい う意 見 は少 数 派 で あ り,筆 者 がRashad

の 本 を も って い る か ど うか と尋 ね る と,本 棚 の ど こか に あ る か も しれ な い けれ ど も,

他 の 人 に言 って ほ し くな い,と い う答 え が 返 って きた。

　 い ず れ に しろ,Rashad事 件 に 無 関 心 な エ ジプ ト人 ム ス リム は,　 Asグ ル ー プ の者

を 除 い て は,ほ とん どい な か った。 「これ は ムス リム を仲 間割 れ させ よ うと い う陰 謀

だ,Rashadは 金 を も ら って こ うい う本 を 出版 した の だ 」 と語 る者 もい た。

　 3)　 イ ス ラ ー ム 関 係 刊 行 物

　 Rashad事 件 に も み られ る よ う に,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 ム ス リ ム の 多 く

は,イ ス ラ ー ム 関 係 の 刊 行 物 に 強 い 関 心 を も っ て い る。

　 Cu,　 Trグ ル ー プ の ム ス リム が 読 ん で い る書 籍 を 調 べ て み る と,イ ス ラ ー ム を テ ー マ

に した も の が,よ く読 ま れ て い る こ と が わ か る 。 彼 ら の 間 で,最 も よ く読 ま れ て い る

本 に は,次 の よ う な も の が あ る。

　 預 言 者 ム ハ ン マ ドの 問 題 を と りあ つ か っ た,Gamal　 A.　BadawiのMuhammad's

Prophethood-An　 Analytical　 View-,　 Thc　 Muslim　 Studcnts'Aq.　 sociation　 of　the　 U.S.

＆Canada,1973お よ び,　Mahammad　 in　the.Bible,　 Islamic　 lnf()rmation　 Foundation

Canada,1982。
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　 Muhammad(}utbの,　 Islam,　 The　 Misunderstood　 Religion,　 Ministry　 of　Auqaf＆

Islamic　 Affairs,　 Kuwait,1967。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 Roulon　 S.　Howells,　 An　 American'∫23(Zuestions　 on　Islam　 with　 a　Mttslim's.Anstoers

to　them,　 An　 Bureau　 of　Religious　 Affairs　 Publication　 Series　 No.53,1981。

　 Maryam　 Jameelah47)のIs　 westem　 Civilization　 universal?,　 Muhammad　 Yusuf

Khan＆Sons,　 Pakistan,1977,お よ びThe　 Resurgence　 of　lslam　 and　 our　Liberatien

from　 the　Colonial　 Yoke,　 Muhammad　 Yusuf　 Khan＆Sons,　 Pakistan,1980な ど で

あ る 。

　 こ れ ら を 読 ん で い る エ ジ プ ト人 ム ス リム は,エ ジ プ ト本 国 に い た ら,お そ ら く,こ

う い う本 は 読 ん で い な か っ た だ ろ う と い う。 ム ス リ ム が マ ジ ョ リ テ ィ の と こ ろ で は,

イ ス ラ ー ム を 意 識 的 に 勉 強 す る こ と が な い 。 カ ナ ダ の よ う な 異 文 化 環 境 に 来 て,む し

ろ,し っか り した イ ス ラ ー ム 教 徒 に 成 長 した と い う。 た し か に,エ ジ プ トで 出 会 う一

般 の ム ス リ ム た ち よ り,イ ス ラ ー ム に つ い て 理 論 武 装 を し た 人 た ち が,ヴ ァ ン ク ー ヴ

ァ ー の エ ジ プ ト人 た ち の 中 に 多 い 。

　 イ ス ラ ー ム 関 係 の 定 期 刊 行 物 に つ い て は,Islamic Horizons,The　 Middle　 East,　 TheMinalet

,Impactな ど が ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の エ ジ プ ト人 の 間 で 読 ま れ て お り,そ の う

ち,Islamic　 Horizonsが と くに 読 ま れ て い る[片 倉 　 1988a:715]。 こ れ は 北 米 イ ス ラ

ー ム 協 会 が 出 版 して い る 雑 誌 で
,筆 者 の イ ン フ ォ ー マ ン トの う ち21人 が 定 期 購 読 し て

い る ほ か,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の コ ミ ュ ニ テ ィ ・セ ン タ ー に も お か れ て い る。 エ ジ プ ト

で 発 行 さ れ て い るAhalamな ど の ア ラ ビ ア 語 新 聞 や 雑 誌 も,ジ ャ ッ ク の 店 で 購 入 す る

こ と が で き る ほ か,エ ジ プ ト本 国 に 一 時 帰 国 し た と き に も ち 帰 る な ど して,読 ま れ て

い る 。

　 ヴ ァ ン ク ー ヴ ァー に は,イ ス ラ ー ム 関 係 書 籍 の 専 門 店 が 一軒 あ る 。(図1参 照)。

「頭 に か ぶ り も の を し て い な い こ と を 批 判 さ れ そ う だ か ら 」 と 言 っ て,行 き た が ら な

いCuグ ル ー プ の ム ス リム 女 性 も い た が,ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー の ム ス リム の 中 で は 最 も

イ ンテ リで あ る エ ジ プ ト人 の 出 入 り が 一 番 多 い と,店 主 の パ キ ス タ ン人 が 話 して い た 。

4)riba'一 利子 ・抵 当 の問 題

　イ ス ラー ム で は,利 子 を と る こ と は禁 止 され て い る。 これ は,富 が一 か 所 に ス トッ

ク され るよ り も,た え ず循 環 し,活 用 され るの が 良 い とい うイ ス ラー ム の考 え 方 に よ

る。 労 せ ず して 得 られ る 利益 は,他 人 を 搾 取 す る こ とに 通 じ,イ ス ラー ム の基 本 精 神

47)も とはMargaret　 Marcusと い うアメ リカ名を もつ,ニ ュー ヨー ク生 まれの ドイツ系ユダヤ

　人4世 である。ニュー ヨー ク大学卒業後,ム ス リムにな ったとい う。
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に反 す る もの と考 え られ て い るので あ る。

　 エ ジ プ トを 含 めた イス ラー ム諸 国 で は,近 年,イ ス ラ ー ムが 再 評 価 され る よ うに な

って きた の に と もな い,損 益 分担 方 式 な ど を利 用 した 無 利 子銀 行48)の 開 設 が,各 地 で

み られ る よ うに な って きて い る。 イ ス ラー ム諸 国だ けで な く,ヨ ー ロ ッパ や,ニ ュ ー

ヨー ク な ど に も,無 利 子銀 行 が 存 在 して い る。 カ ナ ダで も,ト ロ ン トにcooperatlve

方 式 の イ ス ラ ー ム銀 行 が で きて い る。

　 ヴ ァ ンク ーヴ ァーのBCMAの 会 合 で,こ の 問題 が もち 出 され る こ と も,し ば しば

あ る。 カ ナ ダ社 会 で,経 済 的 に 成 功 して い くた め に は,利 子 つ きの 西 欧 銀 行 を 利 用 す

るの は仕 方 の な い ことだ とい う人 もい るが,一 方,Cu,　 Trグ ル ープ に は,イ ス ラ ー ム

的良 心 に悩 む人 も多 い。 た とえ ば,寡 を 購入 した い が,利 子 つ きの 借 入 金 で な け れ ば

購 入 で きな い事 態 に直 面 し,結 局 購 入 を あ き らあ,賃 貸 家 屋 の住 居 に 住 む こ とに した

M・Y夫 妻 の 例 もあ る。M・Yは,2人 と も カイ ロ大 学 工 学 部 出身 の イ ン テ リ技 術 者 で

あ る。SM夫 妻 の よ うに,親 や 友人 か ら無 利 子 で 借 金 を した とい う例 もあ る。

　 ヴ ァ ン ク ーヴ ァー の エ ジ プ ト人 のか な りの 人 た ちは,カ ナ ダ の普 通 有 利 子 銀 行 に預

金 して い るが,利 子 分 は全 部 ザ カ ー トに まわ す こ とに よ って,こ の 問題 を解 決 して い

る とい う人 た ち も,被 調 査者 の うち11人 いた 。Trグ ル ー プ の者 た ち は,い ず れ ヴ ァ

ン ク ーヴ ァ ーに も,ト ロ ン トの よ うに,イ ス ラー ム 無 利子 銀 行 が設 立 さ れ るべ きだ と

主 張 して い るが,今 の と ころ実 現 の動 きはみ られ な い 。

　 Cu,　Trグ ル ー プ の人 々 は,カ ナダ の銀 行 に 預 金 す る こ とは最 低 限 に し,で き る だ

け株 式投 資 に ま わ して い る と い う。 株 式 投 資 は,イ ス ラー ム経 済 の考 え 方 に そ った も

の だ と考 え られ て い るか らで あ る。Asグ ル ー プの 人 々 は,イ ス ラー ム の 無利 子 概 念 に

全 く頓 着 せ ず,一 般 の カ ナ ダ人 と同様 な経 済 生 活 を して い る。 「預 言 者 ムハ ンマ ドは,

高 利 を 禁 止 した の で あ って,利 子 を 禁 止 した の で は な い」 とか,「 イ ス ラー ム諸 国 が

経 済 的 に 立 ち お くれ て い るの は,こ うい う問 題 と関 わ って い る か らだ」 と もい うρ

　 5)　 イ ス ラ ー ム化 現 象

　 これ まで み て きた よ うに,ヴ ァ ン クー ヴ ァーの エ ジ プ ト人 ム ス リム は,非 イ ス ラー

ム 的環 境 の 中で,ム ス リム と して の 自覚 を もち,イ ス ラ ー ム的 生 活 様 式 を 保 持 しよ う

と して い る。 そ の 中 に は,ム ス リムが マ ジ ョ リテ ィの と ころに い た 時 よ り,ム ス リム

が マ イ ノ リテ ィで あ る カナ ダ に来 て か ら,む しろ,よ けい に イ ス ラー ム 的 に な っ た と

い う現 象 が,か な りみ られ る。 エ ジプ トに い た と きに は飲 酒 して い た の に,カ ナ ダ へ

来 て か ら飲 ま な くな った者,か つ て は して い な か った断 食 や礼 拝 を す るよ うに な った

48)無 利子銀行については,[石 田　 1987;125-142]参 照。
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者 な どの例 は,こ れ まで に と りあ げ た。 そ れ以 外 に も,日 常 的 に,さ ま ざ ま な 例 が み

られ る。

　 エ ジ プ ト人 女 医 の1人 は,カ ナダ に移 民 入 国 す る時 は,西 欧 的洋 服 で,ミ ニス カ ー

トに近 い服 装 で あ っ た が,最 近 は,長 袖,長 衣 の 服装 を し,頭 か らヴ ェール をか ぶ る

よ うに な った と い う。 エ ジ プ ト本 国 に里 帰 り した ら,カ イ ロ大 学 や ア イ ン シ ャムス 大

学 の女 子 学 生 が み なヴ ェ ール を か ぶ るよ うに な って い た が,自 分 は彼 女 た ち よ りも前

か らカ ナダ に い て,ヴ ェー ル を か ぶ りは じめ た の だ と い う。 ふ だん,西 欧 風 の 服 装 を

して い る エ ジプ ト人 女 性 は,数 の 上 で は 多 い(As,　 Cuグ ル ー プ の ほ とん ど全 員)が,

Trグ ル ー プ の女 性 が ヴ ェ ール を か ぶ って い るの を み て,本 当 は ム ス リム女 性 は み な

そ うす るべ き なの だ と言 い,自 分 が か ぶ って い な い こと を恥 ずか し く思 って い る女 性

た ち も,意 外 に 多 数 で あ る。

　 男 性 ムス リムた ち は,モ ダ ンな ア タ ッシ ュ ・ケ ー ス の 中 に,ビ ジ ネス 用 の 書 類 と共

に コー ラ ンを 入 れ,も ち歩 い て い る者 も多 い。 私 企 業 の社 長Huは,ヴ ォ ラ ン テ ィア

で マ ー ズ ー ン もや って い るた め,オ フ ィス用 のか ばん とマ ー ズ ー ン用 の か ば ん の 両方

に コ ー ラ ンを入 れて い る。 車 の 中 に も小 さ な コ ー ラ ンを そ なえ,人 気 の あ る読 講 者 の

コ ー ラ ン,ア ザ ー ン や フ トゥバ49》の カ セ ッ トを そ な えつ け,友 人 と交 換 しあ って い る

者 も い る。 その 中に は,Cu,　 Trグ ル ープ の者 ば か りで な く,ふ だ ん イス ラ ー ム的 行

動 を と って い な いAsグ ル ー プ の者 も含 まれ て い る。 ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの エ ジプ ト人

写 真13　 ビ ジネ ス用 ア タ ッシ ュ ・ケ ー スの 中 に もコ ー ラ ンが,常 時 は い って い る

49)金 曜 日の午後の集団礼拝や,イ ー ドの礼拝 に先立 ってお こなわれ る説教 。
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の 間 で は,最 近 エ ジプ トで 人 気 のあ る読 請 者 の もの よ り も,1930年 代 に亡 くな った シ

ャ イ フ ・ムハ ンマ ド ・ラ フ ァア イ の よ うな,昔 の コー ラ ン読 論 者 の 方 が 人 気 が あ る。

しか し,エ ジプ トへ里 帰 り して,最 近 は や って い る コ ー ラ ン読 調 者 の もの を も ち帰 る

と,話 題 に な り,貸 して ほ しい とい う申込 み が殺 到 す る とい う。

　 死 後 の世 界 につ いて 話 題 に す る者 も増 え て きて い る。Trグ ル ー プの者 だ け で な く,

神 は信 じる が,コ ー ラ ンは人 間 が書 い た もの と考 え て い る よ うなAsグ ル ー プの エ ジ

プ ト人 ム ス リムで も,天 国 と地 獄 につ いて の 話 題 を ひ ん ぱ ん に も ち出 す。 「ムハ ンマ

ドに と りな して も らって 天 国 に行 き たい。 そ の た め に は,断 食 や礼 拝 を も っと真 面 目

にせ ね ば一 」 な ど と言 う。 カ ナダ へ 移 民 した エ ジプ ト人 ム ス リム が全 体 に加 齢 し,死

後 の世 界 へ の 関心 を もち 出 した と考 え られ る側 面 もあ る。 しか し,そ う した問 題 に つ

い て 関心 を もつ の は年 輩 の者 ば か りで はな い 。言 語 学 の修 士 や工 学 士 の 資格 を もつ 若

い イ ンテ リ女 性 が,最 後 の 審判 の 日 につ いて,真 剣 に 話 して い る姿 もあ った。

　 顕 在 す る行 動 様式 に は あ らわ れ ず と も,潜 在 的 に つ ね に イス ラ ーム を気 に して い る

ら しい者 も,多 く見 出 され た。 共 産 圏 出身 の女 性 と結 婚 し,今 は 断食 も礼 拝 も して い

な い け れ ど も,死 ぬ ま で に は い つ か,「properな ムス リム」 に な るつ も りだ,と つ ね

つ ね 語 って い るSiは,そ の一 例 で あ る。 子 ど も の頃 か らアザ ー ンを き き,礼 拝 や 断

食 の お こな わ れ る 中で 育 って きた の だ か ら,カ ナダ へ 来 て,カ ナ ダ 人 に な ろ う と して

も,イ ス ラー ムか ら簡 単 に 離 れ られ な い。 週 に1回 教 会 へ 行 くだ けで あ り,年 に1度

ク リス マ ス の 時 に 商 業 主 義 と と もに 生 活 化 さ れ る だ け の キ リス ト教 に比 べ,イ ス ラ ー

ム は,き わ め て 日常 的 な もの だ か ら,と い うAsグ ル ー プ の者 た ち も い る。

　 カナ ダ に はモ ス クが少 な い し,ア ザ ー ン も きこえ て こ な い し,金 曜 日に も仕 事 が あ

るの で,エ ジ プ トに い た 時 の よ うに モ ス クに は いか な くな っ たが,神 に つ い て,も

っ と考 え る よ うに な っ た。 コ ー ラ ン以 外 の もの に ぶ つ か り,キ リス ト教 の聖 書 や バ ハ

ー イ,シ ー ア派 につ いて も勉 強 し,イ ス ラー ム を よ り意 識 す る よ う に な っ た とい う者

が 多 い。

む す び

　 調 査 の成 果 を ま と めて み る と,ヴ ァ ン ク ーヴ ァーの エ ジプ ト人 ム ス リム に つ いて,

次 の よ うな 特徴 が み られ る こ とが 明 らか とな った 。

1.　 エ ジプ ト人 ムス リムの3類 型

ヴ ァ ン ク ーヴ ァー に お け るエ ジプ ト人 ムス リム は,異 文 化 環 境 へ の 対 応 の 仕方 に も

882



片倉　 異文化環境の アラブムス リム

とづ き,①Asグ ル ー プ(同 化 型,西 欧主 義 型),②Cuグ ル ー プ(文 化 主 張 型,エ ジ

プ ト主 義型)③Trグ ル ー プ(ト ラ ンス ナ シ ョナル 型,イ ス ラー ム普 遍 主 義型)の3

つ の類 型 に分 け られ る。

　 Asグ ル ープ は,カ ナ ダ 社 会 へ の 同 化要 求 が 強 く,自 分 の エ ジプ ト的,ム ス リム 的

要 素 を抹 殺 しよ うとす る人 た ちで あ る。 エ ジプ ト人 で あ る とか,ム ス リムで あ る とか

い うア イ デ ンテ ィテ ィを す て 「カ ナ ダ人 化 」 して い く。 彼 らは,出 身 国 を きか れ る こ

とさえ 好 ま な い。 親 か ら命 名 され た エ ジプ ト名,ム ス リム 名 を改 名 して,英 語 化 した

りす る50)。 英 仏 系 の カ ナ ダ 人 との 交 際 を好 み,エ ジプ ト人 同士 の 交 際 は 濃厚 す ぎ る と

考 え て い る。 ムス リム で あ って も禁 酒 せ ず,イ ス ラー ムで は禁 止 され て い る豚 肉や ハ

ラ ール 肉な どの 食 物 を 食 べ る者 もい る。 食 べ な い者 は,宗 教 的 理 由 か らで な く,「 食

わ ず ぎ らい 」 だ とい う。 断食 や 礼拝 な どの イ ス ラー ム 的行 動 を と らず,一 般 の カナ ダ

人 と同 様 に ク リス マ ス や イ ー ス タ ー な ど の祝 い に も迎 合 す る。 利 子 の禁 止 な どの,イ

ス ラー ム の お きて に も無 関心 で あ る。 こ うい った エ ジ プ ト人 は,被 調査 者 全 体 の25%

ほ どを 占 め る。 しか し,か らだ に しみつ いて しま って い る イス ラー ム を,彼 らとて 否

定 は で きな い。 カ ナ ダへ 来 て,カ ナ ダ人 に な ろ う と して も,イ ス ラー ム か ら簡 単 に離

れ られ な い。 キ リス ト教 に比 べ,イ ス ラ ー ム は きわ め て 日常 的 な生 活 体 系 だ か らと,

彼 ら自身 が 認 め て い る。 自 らの カ ナ ダ人 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィ確 立 の た め,努 力

す るわ りに は,カ ナ ダ人 に な り きれ なか った り,自 分 は カ ナダ 人 の つ も りで あ って も,

英 仏 系 カ ナ ダ人 か ら,差 別 され て い る こ とを 感 じる者 もい る。 そ うい う不 安 定 感 を も

つ者 の 中に は,Cuグ ル ー プ を と び こ して,い っ き ょに,　 Trグ ル ー プへ 移 行 して し

ま う例 もみ られ た。

　 Cuグ ル ー プ は,エ ジ プ ト人 と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを もつ 人 々で あ る。 カ ナ ダ

社会 へ の 同化 も考慮 して 生 活 しつ つ,エ ジ プ ト本 国 の 文 化 を 中 心 と した ア ラブ の伝 統

文 化 を保 持 しよ うとす る もので あ っ た。 ヴ ァ ン ク ーヴ ァ ーの エ ジプ ト人 に最 も多 い の

は この グル ー プで,全 体 の約45%を 占め る。 大 部 分 がNFECSの メ ンバ ーで あ る。 彼

らは,自 分 た ち の伝 統 文 化 の重 要 部 分 と して の イス ラー ム を 重視 し,カ ナ ダ 的環 境 の

中 で生 活 しつ つ,イ ス ラ ー ム的 生 活 様 式 を保 って い る。 子 ど もを ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの

普 通 学 校 に いれ,カ ナダ 社 会 に お け る子 供 の将 来 を配 慮 す る一 方,先 にみ た よ うに,

家 庭 で,あ るい は課 外 特 別 学 校 で ア ラ ビア語 教 育 を お こな い,イ ス ラ ー ム的 価 値 観 と

行 動様 式 を教 え て い る。 アル コ ール 類 は一 切 口に せ ず,Trグ ル ー プ ほ どハ ラ ール の 解

50)た とえ ば,ム ハ ンマ ドはマ イク,ア ッタ は オ ッ トーとす る[片 倉　 1988a:709]。 改名 しな

　 いまで も,ム ハ ンマ ドとい う名はク リスチャンが嫌 うとい う理 由で,ム ーという通称を用いて

　 いる者 もいる。
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釈 に厳 格 で は な いが,な るべ く守 ろ う と努力 して い る。 モ ス クへ は あ ま り行 か な い が,

で き る範 囲 で 断食 や礼 拝 を して い る。DやMな ど小 さな 子 ど もた ちの い る家 庭 で もみ

られ た よ うに,子 ど もた ち も積 極 的 に断 食 や 礼 拝 を お こな って い た。 ク リスマ ス に は

子 ど もた ちが カ ナ ダ 社会 で疎 外 感 を もた な い よ うに,贈 り物 や パ ーテ ィな どの 配 慮 を

す る。

　 Trグ ル ー プ は,エ ジ プ ト人 や ア ラブ と して よ り も,ム ス リム と し て の ア イデ ン

テ ィ テ ィを 重視 す る人 々で あ る。Cuグ ル ー プ とは異 な り,イ ス ラ ー ム は文 化 で は な

く,国 籍 や民 族 を こ え る トラ ンス ナ シ ョナ ル な イ デ オ ロギ ー で あ る と考 え る。 表 面 的

に は,Asグ ル ー プ と同様 に,各 々 の 出身 国 を 否 定 す る51)。 エ ジプ ト人 同士 ば か りで

な く,モ ス クを 中 心 と した ム ス リム 同士 のつ き合 いを 大 切 に し,コ ー ラ ン勉 強会 を,

活 発 に ひ らい て い る。 子 ど もに カ ナ ダ の キ リス ト教 的 教 育 を うけ させ る こ とを好 ま し

くな い と し,リ ッチ モ ン ド大 モ ス ク附 属 の イス ラ ー ム全 日制 学校 へ行 かせ る者 が 多 い。

Cuグ ル ー プ と 同様 に ア ラ ビア 語 教 育 に 熱 心で あ るが,日 常 ア ラ ビア語 よ り も コー ラ

ンの ア ラ ビア語 を教 え るべ きだ と主 張 す る。 礼 拝 や 断食,禁 酒,ハ ラール 肉,利 子 の

禁 止 な どを 厳 格 に守 って い る 。 も ちろん ク リス マ ス な どの キ リス ト教 の祝 い は しな い。

Rashad事 件 で み られ た よ うに,信 仰 に関 わ りの あ る事 件 に は敏 感 で,イ ス ラー ム 関

係 の 出版 物 を よ く読 ん で い る。Trグ ル ー プ は,全 体 の約30%を 占め て い る。

　 Trグ ル ー プ の エ ジ プ ト人 ム ス リム の 中に は,か つ てAsグ ル ープ に属 して い た が,

ア イ デ ンテ ィテ ィ ・ク ライ シス に お ち い り,あ る 日突 然 の よ うにTrグ ル ープ に移 行

して,熱 心 な ム ス リム に な った者,本 国 の 父 と共 に 巡 礼 に行 った こ とを き っか けに

Trグ ル ー プ に移 行 した者 も含 ま れて い る。

　 第3章 で み た よ うに,Cuグ ル ープ の 中に は,エ ジプ トへ の帰 国を 望 む者 が多 く,

実 際 に帰 国 した者 も い る。Trグ ル ー プの 者 は,カ ナ ダ 社会 に お い て,ム ス リム と し

て 生 きて い くこ と の困 難 に悩 み なが らも,地 球 上 ど こで も良 きム ス リム と して 生 きて

い け る と い う トラ ンス ナ シ ョナ ル な 考 え 方 を も って お り,ム ス リム が マ ジ ョ リテ ィを

占 め る エ ジ プ トに 戻 った 者 はい な い 。 彼 らは,た び た び里 帰 り した りす る こ とで 不 満

を 解 消 して い る。

　 3グ ル ープ の 人 口構 成 お よび そ の 移 動 の 傾 向 を 図 に す る と,下 記 の よ う に な る。

As,　Cuグ ル ー プ か ら転 向 す る者 が い る こ と,イ ス ラー ム化 現象 が広 ま りつ つ あ る こと,

Trグ ル ープ の 者 は,エ ジ プ トへ も戻 らな い し,転 向 も しな い こ と か ら,増 加 の 傾 向

51)「 どち らの国か らこられま したか」 とき くと 「そんなことは どうで もよい ことです。 みな 同

　 じムス リムなのですよ」 という返答がかえ って くる[片 倉　 1988a:710-711]。
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に あ る。As,　Cuグ ル ープ か らTrグ ル ー プ に移 行 した者 は,　Rashad事 件 に みた よ う

に 過 激 派 ム ス リム,原 理 主 義 者 に な る傾 向 が 強 い 。

　 同化 型

　 　25%

Asグ ル ー プ

エ ジ プ ト文 化 主 張 型

　 　 　 45%

　 Cuグ ル ー プ

トラ ンス ナ シ ョナル 型

　 　 　 30%

　 　Trグ ル ー プ

エ ジプ トへ帰 りた い

　 この3グ ル ー プ は,ま った く個 別 に 存 在 して い るわ け で は な く,日 常生 活 に しみ こ

ん で い る エ ジ プ ト的,ア ラブ 的,イ ス ラー ム 的 な 価 値観[片 倉 　1985:203-217,1988b:

127-147]や,そ れ に も とつ く行 動 様 式 に 集約 され る共 通 点 を も って い る。

　 伝 統 的 ア ラブ の作 る集 団 の多 くと同 様,ヴ ァ ン クー ヴ ァー に お け る エ ジ プ ト人 ム ス

リム の コ ミュ ニ テ ィ も開 放 的で あ り,排 他 的 で な い こ とが 観 察 され た。 第1章 に み た

よ うに,NFECSに は,エ ジプ ト人 で な い者 は も ちろ ん,ア ラ ブム ス リム で な い者 も,

同 じ よ うに顔 を 出 し,筆 者 の よ うな 日本 人 も,す ん な りと会 員 に して くれ る よ うな 雰

囲気 が あ った。 コー ラ ン勉 強会 の よ うな,小 さ な集 りに おい て も同 様 で あ った。

　 第3章 で 述 べ た よ うに,エ ジ プ ト人 同士 の交 際 が 最 も さか ん で あ り,ひ ん ぱん な訪

問,家 族 単 位 の つ き合 い,「 ジヤ ー ラ」 の よ うに,エ ジプ ト本 国で み られ るの と同 様

な 習 慣 が カ ナ ダ に お い て も続 いて い る。 困 って い る者 や,弱 者 に 対 す る配慮 も,カ ナ

ダ 社会 一 般 に な され て い る よ り も は るか に 強 い 。本 国 の親 族 との結 び つ きが 強 い こ と

も,共 通 の 特徴 と して あ げ られ る。

　 エ ジ プ ト特 有 の 食 物 や 飲 物 へ の好 み も,共 通 して い る もの の ひ とつ で あ る。 共 働

きの 忙 しい家 庭 も含 めて,ど の家 庭 で も,伝 統 的 な エ ジプ トの 食 事 を,一 家 で か こ む

風景 が み られ る。 食 事 は な るべ く家 中が そ ろ って 食 べ る とい うア ラブ の 習慣 も,そ の

ま ま 存続 して い る。 若 い世 代 も,両 親 と そ ろ って 食 べ る エ ジプ ト料 理 に,西 欧 的食 物

に対 して と同様 の 愛着 と嗜好 を も って い る。 ヴ ァン ク ーヴ ァー の イス ラ ーム食 料 品 店

に1は中東 か ら直 輸 入 され る冷 凍 食 品 や 乾 燥食 品 を含 め,エ ジ プ ト食 が全 部 そ ろ って い

る。

　 この よ うな文 化 的共 通 性 の 点 か ら観 察 す る と,As,　 Cu,　Trグ ル ー プ は,同 じ民 族 集

団 に属 す る と いえ るだ ろ う。 しか し,す で に み て きた よ うに,イ ス ラ ー ムを軸 とす る

彼 らの カ ナ ダ 社会 へ の 対 応 の仕 方 に は,大 きな相 違 点 が観 察 され た の で あ る。
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2.　 イ ス ラー ム的生 活様式 の 強化

　 イ ス ラー ム教 徒 が 多数 を 占 め,ム ス リムで あ る こ とは む しろ 当 然で あ る エ ジ プ トか

ら,地 理 的 に も文化 的 に も,最 も遠 い とい え る カナ ダ に移 民 して きた エ ジ プ ト人 た ち

は,イ ス ラ ー ムか ら解放 され よ う と して や って 来 たの で はな い か,そ うで は な く と も,

結 果 的 に は イ ス ラー ム か ら離 れて しま い,カ ナダ 的 西 欧 社会 の 中に組 み こま れ て しま

うの で は な い か と,予 想 さ れ た。 しか し,本 稿 で 明 らか に な っ た よ う に,む しろ逆

の 現象 が み られ た ので あ る。 す なわ ち,イ ス ラー ム 的生 活 様 式 が 強化 され,全 般 に イ

ス ラー ム化 現象 が起 こ って い る ので あ る。 第5章 で 詳 細 に み た よ うに,カ ナダ へ 来 て

か ら禁 酒 を は じめ た者 た ち,礼 拝 や 断 食 を す るよ うに な った人 々,ヴ ェール をか ぶ る

よ うに な った女 性,礼 拝 を1日5回 す る よ うに な った イ ンテ リ男女 た ちな どの 例 が あ

る。Asグ ル ー プ の者 た ち の 中 に さえ,今 は まだ イス ラ ー ム的 行 動 を と って い な い け

れ ど も,潜 在 的 に は イ ス ラー ム を つ ね に気 に して い る者 も見 う け られ た。

　 こ うい った 現 象 に は,い くつ か の 理 由 が 考 え られ る。 ひ とつ は,異 文 化 環 境 の 中で,

自 己同 定 へ の希 求 が 強 ま る こ とが あ げ られ る。 エ ジ プ ト本 国 で は,エ ジプ ト人 で あ る

こ と や,ム ス リムで あ る と い う,と くに強 い 自覚 は も って い な か った が,自 分 は西 欧

人 とは異 な って い る の だ と い う意 識 を は っ き り もつ よ うに な った者 が多 い。 ム ス リム

や ア ラブ へ の差 別 や偏 見 が未 だ に残 る カ ナダ 人 社 会 の 中で,疎 外 され て い る と感 じ る

こ と か ら,イ ス ラー ム へ の 傾斜 を 強 くす る現 象 もみ られ る。

　 イ ス ラー ム信 仰 の 内 面 化,個 人 化 の 問題 とい う要 因 も考 え られ る。 「集 団 イ ス ラー

ム」 か ら 「個 人 イ ス ラー ム」[片 倉 　 1988a:684-685]へ の 移 行,あ る い は,「 個人

イ ス ラー ム 」 の 顕在 化 と い うこ とで あ る。 エ ジ プ トで は,ム ス リム はマ ジ ョ リテ ィで

あ り,集 団 の一 員 と して の ム ス リムで あ った の が,カ ナ ダ 的異 文 化 環 境 の 中で は,個

人 ム ス リム と して の様 相 が 強 くな って くる。神 と 自分 との対 峙 とい う面 が よ り強 ま る

ので あ る。 本 文 中で み た よ うに,Asグ ル ー プの ムス リム が 飲 酒 して い て も,ま わ りに

い る カ ナ ダ人 は も ちろん,他 の エ ジ プ ト人 ムス リムか ら批 判 され る こ と もな い。 家 族

の 中 で も,そ れ ぞ れ の生 活 に あわ せ て,個 別 的 に 礼 拝 を す るケ ー ス が 多 い。 エ ジ プ ト

本 国時 代,モ ス ク に行 き集 団 の 中で 礼 拝 して い る時 に はむ しろ 意 識 しな か った イ ス ラ

ー ム に つ い て
,意 識 す るよ うに な った と いわ れ る。 エ ジ プ トで は,ま ず 集 団 の一 員 と

して ム ス リム で あ った の に対 し,カ ナダ で は,ま ず そ の 個 人 が どれ だ け ム ス リムで あ

るか が 問題 に な る。 個 人 の 内 面 に あ る イ ス ラ ー ムが 顕 在 化 し,コ ー ラ ン勉 強会 に み ら

れ た よ うな 個 人 的,自 発 的 な イ ス ラー ムへ の 接 近 が な され るよ うに な って い る。
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　 ヴ ァン クー ヴ ァー に お け る エ ジ プ ト人 の イス ラ ーム化 現 象 につ いて,「 年 のせ い だ」

と説 明 す る エ ジ プ ト人 ム ス リム もtいる。 働 きざ か りに移 民 して か ら,異 国 の 地 で 加 齢

す るに つ れ て,精 神 的 な よ りど こ ろを イス ラ ー ムに 求 め る傾 向 が 強 くな る こ とは,確

か に認 め られ る。死 後 の 世 界 の こと に興 味 を もち,そ ろ そ ろ天 国 へ い く準備 を して お

か ね ば と考 え る年 齢 層 が 増 え て来 て い る と い う事 実 もあ る。 しか し,カ ナダ 育 ちの 若

い 世 代 の者 た ちの 間 に も,イ ス ラー ムへ の強 い傾 斜 が み られ るの は,第4章,第5章

で み た通 りで あ る。

　 こ の現 象 は,近 年,地 球 上 の各 地 で み られ る,非 イ ス ラ ー ム圏 の イス ラ ー ム化 現 象

の ひ とつ の 事 例 と して み る こ と もで きる。 イ ギ リスや ア メ リカの 都 市 に 多 数 の モ ス ク

が たて られ,デ ンマ ー クや オ ー ス ト リア な ど で もム ス リムへ の改 宗 が 増 え て い る。 イ

ス ラー ムが 西 欧 で も第2の 宗 教 とな りつ つ あ る。 カ ナ ダ も,例 外 で は な い。 本 稿 第2

章 で み た よ うに,大 ヴ ァ ンク ーヴ ァーだ け で も合計5つ の モ ス ク が建 設 され,そ の 他

の イ ス ラ ー ム的 施 設 も整 備 され つ つ あ る。 西 欧 文 明 の い きづ ま りが 自覚 され るな か で,

イ ス ラー ムの もつ トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム,都 市 性,科 学 的合 理 性 な ど の性 格 が,見

な お され て きて い る と いえ よ う。

　 世界 史 上,最 も早 く都 市 化 が 進 ん だ 地 域 で生 ま れ た の が イ ス ラー ム で あ り,イ ス ラ

ー ム が,都 市 の宗 教 で あ る こと は,今 や定 説 に な って い る。 「イ ス ラー ム世 界 」 は,

ムス リム と同 義語 で は な く,そ こに はユ ダ ヤ教 徒,キ リス ト教 徒,仏 教 徒 を は じめ,

さま ざま な人 た ちを含 み,そ れ らの 人 々 と共 存 して い くシス テ ム こそ が イ ス ラー ム だ

と され る。 考 え方 を異 にす る もの 同士 が 各 々の 考 え 方 を そ の ま ま 保 持 しつ つ,し か も

互 い に 共 存 して い く関係 は,カ ナダ 有 数 の都 市 で あ るヴ ァン ク ーヴ ァーに居 住 す るエ

ジ プ ト人 ム ス リム た ちの 間 に も見 うけ られ る こ とは,本 稿 で み た 通 りで あ る。

　 イス ラ ー ム の 科 学 的 合 理 性 に つ い て の見 解 も,広 ま りつ つあ る。 本 稿 で み た よ う

に キ リス ト教 徒 か らム ス リム に 改宗 した人 た ちの多 くは,　 「神 の子 イ エス 」　 「三 位 一

体 」 「処女 懐 胎 」 に つ い て の懐 疑 を も って い た と い う。 イ エ スを 預 言 者 と して は認 め

る が,こ れ らを 否 定 す る イス ラー ム は,キ リス ト教 よ り も合 理 的で 理 解 しや す い と考

え る人 が 増 え て きて い る。カ ナダ で は,ト ロ ン ト大 学 の教 授 ム ー ア 博士(Dr・Moorc)

が,胎 児 の成 長 段 階 に つ い て の コー ラ ンの記 述 が,1940年 以 降,と くに この15年 間

の科 学 的 研 究 成 果 と ほぼ 一 致 す る とい う研 究 を 発 表 して い る。 ム ー ア博 士 は,こ の

記 述 が 「長 ら く存 在 して きた 科 学 と宗 教 の間 の溝 をせ ば め る もの 」 と 述 べ て い る。

この 研究 につ い て は,Islamic　 Horizonsで 大 き くと りあ げ ら れ た[lslamic　 Horizons

l985:1】 ば か りで な く,カ ナ ダ の一 般 新 聞 に も掲 載 され て い た[Tront　 GZobe　and　Mail

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 887
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IVewsPaPer　 l　985:3]。 イス ラ ーム の もつ こ う した科 学 的合 理 性 は,工 学 士 や 理 学 士

な ど の学 位 を もつ イ ンテ リエ ジプ ト人 に 熱心 な イ ス ラー ム教 徒 が 多 い理 由の ひ とつ で

あ ろ う。

　 カ ナ ダで は,1960年 代 に,ト ル ドー内 閣 が 多文 化 主 義(multi-culturalism)政 策 を

うちだ した52)。 ブ リテ ィ ッ シュ ・コロ ン ビア州 で は,多 文 化主 義 に 関 す る 協会(Van-

couver　 Multi-Cultural　 Society　 of　British　Columbia)が 設 立 され,多 文 化 主 義 の 趣

旨 を ひ ろ あて い こ う とす る活 動 を お こな って い る。 多 文 化 主 義 政 策 に よ って,カ ナ ダ

人 の 国 と して の ま とま りへ の 志 向 よ り も,個 々の移 民 集 団 の もち こむ文 化 が それ ぞ れ

に 拡 張 す る とい う結 果 も出 て来 て い る。

　 ヴ ァ ン クー ヴ ァー の エ ジプ ト人 の間 で,イ ス ラ ー ム的 生 活 様 式 の 強 化 の 傾 向 が み ら

れ る こ とに は,こ うい った さま ざ ま の外 的情 勢 が,イ ス ラ ー ムの 内 面 的要 素 とか らみ

合 って 出 て来 て い る と考 え られ る。

　 本稿 の 調 査 の 対 象 とな った エ ジプ ト入 ムス リム は,数 の 上 で は 少 数 で あ り,量 的 に

結論 づ け る こ とは で きな い けれ ど も,異 文 化 環 境 に お か れ た ム ス リム の質 的 な様 相 は

把 握 す る こ とがで きた と考 え て い る。

　 筆 者 は す で に,カ ナダ の ア ラ ブ ムス リム が,今 後 ア ラ ブ民族 集 団 の 一 員 と して よ り

ム ス リム集 団 の一 員 と して 自 己 同定 して い く可 能 性 に つ い て指 摘 した[片 倉 　 1988a:

724]。 ヴ ァ ンク ー ヴ ァー の エ ジ プ ト人 ムス リム に も,そ の傾 向 が あ る こ と は,As,　 Cu

グル ー プ か らTrグ ル ー プ へ移 行 す る者 が増 加 して い る こ と・全 体 的 に イ ス ラー ム化

の 現象 が み られ る こ とか ら も明 白で あ る。

　 カ ナ ダ 社会 で,日 常 語 と して の ア ラビア 語 は喪失 して い な が ら,イ ス ラー ム が くだ

され た神 の言 葉 と して の ア ラ ビア語 を 「価 値 言 語 」 と して 認 め る若年 層 の者 た ちが,

英 語 や仏 語 で イ ス ラー ムを 語 り,カ ナダ 社 会 で の 集 会 で,イ ス ラー ム に 関 す る演 説 も

す る よ うに な って い る。 ヴ ァ ンク ー ヴ ァーの ア ラ ビア 語 学 校 で も,こ れ ま で 非 ム ス リ

ム を も対 象 に した テ キス トを 使 用 して い た の が,最 近 で は コー ラ ンな ど,イ ス ラー ム

の ア ラ ビア語 を教 え る よ うに な って きて い る。 こ う した状 況 の 中 で,カ ナ ダ生 ま れ の

2世,3世 の エ ジ プ ト人 ム ス リムが,ど の よ うな 方 向 に 進 ん で い くか,今 後 の 動 向 を

注 目 して い く必 要 が あ る と考 え る。

52)具 体的には,民 族史の著述への補 助金や民族研究講座の設立,英 仏以外の言語 による新 聞や

　テ レビ ・ラジオ局の認可および援助などをお こな うほか,公 共機 関へのエスニ ック ・マイノ リ

　テ ィの雇用を促進 しよ うとす る政策である。
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